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　その頃のガレリア大陸は、幾つかの強国と数多あまたの小国に分かれていた。

　強国は周囲の小国を併へい呑どんしつつ他の強国と争い。

　単独で強国に対抗できない小国は、小国同士が連合して強国に当たり。

　あるいは強国に侵略されて滅亡するのを防ぐため、進んで別の強国の従属国となって国とお家の存続を図ることもよくあった。

　この場合、庇ひ護ごされる小国を庇護国、庇護する強国を保護国と呼んで区別していた。

　小国の多くはどこかの強国の庇護国だったが、数少ない例外もあった。

　それは攻めるのも馬鹿馬鹿しいほど辺境にある国か、どこかが手を出せば必ず他の強国の介入を招いてしまうという、地勢的に見て要よう衝しようにある国かの、どちらかだ。

　どこかの強国の従属国＝庇護国となっていないという点では同じでも、前者は誰からも見向きもされず、後者は垂すい涎ぜんの的まととして誰もが虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているという大きな違いがあった。




　この当時の有力な強国は二十一ヵ国。

　それらの国々に由来して、彼かの時代は後こう代だいの史家から「五ご公こう十じゆう六ろく王おう国こく時代」と呼ばれている。

「五公十六王国時代」の特徴はと問うてみれば、答えるのは簡単だ。「乱世」の一言で片付く。

　強国は領土を増やそうと強国同士で争い。

　諸侯は諸侯で領地を増やそうと争う。

　争いは実際の戦闘行為に限らない。

　庇護国を増やそうと、強国は熾し烈れつな外交戦も展開していた。

　小国も同様だ。

　庇護国となっても安心はできない。

　保護してくれる強国のご機嫌を損ねれば忽たちまち立場が危うくなる。

　たとえ強国の後ろ盾があっても周辺諸国から攻められる場合がある。

　例えば、保護国が別の地域で戦争を行っていて援軍を送って寄越すような余裕がないと判断すれば、虎こ狼ろうのような周辺諸国が抜け目なく軍を起こすことがあるのだ。

　保護国が別のどこかで大きな利を得るために、敢あえて庇護国を敵対国に差し出すような場合すらあった。

　小国の国こく主しゆたち──王を名乗っていない者もいる──にとって気の休まるときがない時代だった。

　もちろん強国の君主たちにも同じことが言える。少しでも気を緩ゆるめれば、他国に領土を侵される。

　庇護国を掠かすめ取られる。

　そうして勢力を削そがれ続ければ、やがて周辺諸国が雪崩なだれを打って攻め込んできて国が滅びるだろう。

　強国であろうと小国であろうと、自国が標的にならぬよう、様々な手を打ち続けなくてはならなかった。




　国が滅び。

　国が興おこり。

　そうして戦乱の時代、五公十六王国時代は百年以上の長きに亘わたって続いてきた。

　しかし今、その戦乱の時代にも質的変化が訪れようとしている。

「団どん栗ぐりの背せい比くらべ」だった五公十六王国のあいだにも、次第に強弱が生まれつつあった。

　強国に序列ができつつあった。

　強国同士の戦いが以前より増えてきた。

　自国の劣勢を感じ取った王や公の中には、積極的に他の強国と同盟関係を結ぼうとする者が現れた。

　強国同士が同盟を結ぶために庇護国との関係を見直すこともあった。

　保護国から売られる小国があった。

　保護国から切られそうになり、新たな強国の下もとへと走る国があった。

　保護国があっても、攻められ滅びる国も出てきた。

　戦争は絶え間なく起こり、続き、戦の犠牲者は増え続けた。

　後代の者から見れば、それは「嵐あらしの前の静けさ」ならぬ「静けさの前の嵐」であることがわかる。

　ますます激しくなる戦乱は、大陸統一の気運が盛り上がりつつあることの裏返しだ。

　実際、この少し後に、ガレリア大陸は統一への道を走り出す。

　ある英雄の出現と共に。

　しかし、彼かの者が英雄であると言うのは、それもまた後代に生きる者の視点だろう。

　当時、彼かの者はなんと呼ばれていたか。

　狂たぶれ人びと。あるいは誇大妄想狂。もしくは虚うつけ者。

　時代を、世界を、彼かの者が統一へ向かって走らせると思った者など、当時は誰もいなかった。




　それでは見てみよう。

　振り返ってみよう。

　月げつ虹こうに祝福されていたという覇者の軌跡を。

　虹のように七色に輝く瞳ひとみを持っていたという覇王の奇跡を。

　その偉業は、不運で不幸な偶然から始まったのだった。















　１




　薄暗い部屋。

　中央に置かれた長卓。

　その周りに座っている数名の男女。

　窓には遮しや光こう布ぬのが垂れ下がっており、天井の吊つり照明に明かりが点ともっていないところを見ると、敢あえて室内を暗くしているのだろう。

「あなたがここに来たことを、フルミネンセ側に知られてはいないでしょうね？」

　出席者の一人がそう訊きくと、対面に座っている男が答えた。

「安心したまえ。吾われは今、病気療養中でな。離り宮きゆうにいることになっているから、王宮に吾の姿が見えなくても、怪しむ者はいない」

「ならば、いいのです」

　別の一人が口を挟む。

「では、茶飲み話を始めますか。せっかく国王様が病気を押してまで出で張ばってきてくださったんだ、実のある茶飲み話をしたいものですが」

　その男の皮肉を聞き流し、相手の男は卓上の地図を指し示した。

　卓上に置かれた二つの小さな燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの炎によって、かろうじて地図が読める程度の明るさは確保されている。

「吾らが送っている王宮警備部隊は一千。それを交代させるという名目で新たに一千を王都に送り込む。それで兵力は二千になる。元の一千は帰国する前に新たな一千と共に王宮を襲う。王宮の警護兵は二百だけ。城内にいる警けい邏ら部隊も五百だけ。たちどころに制圧できるだろう」

「しかし、郊外の駐ちゆう屯とん地ちには一個軍団五千がいるのではなかったですか？」

「それはすでに吾わが国への援軍としてここを離れている。駐屯地にいるのは五百に満たない留守部隊だ。兵数は圧倒的にこちらが多い。しかも王宮を制圧した吾らは国王以下の王族を捕らえているわけだから、向こうは何も手出しできんよ」

「そうそう、あなたが直じき々じきに援軍要請をしたのでしたな。まさか向こうも、あなたに騙だまされているとは思いもしないでしょうな」

「いちばん頼りにしているあなたの国に騙されたのでは、あちらさんも堪たまったものではありませんね」

「食うか食われるかのこの時代だ、騙すほうも悪いが騙されるほうも悪いのだよ」

「やれやれ、酷ひどい言い草だ」

「我々も騙されないように気をつけなければなりません」

「隙すきを見せれば、すぐに相手につけ込もうとするのはお互い様だろう？　吾の専売特許ではないと思うがね」

「はっは、たしかにそれは仰おつしやるとおりですな」

「だからこうして茶飲み話をしている。相手につけ込まれないために」

　相手側の代表者は、そうですね、と大きく頷うなずいた。

「話の腰を折って失礼しました。どうぞ続けてください」

　相手は対面に並ぶ軍務服の四人にちらっと視線を向けたが、すぐに卓上の地図に目を落とした。

「互いの境界線はここ」

　男は手にした羽根ペンで地図に一本の縦線を引いた。

「吾らは王都を含む西側を占領する。東側は貴国にお任せだ」

「中央にある都市、グレイムシュが線にかかっていますが？」

「たしかそこは、フルミネンセ王国でも三番目か四番目に大きな都市だったはずです。どちらが奪とるかは大きな問題ですぞ」

「そうですな。この線で東西に分割するとなると、グレイムシュの街は互いに譲れないところです」

「そちらが奪とると仰るのなら、その代償を別のところでいただかないと釣り合いが取れませんよ」

「さよう、さよう。南の要よう衝しよう、スヴォーレンツ辺りをいただけるのでしたらともかく、黙って渡すというわけにはいきませんぞ」

　自分を睨ねめつけてくる四人に向かって、その男は薄く笑ってみせた。

「お互いに譲れないとなると、話し合いでは簡単に結論が出ませんな。ということで、こうしたら如何いかがですかな」

　相手は疑い深そうな目を向けてくる。

「どうするというのです？」

「早い者勝ち」

「な!?」

「早く分割線にまで達したほうがグレイムシュを占拠する。それでいいのでは？」

　四人は互いに顔を見合わせていたが。

「なるほど」

「それなら恨みっこなしというわけだ」

　と頷き合った。

「ですが、同時に分割線まで達したらどうなるのです？」

「もちろん」

　男は、にたりといやらしい笑みを浮かべて答えた。

「その場合も早い者勝ちだ。先に街に乗り込んで占領したほうが街の支配権を取る……ということだな」

　四人はもう一度、顔を見合わせていたが。

「いいでしょう」

　代表者がそう言ったので、残りの三人も相手の提案を認めることになった。

「では、この分割線まで進軍して停止。グレイムシュの街は、先に占拠したほうが支配する。街の周辺だけは分割線が街よりも西方、あるいは東方に設定されることになるが、それでよろしいですかな？」

　相手の男がそう言って、四人は大きく頷いた。

「では、議事録に署名をしておきましょうか。この悪巧みが双方の合意の下もとに為なされたということを記しるしておくために」

　そう言うと、男はくくっと笑って傍かたわらに座って話し合いを速記していた部下に議事録を提出させた。

　相手方も、速記者に命じて議事録を用意する。

　双方が相手の議事録の内容に目を通し、問題がないことを確認すると、「議事録の内容に相違なし」と書かれた箇所に各おの々おのが署名した。

「これで茶飲み話はお終しまいですな」

「しかし、あなたも人が悪い。こんな悪巧みを、相手の王都にある宿屋で行うとは」

「こちらが貴国へ行くのも、そちらが吾が国に来るのも問題がある」

「そうですね。いつ相手が心変わりして代表団が捕らえられるかわかったものではないですからね」

　相手の男は嗚お咽えつするように低く笑った。

「それはお互い様だろう？　だからこそ、こうして中間点のフルミネンセ王国の王都を茶飲み話の場所に選んだだけのこと。ここなら相手の国まで行く場合に比べ、移動距離が半分で済むのだしな」

「正論ですな」

　男が、さて、と言って立ち上がると、横に座っていた随員も立ち上がった。

「病人はそろそろ離宮へ戻らんとならん」

　相手方も一斉に立ち上がって、男に低頭した。

「ご足労いただき深謝しております」

「うむ。決行は六日後だ。それは守ってもらわないと困るぞ」

「それもお互い様でしょう」

「まぁ国境線を侵さなければ約束違反にはならないから、部隊を国境まで進めておくのはかまわないがね。そもそもこちらは、すでにフルミネンセの王都に部隊を入れているわけだからな」

「ご配慮、忝かたじけなく」

「では、失礼するよ。宿代はそちら持ちでいいのかね？」

「お気になさらずに」

「では、さらばだ。貴公たちと戦場で相あい見まみえることがないよう祈っている」

「同意でございます」




　２




　こうして男たちの密ひそかな茶飲み話は終わった。

　ここでの話し合いがフルミネンセ王国の未来を決めることになった。

　それはアリエル王女の未来をも決定的に左右することになるが、そのことを予感している者は、まだ誰もいなかった。
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　ボナーズン王国の副都で盛大な夜や会かいが催もよおされたとき、フルミネンセ王国の第五王女、アリエル・アリエンテセ・フルミネンセも、当然のようにそれに参加していた。

　当時は強国、弱小国を問わず、頻ひん繁ぱんに催されていた夜会だが、それは純粋に食事や音楽を楽しむ場ではなく、王族や地方領主、大商人や武将たちが自分の子息、子女の顔や名前を他の王侯貴族や大商人などに売り込むことが主な目的とされていた。

　だから王侯貴族の子息や子女たちは親から強制され、あるいは自ら進んで、競うように夜会に出席したものだった。

　出席する若者のうち、男子は豪ごう奢しやな衣装に身を包み、女子は露骨なほど布地の少ない薄手の衣装を着ていた。

　女子の衣装が薄くて小さいのは、娘がどこか有力な王侯貴族の馬鹿息子を誑たらし込んでくれれば、あるいは大商人の総そう領りよう辺りを捕まえてくれれば、大いに我が家の助けになる……という親の本音の表れと言える。

「もし強国の王子が近づいてきたら、そのまま庭の片隅の暗がりで押し倒されろ。押し倒されなければ、おまえが進んで脱いで、相手を押し倒せ」

　などと言う親たちもいた。

　弱小国の貴族や武人、商人たちからすれば、それは洒落しやれでも冗談でもなく、本ほん音ね中の本音だっただろう。

「正せい妻さいは無理でも側そく室しつになれたら、やがて同盟へと関係を発展させられるかもしれないではないか。側室に入るときには支し度たく金きんをガッポリもらえる」

　両親の側からすれば、捕らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようをしたくなるのも無理はない。

　そんな偽らざる本音が横行する夜会であるから、女子の衣装は小さく薄く、ぱっと見、どこの酒場だ!?　とツッコミたくなるほどだ。

　アリエル王女も、齢よわい十三という年齢にあまり似つかわしくない、艶つやっぽいドレス──裾すそ丈たけはかなり短めだった──に身を包んで夜会に参加していたのである。

「まぁでも、アリエルの場合、問題なのは年齢ではなくて、その貧弱な体型よねぇ」

　そう言って笑いかけてきたのは、アリエルの姉、第四王女のリリエル・リリエンタール・フルミネンセだった。
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　リリエルは今年で十五歳、アリエルとは父、母を同じくする実じつ姉しである。

　リリエルの指摘どおり、華きや奢しやな体型で胸も平らなアリエルは、どれほど艶っぽい衣装を着ても、というより、艶っぽい衣装を着れば着るほど体型から来る違和感が際だってしまう。

　一方、姉のリリエルは、布が薄手で布地面積の少ない衣装が殊ことの外ほか、似合っていた。

　つまり彼女は、胸が高く大きく盛り上がり、胴回りは思い切りくびれ、腰は大きく張り出しているという、見事に女性らしい体型を誇っていたのである。

　アリエルの実姉ということが俄にわかには信じられないほど、二人の体型は違っている。

　二人は体型だけでなく、その表情や話し方から受ける印象もかなり違っていた。

　小柄ながら、はきはきとした話し方ときびきびとした動き、理知的な瞳のアリエル。

　大柄でおっとりとした話し方、嫋たおやかな振る舞い、優しげな笑顔のリリエル。

　アリエルは男子に混じっても臆おくさず、積極的に会話に加わり、外交や政治、軍事などのお堅い話題でも後れを取ることがなかった。

　リリエルのほうは話しかけられればにこやかな笑顔で応じるが、自ら積極的に話しかけることはなく、好む話題も、お堅いモノよりは、噂うわさ話やロマンス、絵物語に登場する素敵な王子様への憧あこがれなどだった。

　そういう意味では、何から何まで対照的な姉妹である。

　とはいえ、姉だけがモテるわけではない。アリエルも意外と男子に人気があった。

　この時代、この世界では、女子は控えめなほうがいいという、そんな価値観はなく、有能な女子は男子に劣らず、社会の各分野でその能力を発揮していた。

　王ではなく女王を立てている国も多い。王がいても、実質、王と妃きさきの共同経営という国も多い。

　頭がいい女子が、それだけで疎うとまれることはなかった。

　とはいえ、それだけでモテるということもない。

　アリエルが王侯貴族の子息に人気があるのは、頭がいいことをひけらかさず、己おのれの分ぶんを弁わきまえているためだろう。

　ここで言う「己の分」とは、弱小国の第五王女であるという自分の立場のことだ。

　アリエルは他国の王族のみならず、貴族や武人、大商人、そして彼らの子息とも分け隔へだてなく接し、いつも相手を立てていた。

　だから彼女は、王族よりもむしろ武人や商人たちに受けがよく、概して彼らの子息に人気があった。

　一方、リリエルは王侯貴族の子息に熱烈なファンが多い。

　そんなところも対照的な姉妹である。




　これ見よがしに強調されているリリエルの胸の深く険けわしい谷間をチラ見しながらアリエルは応こたえた。

「大きなお世話だわ、姉様。わたしのように三さん無ない女子でもいいと言ってくれる王族は、きっとどこかにいるのです」

「三無いって何？」

「胸無い、腰無い、お尻無い、の三無いですね」

「あははは。アリエルは頭いいから自分のこと、ちゃんと弁えてるんだ。偉いなぁ」

「姉様も、気力無い、節操無い、思考力無い、の三無い女子じゃないですか。わたしとそれほど変わらないと思うんですけど？」

「え～～？　アリエルが酷ひどいこと言ってるんだけど～～」

　リリエルは機嫌を損ねた様子もなく、けらけらと笑った。












　リリエルもアリエルも、アルコール度数の低い果実酒の入った硝子グラウス製の酒しゆ盃はいを手に持っていた。

　この世界では飲酒に年齢制限を設けているような国はなく、王侯貴族の子息、子女ともなれば、十代になれば普通に酒を嗜たしなむのである。

　笑っている姉に向かってアリエルが突つっ慳けん貪どんに言う。

「姉様は三大女子でもあるから、三無いくらいどうということはありませんよね」

「ん？　三大って何？」

「胸が大きい、尻が大きい」

「それはまぁね。で。もう一つは？」

「馬鹿が大きい」

「も～～、アリエルが酷すぎる～～」

　リリエルは空いている左手でアリエルの頭をぽかぽかと叩たたいた。

「うぷっ」

　酒盃に口をつけようとしていたアリエルが、唇くちびると酒盃を衝突させ、酒盃から果実酒がこぼれ落ちる。

「ちょっと姉様、頭を叩くのは止やめてくれませんか!?　これはわたしの大事な商売道具なのですから」

「あ～、そうだね。アリエルは頭のいいのが売りだもんねぇ」

「そうですよ。わたしからここを」

　そう言ってアリエルは自分の側頭部を左手の指先でとんとんと叩いた。

「取ったら何も残りません。ですから頭部への攻撃は控えていただけませんか」

　明け透けで自じ嘲ちよう的な物言いに、リリエルは思わず苦笑してしまう。

「わかった、わかった」

「姉様の豊満で肉感的で肉欲的で肉にく肉にくしい体が本当に羨うらやましいです」

「待って待って待って、アリエル。肉肉しいってなぁに？　わたしデブじゃないわよ？　出るべきところは出ているけど、出なくていいところはしっかり凹へこんでいるわよ？」

「わかっています。今のは羨ましいを通り越して、いっそ憎たらしいという気分を言葉に込めたまでです。つまり憎にく々にくしいという気持ちを『肉肉しい』という言い方に込めた掛かけ詞ことばなのですよ」

「あれぇ？　わたし、アリエルから嫌われてたの？」

「まさか。嫌ってなどいないです。愛してもいませんけど」

　アリエルが冷淡な口調でそう応えると。

「ふふふ」

　リリエルがにこやかに笑った。

「なんですか？」

「アリエルって、わたしと話してるときは少し本性が出るよね」

「な……なんのことですか」

「さぁて、なんのことかなぁ」

　にこにこと笑っていたリリエルだが、やがて笑みを消すと、膝ひざを折り、少しだけ腰を落とした。

「わたしはアリエルに愛されていないみたいだけど、わたしはアリエルのこと、愛しているからね～～」

　そう言うと、リリエルは妹の背中に腕を回し、ぎゅっと抱きしめた。

「ね、姉様、いきなり何を……っていうか、苦しい苦しい！」

　リリエルの豊満な胸の谷間に顔を埋うずめる恰かつ好こうとなったアリエルは、なんとかして逃れようと上体を揺すり姉の背中を叩くが、彼女は妹を抱きしめている腕の力を少しも緩ゆるめようとしなかった。

「あれぇ、アリエル様、羨ましいことしてるぅ」

　抱き合う姉妹に近づいてきた数人の若者が声をかけた。

「リリエル様、僕にもそれ、やってくださいよ～」

「リリエル殿の胸の谷間で窒息死というのは、男の幸せな死に方ランキングで三位に入るのではありませんか？」

「そんなランキング、やだ～～」

　リリエルは笑いながらアリエルを放し、若者たちのほうへ体を向ける。

「でも、一位と二位が気になるわね」

　リリエルは両腕を体の前へと回し、上腕で自分の胸を挟むようにしつつ少し体を前傾させ、若者たちの顔を見上げた。

　思い切り胸の谷間が強調される体勢だが、わざとらしさはなく、嫌みな感じはしない。

（ああして自然に滑なめらかに男心をくすぐる。あれが姉様の強みです。わたしには逆立ちしてもできない業わざだわ）

　アリエルは一歩下がったところで姉と若者たちを見ながら内心でため息を吐つく。

（だからこそわたしは頭で勝負するしかないのですが、でも……いや、それを言っても詮せん無なきことよね）

　アリエルはもう一歩、二歩と下がった。

「決まっていますよ」

　男子の一人がリリエルの問いかけに胸を張って答えた。

「第二位は、リリエル殿の寝所でリリエル殿と楽しいことをしているときに腹ふく上じよう死しすることです」

「え～？　それ嫌だ～」

　とリリエルが嬌きよう声せいを上げる。

「そして第一位は」

　男は少しもったいぶるように言葉を切ってリリエルを指し示した。

「リリエル殿と婚こん姻いんして子を儲もうけ、幸せな一生を送り、家族に看み取られ逝ゆくことです」

　周りの男子から次々に賛同の声が上がり、リリエルの口からは悲鳴とも歓声ともつかない艶なまめかしい声が漏れた。

　リリエルを輪の中心にして盛り上がる若者たちを見やりつつ、アリエルは踵きびすを返す。

　夜会の会場を歩きながら顔見知りの武人や商人たちと立ち話をし、彼らの子息と歓談した後、アリエルは会場をあとにして庭園に出てきた。

　今はアレミニウス暦の七月。

　夜になってもそれほど気温は下がらず、薄手の夜会服だけでも寒くはない。

　むしろ吹き抜ける夜風が火ほ照てった顔と体に心地よかった。
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　庭園には大きな燭しよく台だいが幾つも置かれているし、篝かがり火びも焚たかれていて、橙だいだい色いろの光が庭の草花を照らし出しているが、庭園の広さに比べて光量が圧倒的に少ないから、あちこちに暗がりができている。

　その暗がりでは、何組もの男女が睦むつまじくも密やかに何事かを語らっていた。

（やれやれ、みんなお盛んね。まぁ、このために夜会は催されているようなものだから、当然といえば当然ですけど。どこの夜会に出席しても、愛想を振りまくというのは疲れるものだわ。とくに馬鹿の相手は気苦労が一ひと入しおよね）

　小さなため息を吐つきつつ、アリエルが携帯用の小さな燭台を手にして庭園内を歩いていくと、暗がりからは艶めかしい息づかいが聞こえてきた。

　語らうだけでなく、その先の段階へと進んでいる男女もいるようだ。

　夜会の席を抜け出して外に出て、暗がりの中で男女がいちゃついても、彼らを不ふ埒らち者もの、慮りよ外がい者ものと詰なじる者はいない。

　むしろ、もっとやれと煽あおる者はいそうだ。

　貞てい操そうを守るというような観念などない時代、ない世界のこと、夜会は自分を売り込み相手の品定めをするための催もよおしだと誰もが開き直っている。

　アリエルにしたって、そうだ。少しでもマシな自分の伴はん侶りよを見つけるために出席しているのだから、彼らを非難する資格はない。

　とはいえ、なんだかなぁ、という気にはなる。

（人目も憚はばからずに……いいえ、人目を憚ってはいるのよね。いるからこそ庭園に出て、暗がりに入って、いちゃいちゃしているのよね。暗がりでいちゃつく相手が見つかって何よりだわ）

　アリエルは内心で皮肉を言うと、ひっそりとその場から離れていった。

　庭園の外れまで歩いてくると人の気配もなくなった。

　燭台や篝火の数も少なくなって、足あし下もとも覚おぼ束つかないような闇やみに包まれる。

（さすがにこんなところまで来る物好きはいないみたいね。たしか、この先に見み晴はらし台があったはずだけど）

　アリエルが手にした燭台を掲げて前方の道を照らしながら歩いていくと、果たして見晴台はあった。

　木製のそれは高さが一ヤルドと少し（一ヤルドはおよそ二・七メートル）のところに板敷きの足場が組んであって、そこに登るための階段が設しつらえてある。

　見晴台の下に警護の兵が二人、ぽつねんと立っていたが、二人はアリエルの姿を認めると丁寧に頭を下げ、静かに下がっていった。

　アリエルは手にした燭台で燃えている蠟ろう燭そくの炎で階段を照らしながら、ゆっくり登っていく。

　見晴台の上には誰もいなかった。

　台上の四方で篝火が焚かれているので、歩くのに差し障りはない。

（誰かがいるのを期待したわけではないけど、やっぱり劇的な出会いなんて、そうそうあるものではないわね）

　くすりと笑うと、アリエルは見晴台の縁に進み出て彼方かなたに目をやった。

　夜会の会場となっている迎げい賓ひん館かんは王宮の中にある。

　王宮は街の高台に建っていて、見晴台の上からは無数に点ともる街の明かりが、ばらまいた宝玉のように輝いているのが見えた。

　その夜景は、アリエルの国、フルミネンセ王国の王都のものより、ずっと明るく綺き麗れいだった。

（さすがに五ご公こう十じゆう六ろく王おう国こくの一つ、ボナーズン王国の副都だけのことはあるわ。わたしの国の王都と比べても、人口は多いし街の規模も大きい）

　アリエルは手すりにお腹を押しつけ、上体を乗り出すようにして顔を巡らせ、眼下に広がる夜景を見渡した。

（フルミネンセのような田舎の弱小国に生まれなかったら。この国のような強国に生まれていたら。わたしの人生も、もっと違ったものになったのかな……ううん、それこそ無い物ねだりよね。それに他のところに生まれたとしても、王族とは限らないのだし。平民の家に生まれていたら、今ごろ忙しく竈かまどの火を熾おこしていたかもしれないわ）

　アリエルは自嘲の笑みを浮かべて顔を上げ、夜空を見上げた。

　夜空には無数の星が瞬またたいていたが、その輝きはフルミネンセの王都から見るときより、薄ぼんやりとしている。

（この街が明るいから、夜空の星の明るさが目立たなくなっているのか。星空を愛めでるという点では田舎のほうが勝まさっているわね）

　自嘲の笑みを浮かべたままアリエルは顔を戻し、もう一度、眼下に広がる美しい夜景に見入った。

「わたしは弱小国の第五王女として生まれたのだもの、弱小国の第五王女として生きていくしかない。この胸がこれから育つという可能性を捨てはしないけど、わたしがフルミネンセの第五王女以外の何者かになれる可能性はないのですから」

　アリエルは自分に言い聞かせるように、そんなことを口の中で呟つぶやいた。

　そのとき、見晴台の階段を上がってくる密やかな足音が聞こえてきた。

　一瞬、「暗闇でドッキリ、劇的な出会い」を期待して振り返ったアリエルだが、その足音に聞き覚えがあるのを悟ると、なんだ、と小さく呟いた。

「スゼーかぁ」
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　階段を登りきって姿を現したのは、フルミネンセ王家の紋章が入った軍務服を隙すきなく着込んだ長ちよう身しん痩そう軀くの男だった。

　彼の名はスゼーデル・ランスロ・スタージュン。

　アリエル王女付きの武人であり、彼女とは乳ち兄きよう妹だいに当たる。

　アリエルの警護が彼の役目で、王女がどこに行くときでも彼女の身近に侍はべっている。

　とはいえ、さすがにここは他国の副都の王宮で、しかも夜会の会場だ、スゼーデルもいつもの得え物もの──槍やりの代わりに小さな燭台を手にしているだけだった。

　アリエルは手すりに背中を預け、少し反そっくり返るような体勢になって己の警護役に声をかけた。

「どうしてここに来たの、スゼー？」

「どうしてとは、ご挨あい拶さつだな殿でん下か。俺は殿下の護衛だぞ？　殿下の行くところ、どこまでも影のように付き従うのみだ」

　王家の夜会に招かれるような客は厳選された上流階級の者ばかりだし、見晴台の下にもいたように、あちこちに警護兵が配置されているから、アリエルが一人でいても危険なわけではない。

　とはいえ、よからぬことを考える輩やからがいないとは限らないし、酔っ払って正常な判断力をなくす輩がいないとも限らない。

　人はいつも理性的でいられるわけではないのだ。

　羽目が外れることもあれば、箍たがが外れることもある。

　そんなとき人は、理性という名の仮面の下したに隠した本性を露あらわにする。

　室内にいたときから、スゼーデルが極力目立たないように気を遣いながら自分を見守っていたことをアリエルは知っている。

　ご苦労なことね、と労ねぎらうアリエルに向かって、スゼーデルは小さく手を振った。

「べつに苦労ではないよ。殿下を守るのが俺の仕事だし、殿下を守ることは俺の義務だ。殿下が気にする必要はない」

「べつに気にしてはいないけど」

「そうか。なら、いいんだが……何かあったのか？」

「何か……って、なんのこと？」

「黄昏たそがれ時どきはとうに過ぎているぞ」

「ふふ、スゼーに隠し事はできないわね」

「殿下が赤ん坊の頃からの付き合いだ」

　当然だと笑ったスゼーデルだが、すぐに笑みを消し、真ま面じ目めな顔に戻る。

「で？　何をそんなに黄昏ている？」

　そう訊きかれて、アリエルはくるりと体を回し、スゼーデルに背中を向けてしまった。

　アリエルは城下のほうを見やったまま、ぶっきらぼうな声で答えてきた。

「べつに黄昏ているわけではないわ。ちょっと考え事をしていただけよ」

　少し呆あきれたような顔になったスゼーデルだが、とくに何も言ってこなかった。

「ねえ、スゼー」

　向こうを向いたまま呼びかけるアリエルの声に、いつもと違う思い詰めたような色が滲にじんでいて、スゼーデルは足早に王女の後ろまで歩み寄っていく。

　だが、彼女の背後に立ってもアリエルは何も言わない。身み動じろぎもせずに眼下に広がる城下の夜景に見入っているだけだった。

　スゼーデルはアリエルの後ろ姿に改めて視線を向ける。

　肩から背中が大きく開いている上、裳も裾すその丈たけも短く、腰には切れ込みが入っていて、煽せん情じよう的てきと言ってもいいような意い匠しようの夜会服だが、王女の体型が体型だけに、あまり色気は感じられない。

（まぁ頑張っているとは思うがな。健けな気げだとも思うがな。その一方で、可か哀わい相そうにもなってくる。こいつ、まだ十三だぞ）

　と思うものの、十三の子供がどこで何をするかは家の貧富次第だ。

（貧しい家に生まれれば、十三ならもう働いている年頃だ。働かなくていいという意味では恵まれているのかもしれないが、その代わりに義務やら責任やらが多くて大変だ。義務があろうが責任があろうが、食うに困らないだけマシだと貧者は言うのだろうが、俺はあんな窮きゆう屈くつな生活はごめんだな）

　アリエルの華奢な背中を眺めながらスゼーデルがとりとめもなくそんなことを考えていると、唐突にアリエルが言った。

「スゼー、あなた、自分の仕事に疑問を抱いたことはない？　自分の境遇に疑問を抱いたことはない？　自分の出自に不満はない？　自分の未来に希望を持てている？」

「だから。いきなりどうしたんだ、殿下は。夜会で出された食事にでも中あたったか」

「いえ……そうね、すまなかったわ。忘れてちょうだい」

　アリエルはスゼーデルに背中を向けたまま、ひらひらと右手を振った。

「殿下が何を考えているかは知らないがな、俺は俺の仕事に疑問など持っていないぞ。自分の境遇にもな」

　スゼーデルの言葉があまりに自信ありげだったので、アリエルは思わず振り返った。

　するとスゼーデルは王女の顔を正面から見据えて言葉を継いできた。

「殿下は自分の境遇に疑問を抱いているのか？　自分の境遇に不満を覚えているのか？　自分の責務に嫌気が差しているのか？」

　アリエルは小さくため息を吐ついてから徐おもむろに口を開いた。

「そういうことではないわ。ただ」

　アリエルは、足下の木床に力なく視線を落とす。

「つい考えてしまうのよ。わたしが別の国に生まれていたらどうしていたかな、とか。わたしが別の家に生まれていたらどうしていたかな、とか。わたしがもっと早くに生まれていたらどうなっていたかな、とか」

「それは……」

　スゼーデルが何か言うより早く、アリエルは自分で自分の言葉を打ち消した。

「それこそ仮定の上に仮定を重ねているだけよね。蜃しん気き楼ろうの上に家を建てるようなものだもの。そんなことに何の意味もないのはわかっている。でも……」

　スゼーデルは真面目な顔で重々しく頷いた。

「フルミネンセ王家の第五王女という地位、殿下にとって役不足なのかもしれないな」

　アリエルは思わず苦笑を浮かべてしまう。

「嬉うれしいことを言ってくれるわね、スゼーは。でも、お世せ辞じだとしても、そんなことを軽々しく口に上のぼしては駄目よ？」

（お世辞ではないのだがな。おまえがおまえの境遇には収まらないくらいの器量があると思っているんだ、俺は）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、スゼーデルはまたも真面目な顔で頷いた。

「わかっている。余人がいる場所では決して口にはしない」

「なら、いいの」

　アリエルは再びスゼーデルに背を向けた。

「つい夢想してしまうのよ。空想してしまうのよ。う～ん、むしろ妄想かな？　自分の生まれに囚とらわれることなく、自分の育ちに囚われることなく、自分の家に囚われることなく、思い切り働ける場所があったらって」

「そうか。いつかそんなときが来るといいな」

「いえいえ、来てはいけないでしょ、そんなときは。それは自分の国を、家を、民を、捨てるのと同義じゃないの。わたし、そこまで不忠者ではないし、そこまで不孝者でもないわよ」

　スゼーデルは密ひそかにため息を吐つく。

（やれやれ、この小さな王女様ときたら。己の分を弁えるにもほどがあるだろ）

「なぁに？　何か言いたそうね、スゼー」

　スゼーデルは小さく肩をすくめてみせた。

「言いたいことなどないよ。殿下は自分の思う道を行けばいいんだ……と俺は思うよ」

「言ってるじゃない」

　と軽くツッコんでおいて、アリエルは、ふっ、と表情を緩める。

「自分の思う道を自分の思うとおりに歩けたら、きっと楽しいのでしょうね。どれほど危険に満ちた荒野であろうと、どれほど危難に満ちた山であろうと、自分が信じたものを目指して歩いていけたら充実した人生を送れるのでしょうね。それができたのなら、志こころざし半なかばで斃たおれても、わたしは決して後悔しない……と思うわ」

「殿下は、自分の思う道を歩けないのか？」

「歩けないわね。少なくともわたしは、自分の家を、国を、民を捨ててまで自分の好き勝手に生きようとは思わないわ。そこまで恥知らずじゃないわよ？」

（立派な言い草だな。けど、なんだ？　何か違和感があるな。こいつの小ちっこい頃は、もっと破は天てん荒こうな一面があったはずなんだが、最近はずいぶんと聞き分けがいいというか、物わかりがいいというか）

　というスゼーデルの疑問は、アリエルの次の一言で氷解した。

「わたしはもう諦あきらめているのよ。自分の人生を受うけ容いれているの。弱小国の第五王女としての人生をね。だからスゼーは」

　そこで言葉を切ったアリエルは、苦い薬でも飲み込むような表情で言葉を継いだ。

「わたしを煽あおるようなことを言うのは止やめてくれないかな」

（違和感の正体はこれか。殿下は自分の置かれた境遇を受け容れるために、自分の夢や希望といったものを捨ててしまったんだな）

　自分の立場を割り切って、自分の夢を捨て去って、そんなことを言うアリエルを立派だと思う反面、スゼーデルは奇妙な腹立たしさを感じ、もどかしさを覚えていた。

（いや、ただ境遇を受け容れたというより、境遇を受け容れ、自分で自分の手足に枷かせを嵌はめてしまったという感じか？　頭がよすぎるというのも考え物だな）

「もしも仮に万が一の話だけどね。わたしが危険な荒野を歩くときは従ついて来てくれるのでしょう、スゼーは？」

　問われてスゼーデルは、はっと我に返る。

「あ……あぁそんなこと、訊かれるまでもないし答えるまでもない。殿下が整備された街道を馬車で進もうが、道なき荒野を自分の足で歩こうが、険しい山岳をよじ登ろうが、底知れぬ大海を泳ごうが、俺はどこまでも従ついていくに決まっている」

　アリエルは、ぷっ、と小さく噴いた。

「思いきり答えていると思うけど。でも、それを聞いて安心したわ。実現の可能性などなくても、いざというときの備えはあるに越したことがないものね」

（本当にないのか？　それで殿下は満足なのか？　後悔はしないのか？）

　けれど、そんなことは臣下が訊くべきことではない。

　スゼーデルは口から出かかった言葉を静かに呑のみ込んだ。

「さて、そろそろ戻るとしましょうか、スゼー」

「あ……ああ、そうだな」

「他国の王侯貴族や武人や商人を相手にするのもわたしの務めだもの。いつまでもこんなところでサボっているわけにはいかないわね」

「殿下の言うとおりだ」

　スゼーデルはその場で回れ右をして下り口のほうへと歩き出したが。

「スゼー」

　アリエルに呼ばれて足を止めたスゼーデルは、首を巡らせ背後を見やった。

「どうした、殿下」

　左手に燭台を掲げて足早に歩み寄ってきたアリエルは、スゼーデルの横を通り過ぎるとき彼の脇腹を小突いたが、足を止めることはなく、そのまま歩いていってしまった。

「なんだよ」

「なんでもないわ」

　アリエルは身を翻ひるがえすように階段に足を乗せ、軽快に下りていく。

「おい、足下に気をつけろ、殿下」

　スゼーデルは慌てて王女のあとを追った。

　階段はかなりの急角度で取り付けてある上、アリエルの裳の裾丈は短い。

　下から覗のぞかれるとかなり危ない光景が出現してしまうことになるが、幸い階段の下には誰もいなかった。

　階段を下りきったアリエルは、その場でスゼーデルを待つこともせずに薄暗い庭園の中へと歩いていく。

　スゼーデルは小さく舌打ちすると、燭台を手にしたまま、見晴台の上から飛び降りた。

　この程度の高さから飛び降りることなど、スゼーデルにすれば朝飯前である。

　着地の瞬間に膝を曲げ、衝撃を和らげる。

（あ、ヤベ！）

　彼が着地したのは、見晴台に続く小こ径みちの横にある花畑だった。

　足下を見ると、数輪の花がひしゃげていた。

（まぁ暗かったから仕方ないよな。警護の兵が来る前に離れるか）

　スゼーデルは何事もなかったように立ち上がると、大おお股またでアリエルを追いかけた。
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　スゼーデルはすぐにアリエルに追いついた。

「何をそんなに急いでいるんだ、殿下？」

　と王女の背中に向かって声をかけると、アリエルはようやく足を止めて振り返った。

「べつに急いでなんかいないわよ。それにスゼーなら、少しくらいわたしが急いでも、すぐに追いつけるでしょうに」

「ああ、そうだな。殿下が全力疾走しても、散歩しながら追いつける」

　アリエルはぴょんと跳び上がると、眉まゆを撥はね上げて叫んだ。

「この慮外者～～っ！」

「あぁ、すまんすまん、冗談だ」

　アリエルはわざとらしく頰ほおを膨らませる。

「スゼーはときどき無ぶ礼れい千せん万ばんな冗談を言うわよね」

「もっと畏かしこまったほうがいいか？」

　アリエルは、いいえ、と言って小さく笑った。

「少なくとも二人のときは今のままでかまわないわ。というか、二人のときにスゼーに畏まられたら、逆に馬鹿にされてる気分になるもの」

「そうか。では、これまでどおり、無礼千万な冗談を連発させてもらおうか」

「いえっ!?　わたしは畏まらなくてもいいと言っただけで、無礼千万な冗談を言ってもいいと認めたわけじゃないんだけどっ!?」

　びしっ、とスゼーデルを指さしてツッコむと、アリエルは、くすっと小さく笑って顔を崩す。

「わたしにそんな失礼なことを言ってくれるのは、大陸広しと雖いえども、あなたくらいね。だから許してあげる、スゼー」

「恐きよう悦えつ至し極ごくだ、殿下」

　アリエルは笑みを消し、真面目な顔になって、でも、と言った。

「兄様や姉様たちの前では自重するようにね。あなたが不敬の罪で打ち首になったら、わたしが困るもの」

「それこそ言われるまでもないよ」

「肝きもに銘めいじておきなさいよ？」

　そう言うとアリエルは再び前を向いて歩き出す。

「そうそう、スゼー。夜会が終わったら、わたしは姉様と一緒に避暑に行くわ。出しゆつ立たつするから、戻り次第、急いで準備を進めてちょうだい」

「また急な話だな。姉様というのは、リリエル殿下だな？」

「そう、リリエル姉様よ。夏の別邸に避暑に行くから一緒に行かないかと誘われたの。リリエル姉様の別邸はリノ湖の湖畔で温泉も湧わいているでしょう？　夏の盛りをそこで過ごすのも悪くないわよね。久しぶりに姉様と温泉に入って、きゃっきゃうふふと背中を流しっこしようと思って」

「きゃっきゃうふふって……」

　スゼーデルは少し呆れた顔になる。

「殿下はリリエル様とそれほど仲がよかったか？」

「いいえ」

　アリエルは、あっさりと首を横に振った。

「好きか嫌いかで言えば、どちらかというと嫌い寄りかな。姉様も同じ気持ちじゃないかしらね」

「それなのに、きゃっきゃうふふするのか」

「なんといっても実姉だもの。わたしとリリエル姉様の仲が良いのを見せておくのは、他の兄上や姉上に対する牽けん制せいにはなるわよ」

「権けん謀ぼう術じゆつ数すうだな」

「こんなものが権謀術数なものですか。ただの児じ戯ぎだわよ」

「そういうものか。俺にはわからない世界だな。まぁ、頑張ってくれ。で、連れていくのは誰だ？」

「姉様からは人数を絞ってくれと言われています。ですからスゼーとミモーネ、それにハリウィックね。ハリウィックの料理を食べたいと姉様から頼まれてしまったから」

　ミモーネ・ミモザ・ミスリールは一年ほど前に雇やとったアリエルの侍じ女じよである。

　皮肉と毒舌が玉たまに瑕きずだが、美人で有能な働き者だった。

　侍女とも思えないほど戦闘力が高いところもアリエルは気に入っている。

　もう一人のハリウィック・ハリィ・フィーディッシャーはアリエルお抱えの料理人で、その腕のよさはフルミネンセ王宮に鳴り響いている。

　彼のほうも、料理人にしておくのはもったいないとスゼーデルが評すほどの戦闘力を誇っていた。

「そうだな。せっかくの避暑なんだ、美う味まい料理を食べたいと思うのは人情だな」

「あとは警護の兵を二十人ばかり……かしらね」

「ハリウィックはともかく、ミモーネか」

「何か問題があるの？」

「いや、問題というか……俺はあいつが少し苦手なんだ」

「案じなくてもいいわ。わたしも彼女が苦手だから」

「胸を張って言われてもな。というか。苦手なのにミモーネを連れていくのか」

「この場合、大事なのは好きか嫌いか、得意か苦手かではなく、その者が有能か無能か、でしょうに」

「正論だな」

「ミモーネ一人で侍女五人分は働くわよ。その上、ミモーネ一人で警護兵十人分以上は働くでしょう？」

「……そうだな。もしかすると十五人分以上も働くかもしれない」

「スゼーが二十人分働くから、二人に加えて兵二十がいれば警護兵を五十人以上連れていくのと同等になるじゃないの」

「過分な評価、痛み入るよ」

「大丈夫よ。雇ってからもう一年も経たつわ。その間かん、何もしないでおとなしくかいがいしく働いてきたのよ。彼女が誰かを暗殺しようとしているなんて可能性は、もう考えなくてもいいでしょう？」

「まぁ……そうだな。そうなんだろうが」

　スゼーデルは渋い顔で頷きつつ、アリエルがミモーネを雇うと言い出したときのことを思い出していた。
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　ミモーネを雇おうとしたとき、スゼーデルはこう言ってアリエルを窘たしなめたものだ。

「侍女にしては腕が立ちすぎるな。年齢も出自も不明だし。侍女というより、間かん諜ちようか何かが侍女の仕事を熟こなしていると言ったほうが正解なんじゃないか？　もしかしたら暗殺者かもしれない。あんな剣けん呑のんな女を侍女として側に侍はべらせておくのは止よしたほうがいいと思うんだが」

　そう進言したスゼーデルに、アリエルは笑って応えたものだ。

「暗殺者ってのは、ないわね。こんな人畜無害な王女を殺して、どこの誰が得をするって言うの」

「それはそうかもしれないが」

　アリエルは、む、と眉を顰ひそめる。

「あっさり肯定されると、それはそれで腹が立つんですけど？」

「自分で言ったんだろう。怒るな。それよりも。どうして殿下は暗殺者のセンはないと判断した？」

「ですから。わたしを暗殺する利益がないでしょう？　国内に限っても、わたしの王位継承権は下から数えたほうが早いもの。わたしを殺す前に兄上や姉上を殺さなきゃ意味ないじゃない」

「継承権は下位でも、殿下は厄やつ介かいそうだから先に始末しておく……とか」

「あら。スゼーもたまにはいいことを言うのね」

「胸を張るな」

「でも、わたし、自分を厄介そうに見せるほど間抜けな言動を取った覚えは、まったくないのだけれど」

「ちょっとややこしいが……要するに殿下は、常日頃から人畜無害に見えるように振る舞っていたってことだよな」

「そういうことね。わたしの本性が人畜無害でないことを知っているのは、現状、あなたくらいよ、スゼー」

「……そうかもしれないな。だが、国王様や王太子様に近づくために殿下の侍女として王宮に潜り込んだという可能性はあるだろう？」

「皆無とは言わないけれど、無視してもいいレベルね」

「その根拠は？」

「わたしの侍女になったところで、父上や王太子に会えるわけないでしょう？　父上がわたしの館を訪れることなんかないし、わたしが侍女を連れて父上に会いに行くこともないわ。それは王太子の場合でも同じこと。誰かを殺すためにわたしの侍女になるなんて効率が悪すぎるわね。ミモーネが暗殺者かどうかはさておいて、そんなことを命じる雇用主がいたとしたら、そいつは大馬鹿者だわよ。放ほうっておいたって、いずれ自滅するに決まってる」

　スゼーデルは内心で舌を巻く。

　アリエルの冷静で鋭い読みと状況判断に。

　同時に少し悔しくなる。

（こいつの有能さを誰も知らないというのが、なんとももったいない……いや、それでいいのか。もしこいつが切れ者で厄介者だということが知られたら、それこそ他の王子、王女から命を狙ねらわれかねないんだからな）

　アリエルとリリエルの母親は地方領主の娘で、家格はそれほど高くなく、勢力もそれほど大きくなく、後ろ盾として頼むには少しばかり心こころ許もとなかった。

（こいつもそれを自覚していて、だから人畜無害の王女様を演じ続けているのだろう。だが、王太子様を含め、すべての王子、王女を見渡しても、この国をさらに発展させられる候補者の一番手はアリエル王女だろうに……いや、それは乳兄妹としてずっと一緒だった俺の贔ひい屓き目めなのかな）

「なぁに？　何か言いたいことがあるの？」

「殿下の読みはいつも的確で鋭いなと思っただけだ」

「止やめてよ。こんな推察、鋭くもなんともないわよ。ふつうに考えれば誰だってわかりそうなものでしょう？」

（そうは思わないがな）

「ともかく。ミモーネは雇うことにします。もし彼女が怪しい動きを見せたらあなたが捕まえてね、スゼー」

「面倒だな」

「面倒って何よ。それがあなたの仕事でしょうに」

「仰おおせのとおりだが」

　スゼーデルは一つため息を吐ついてから言葉を継いだ。

「で。もしも万一、あいつが尻尾しつぽを出して俺が捕まえたら、どうするんだ？」

「正体を尋きき出すわよ、もちろん。尋問もあなたがやってね」

「俺が？　う～ん、女子供を拷ごう問もんにかけるなんてのは俺の趣味じゃないんだがな」

「じゃ、カオルゥにやらせるわ」

　名前の出たカオルゥというのは、一年半ほど前にアリエルが雇った情報収集要員だ。

　自分のことを「シノビ」──世間では「ニンジャ」の呼び名のほうが一般的だが──だと自己紹介していたが、ミモーネ同様、出自も年齢もよくわからない、言ってしまえば「どこの馬の骨ともわからない」少女だった。

　彼女のときもスゼーデルは反対したのだが、

「腕が立つし可か愛わいいから雇うわ」

　というアリエルの鶴つるの一声で召し抱えることになったのだった。

「年齢もわたしと近そうだし、きっと話し相手にもなってくれるわ。年齢の近い女の子と女子トークとかしたかったのよね」

　アリエルはそうも言ったが、カオルゥと女子トークをするのは、なかなか骨が折れることだった。

　最初の頃は、アリエルがカオルゥを自室に呼んで世間話をしようとしても、彼女は床に正座をして額ひたいを床に擦こすりつけながら──つまり土ど下げ座ざの体勢だ──応えるので、女子トークにはほど遠かった。むしろ王女が端はした女めを虐いじめているようにしか見えない。

　時間が経つにつれてカオルゥも慣れてきたのでスムーズに会話できるようになったのだが、慣れたら慣れたで問題があった。

　ニンジャのイメージを覆すほど口数の多いカオルゥが、不思議なイントネーションの方言で一方的にまくし立てるのだ。

　会話が成立しないという点では、慣れる前も慣れたあとも、あまり変わりなかった。

　女子トークするという意味ではカオルゥに期待を裏切られたアリエルだが、情報収集という本業においては彼女はひじょうに優秀で、目的の部屋や屋敷に忍び込む技術は、スゼーデルも舌を巻くほどだった。

　カオルゥが「隠おん形ぎようの術」を使って隠れ潜むと、スゼーデルを以もつてしても探し当てるのが一苦労だった。

（まぁ優秀で腕の立つ臣下を召し抱えるのはいいんだが、出自不明で年齢不詳の奴ばかり増えていくのはどうなんだろうなぁ）

　というのがスゼーデルの偽らざる心境だ。

　じつは料理人のハリウィックも、カオルゥやミモーネ同様、出自も年齢もよくわからない、でも料理の腕だけはとびきりという男だったのである。
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　スゼーデルの葛かつ藤とうなどに気づこうともせず、アリエルは軽い調子で言った。

「ミモーネとハリウィックには、わたしのほうから話しておきますから。あなたは馬や馬車の手配、連れていく兵の選考なんかをしておいてね」

「承知したよ、殿下」

　などと話しながら、二人は庭園を突っ切っていく。

　設置されている燭台も増え、足下も明るくなってきた。とはいえ、至る所に暗がりはあって、そこでは相変わらず、男女が睦むつみ事ごとを行っていたりする。

　暗がりからの気配を感じたアリエルは、少し歩く速度を緩めた。

「みんなお盛んよね。あんなふうに積極的に行動しないと素敵な殿との方がたは捕まらないものなのかしら」

　囁ささやくようにアリエルがそう言うと。

「どうなんだろうな。俺にはよくわからないが、べつに焦る必要もないだろう。殿下はまだ十三なんだ」

「女子は十五になれば、ふつうに婚姻とかしているでしょう？　そんなに遠い未来の話ではないわよ」

「そう言われると、そうかもしれないが」

（しかしこの王女様が誰かと婚姻するという図が俺には想像できないがな）

「でもねぇ、あんなふうに殿方といちゃいちゃしている自分というものがまったく想像できないの。わたしがまだお子様だからかしら。どう思う、スゼー？」

　スゼーデルは、それとなくアリエルの全身に視線を這はわせる。

（たしかに体型はお子様だが）

「は？　何？　言いたいことがあるなら、はっきり言って」

「いや何もない」

　とスゼーデルが否定しても、アリエルはしばらく不審そうな視線を彼に注いでいたが、やがて彼女は、まぁいいわ、と言ってスゼーデルから視線を外した。

「焦って小物を釣り上げるより、じっくりと大物を狙うという考え方もあるものね」

「そうだな。焦らず気張らずじっくりと落ち着いて狙えばいいんじゃないか？」

「えぇそうね。そうするわ。じゃ、避暑に行くための手配をよろしくね、スゼー」

「承知したとも、殿下」

　庭園を抜けると、アリエルはスゼーデルに向かってひらひらと手を振り、ゆっくりとした足取りで夜会の会場へ戻っていった。

（果たしてあの王女様がどんな相手を捕まえるのか、あるいは捕まえないのか。それはそれで見み物ものではあるな）

　アリエルの華奢な背中を見送りながら、スゼーデルはぼんやりとそんなことを思った。
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　フルミネンセ王国では、王子、王女が、それぞれ個人の別邸を地方に持っているのが普通だったが、それはフルミネンセ王国に限った話ではなく、どの国の王族でも事情は似たり寄ったりだった。

　ふだんは王都で王宮暮らしをしていても、季節に応じて王都を離れ、自然の中にある別邸で暮らすことを好む王族が多いのだ。

　フルミネンセ王家の中には一年の半分を別邸で過ごす者もいたが、アリエルは王都にいることを好んでいた。

　好きな絵物語の新作がいち早く入手できるし、新作、旧作に限らず、いろいろな書物を購入するには、やはり王都にいたほうが便利だった。

　だから彼女が地方の別邸に行くのは、夏の時季くらいである。

　もっともアリエルの別邸のあるのが高原地帯だから、冬は道が雪に閉ざされてしまい、行きたくても簡単には行けないという側面もあったのだが。

　別邸に避暑に行くとき、アリエルはいつも自分が乗る馬車以外にもう一台馬車を用意させ、それに書物を満載にして出かけたので、いつも兄や姉たちに呆あきれられたり笑われたりしていた。

　アリエルの姉、リリエル第四王女の避暑地はリノデア州のリノ湖という湖の畔ほとりにあり、周囲を森に囲まれていて、近くには温泉も湧わいている。

「自然の中でのんべんだらりと過ごすのが好き」

　と言うリリエルは、アリエルとは対照的に足あし繁しげく別邸まで出かけていた。

　今回の別邸行きに際し、どうして姉が自分を誘ってきたのか、アリエルにはよくわからなかった。

（まぁ、いつもの気まぐれでしょう。去年の夏も誘われたのだし。べつに毎年付き合う理由もないんですけど）

　と思ったアリエルだが、たまには気散じもいいかと思い直して、今年も姉王女の誘いを受けたのだった。

　それにスゼーデルに言ったように、姉妹で仲良く遊んでいるところを見せておけば、他の兄弟姉妹に対する牽けん制せいにはなるという思惑もあったのはたしかだ。

　ということで、アリエルはリリエルと共に馬車を仕立てて王都を離れ、リノ湖畔にあるリリエルの別邸に向けて旅立った。

　もうじき七月も終わろうかという盛夏の頃のことである。

　ちょうど時を同じくして、フルミネンセ王国を巡る陰いん謀ぼうが深く静かに、そして着実に動き出していたのだが、アリエルやリリエルがそれを察知することなど、できるはずもなかった。
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　ちょうどアリエルとリリエルの一行が、リノ湖畔にあるリリエル王女の別邸に向けて旅をしているときのことである。

　フルミネンセ王国北東部、国境に近い山やま間あいの小さな砦とりで──ケーニッヒの砦と呼ばれていた──に、夜の闇やみに紛れてカタリーナ女王国の侵攻部隊が近づいていた。

　カタリーナ女王国軍第二軍団という位置づけのその部隊の兵力は約五千。それに比して砦の守備隊は六十しかいない。

　元々が間かん道どうを見張るために造られた小さな砦だから、通常でも百と少しの守備兵しか詰めていないのだが、それが今は六十に減っていた。

　これより少し前、フルミネンセ王国の保護国であるビッツェフェルド王国から援軍要請──要請とはいうものの、実質、強制だ──があって、これに応じるための兵力を捻ねん出しゆつしようと、フルミネンセ王国は各地の城じよう塞さいの守備兵を少しずつ削って新たな部隊を編制していた。

　そのためこの砦からも五十が引き抜かれ、ちょうどこのとき砦には六十名しかいなかったのである。

　おまけに、この方面から敵が侵攻してくるとは誰も思っていない。

　そもそも、いまフルミネンセ王国が他国から攻められる可能性など、首脳陣の誰一人として検討していなかった。もちろん砦に詰める兵たちも同様だ。

　結果、密ひそかに侵入し密かに接近してきた敵の大部隊に気づく間もなく、抵抗する暇ひまもなく、あっという間にケーニッヒの砦は敵の手に落ちた。

　カタリーナ女王国軍第二軍団五千は陥おとした砦に少数の兵を入れると、すぐに進軍を再開した。

　いつまで侵入をフルミネンセ側に知られずにいられるか。

　隠おん密みつ行動こそが作戦成功の肝きもだ。

　フルミネンセ王国中部の要よう衝しよう、グレイムシュの街の支配権は「早い者勝ち」なのだ。

　できるだけ抵抗を受けずに素早く進軍し、一刻も早く分割予定線まで進出すること。

　それがカタリーナ女王国侵攻部隊の作戦目標だった。

　ケーニッヒの砦を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで揉もみ潰つぶしたカタリーナ女王国軍兵士は、鎧よろいの上から黒いマンテラを羽織り、足音を抑え、声も立てず、松たい明まつも点つけず、山の斜面につけられた暗い道を足早に下っていった。
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　ケーニッヒの砦の先にも幾つかの砦があったが、そのいずれもが兵数の少ない規模の小さな砦ばかりだ。

　それらを揉み潰し、踏み躙にじりながら山を駆け下ってきたカタリーナ女王国軍第二軍団は、眼下に大きな街の明かりを遠望した。

　そこはリノデア州の州都リノンで、つい先日、アリエルとリリエルの一行が通過したばかりだった。

　アリエルたちの旅があと二、三日遅かったら。

　あるいはカタリーナ女王国軍の侵攻が二、三日早かったら。

　アリエルとリリエルの姉妹は、ここで捕らえられていたかもしれない。

　ほんの数日の差。その僅わずかな差が人の生死を分かち、歴史を書き換えることになるのだから大変だ。

　人生は危うい綱渡りの連続だと言ったのは誰だったか。

　まさに今、アリエルたちは細い細い綱の上を歩いているところだ。

　もしかするとそれは綱ではなく、ただの麻あさの縒より糸だったかもしれない。

　そして本人たちは、そのことにまったく気づかないままだった。
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「軍団長、リノンの街が指し呼この間かんに迫っております。予定どおりの対応……でよろしいでしょうか」

　副官に問われた第二軍団長ナイツゥオは、

「予定どおりだ。一気に陥おとす」

　と力強く答えた。




　その一いつ時とき後──。

　音もなく忍び寄った第二軍団五千は城壁の四囲に梯はし子ごを立てかけ、一いつ気き呵か成せいに城壁を乗り越え、城内に雪な崩だれ込んだ。

　完全に無警戒だった街の守備部隊は、女王国軍の接近に気づくこともなく、それどころか奇襲が始まっても効果的な反撃ができなかった。

　街には八百ほどの守備兵がいたが──ここでもビッツェフェルド王国へ送る援軍編制のため、三百以上の兵が抜かれていた──組織だって抵抗することもなく各個撃破され、あるいは降伏して捕虜となった。

　第二軍団が街の要所を制圧したのは、突入から僅か半はん時とき後のことだった。

　リノンの街を治めていたアキテーヌ侯──現国王の叔父で、リノデア州の長官も兼務していた──は守備隊の隊長と共に捕虜となり、カタリーナ女王国へ護送された。

　リノンを陥とした第二軍団は周辺の小さな町や村を次々に占領し、さほどの時を置かずにリノデア州をほぼ手中に収めてしまった。

　州都リノンを占領したという報告を携えた第二軍団からの早馬が、カタリーナ女王国へと走った。

　国境線の向こうで待機していた第三軍団と第四軍団は、第二軍団からの報告を受けるや否いなや直ただちに動き出し、ナバール峠とザンクトフェルマン峠を越えてフルミネンセ王国領内へと進撃し、速攻で国境線に近い砦や街を陥おとして一帯を占領した。

　実に鮮やかな奇襲であり、鮮やかな制圧劇だった。

　その原因はと言えば、フルミネンセ王国が保護国であるビッツェフェルド王国からの援軍要請に応こたえるべく各地の兵力を削って援軍を編制し、ビッツェフェルド王国に向けて送り出していたためだろう。

　結果、国内に展開する兵力は薄くなり、首脳の目はビッツェフェルド王国西方の戦いに向いてしまい、背後のカタリーナ女王国の動向を気に懸ける者など誰もいなかった。

　こうしてリノデア州の州都リノンを始めとするクレイマール地方の都市が次々と陥おとされたおかげで、リノ湖にいるアリエルやリリエルたちは完全に孤立することになってしまったのだった。

　避暑地の制圧が街や村より後回しにされたのは、侵攻兵力に限りがある中では妥当な判断だった。

　少なくとも女王国軍首脳は、その時点で急いでリノ湖周辺にまで派兵する必要を感じていなかった。

　そこにフルミネンセ王国の第四王女と第五王女が滞在していることなど知らなかったのだから無理もない。

　けれど、当然と思われたその判断が後に意外な結果を導き出し、やがて時代を揺り動かすことに繋つながるのだから、歴史の皮肉を感じずにはいられない。
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　リノデア州を始めとするクレイマール地方の州がカタリーナ女王国軍によって制圧されつつあった頃、フルミネンセ王国の西半分にも危機が迫っていた。

　最大の危機は、王国の王都フルミネンスールで深く静かに進行していた。

　これまでビッツェフェルド王国は、保護国の務めとして、フルミネンセ王国の王都とその周辺を警備するための部隊一千を送り込んでいた。

　王都に於おけるフルミネンセ側の兵力は、王宮警備部隊二百と城内の警けい邏ら隊五百。

　この他にも郊外の駐ちゆう屯とん地ちに一個軍団五千が常駐していたが、ビッツェフェルド王国の援軍要請を受けて、その一個軍団はすでにビッツェフェルド王国へと向かっていた。

　駐屯地の留守を預かる兵が三百ほど残っているが、それらは庶務部隊が中心で、戦闘力という点ではあまり期待ができなかった。

　このとき王都及びその周辺にいるフルミネンセ王国自身の兵力は、実質、七百程度にまで落ち込んでいたのである。

　けれど、王国首脳はとくに危機感を抱いていなかった。保護国の警備部隊一千がいるのだから。

　しかもビッツェフェルド王国は、西の戦線が重大な局面を迎えていて各庇ひ護ご国こくに援軍の要請を行っても、王都フルミネンスールの警備部隊を引き揚げようとはしなかった。

　今いる一千は本国へ召還されることになったが、その代替部隊として同じだけの兵力を送り込んでくれた。

　国王始め王国首脳は、ビッツェフェルド王国の心遣いに感謝していたほどだ。

　新たに送られてきた部隊の真の狙ねらいを首脳が知ったときには、もう手遅れだった。
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　ビッツェフェルドが送って寄よ越こした新たな警備部隊の一千は、とりあえず郊外の駐屯地に入った。

　引き継ぎがあるから、旧警備部隊が帰国するのは三日後と決まっていた。

　駐屯地にいたフルミネンセの一個軍団五千はすでにビッツェフェルドへ向かっていて、残っているのは庶務部隊を中心とした留守番役の三百だけだった。

　新警備部隊は、駐屯地に入った日の夜、いきなり留守番部隊に襲いかかった。

　時を同じくして、街中の警備に当たっていた旧警備部隊一千も動き出した。

　その一部が城門の警備をしているフルミネンセ兵に襲いかかり、主力の八百は王宮へ走って警備の兵を薙なぎ倒し、そのまま王宮へ雪崩れ込んだ。

　王宮警護の兵は二百しかおらず、しかも時刻は深夜。

　兵の半数ほどは休んでいるから、稼働しているのは百にすぎなかった。

　百のほうが不意打ちしたというならまだしも、八百のほうが不意打ちをしているのだから、端はなから勝負にならなかった。

　王宮は忽たちまちビッツェフェルド王国軍部隊に制圧され、王宮内に居合わせた王族はほぼ全員が捕らえられた。

　異変を察知した城内警邏隊が駆けつけてきたとき、すでに王宮は完全にビッツェフェルド王国部隊の手に落ちていた。

　警邏隊は王宮に突入しようと試みたが、兵力は相手のほうが多い。突入は阻止され、あちこちで戦闘が始まった。

　そうしているうちに駐屯地を制圧した新警備部隊の一千が城内に雪崩れ込んできた。

　警邏隊はすべて王宮に駆けつけているから、城内に新警備部隊を阻はばむ勢力はいない。

　易やす々やすと王宮まで走った新警備部隊は、なんとか王宮に突入しようと奮戦していた警邏隊の背後を襲った。

　五百対二千という戦力差だけでも絶望的なのに、それまでの戦闘で警邏隊は多くの死傷者を出している。新手に背後を衝つかれた警邏隊は、ほどなく壊滅した。

　こうして王宮も王都も、ビッツェフェルド王国軍によて制圧されたのだった。

　一方、援軍としてビッツェフェルド王国に向かった七千──一個軍団と新たに編制された四個大隊──は国境を越えたところでビッツェフェルド軍の出迎えを受けた。

　軍団長や幕ばく僚りよう、大隊長などが招きに応じてビッツェフェルド軍本営に出向いたところ、ビッツェフェルド軍の態度が豹ひよう変へんした。

　出向いた幹部は全員が捕らえられ、その幹部を人質にして武装解除が強制された。

　フルミネンセ王国の援軍七千は、その場で無力化されてしまったのだった。

　そして、援軍七千と入れ替わるようにビッツェフェルド王国軍の二個軍団と国王親衛隊の二千がフルミネンセ王国領内に進軍していった。

　フルミネンセ王国にしてみれば、援軍の七千は、なけなしの戦力から絞り出した貴重な部隊だ。

　各街や城塞の守備兵力は削ったし、王都近郊にいた一個軍団は丸ごと援軍として差し向けている。

　もはや王国内にまとまった兵力はいないも同然。

　各街や城塞の守備部隊はせいぜい百、二百の単位だし、大きな街に駐留している部隊でも五、六百程度だ。

　侵攻してきたビッツェフェルド王国軍二個軍団を止められるような戦力は、王国西半分のどこを探してもいなかった。
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　侵攻してきた二個軍団を率いているのはビッツェフェルド王国の国王その人だった。

　一年半ほど前に腹心たちと共に決起して、父である国王に退位を迫り、半なかば強制的に王位を譲り受けたフェルトマー三世は、そのとき二十代半ばという若さだった。

「史上もっとも静かなクーデター」などと言われた譲位劇によって国王位を継いだフェルトマー三世は、前国王と違って積極的な拡大策を採り始めた。

　兵を動かして領土の拡大を図り。

　他国の庇護国となっている小国を、外交戦で自陣営に引っ張り込み。

　開かい墾こん事業を押し進めて国内の耕地を増やし。

　鉱山開発も積極的に行った。

　たった一年半でビッツェフェルド王国は、「並の強国」から「一流の強国」へと変へん貌ぼうしつつあった。

　富国強兵策の一環として次にフェルトマー三世が目もく論ろんだのが、周辺の庇護国を自国に併合してしまうことだった。

「もう庇護国がどうの保護国がどうのと言ってる場合じゃないのさ。時代は変わったんだよ。自国領を増やし、兵力を増やし、増やした兵力で他国を併へい呑どんしてさらに自国領を増やし、増やした兵力でさらに他国を併呑するんだ。そうしていけば、やがて吾わが王国は一いつ頭とう地ちを抜いた存在になれる。そこまで行けば、黙っていても他国が頭こうべを下げてくるようになる」

　というのがフェルトマー三世の言い分だ。それは信念とも言える。

　今回の「フルミネンセ王国乗っ取り計画」も、三世王自らの発案だった。
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　ビッツェフェルドの二個軍団は、無人の荒野を行くが如ごとくの勢いで王都を目指した。

　現状、フルミネンセ王国西部では比較的規模が大きな街でも、せいぜい四、五百程度の兵しか持っていなかったから、それらは無視した。

　王都の占領を確実なものとし、カタリーナ女王国と約束した分割線まで速やかに進軍するというのが、ビッツェフェルド王国軍の戦略だ。

　王都さえ押さえてしまえば。

　そして王族を一いち網もう打だ尽じんにしてしまえば。

　各街や城塞の守備兵は何もできなくなる。

　黙っていても、向こうから投降してくる。

　それがフェルトマー三世の読みだった。

　新たに送った王都警備部隊の一千からは、王宮と王都の占領作戦が成功裏に終わったという連絡があった。

　その連絡を受け、三世王は騎馬部隊を中心とした二千を先せん遣けん隊たいとしてそのまま走らせ、残りの八千と親衛隊に休憩を取らせることにした。

　すでに軍団は低山地帯を抜け、広々とした平地に進出していた。歩兵の足でも、あと半日も走れば王都に着けるだろう。

　山間を縫うように流れていた川の水も、ゆったりとしたものになっている。

　川の近くに陣を張った一万の兵たちは、川から水を汲くんできて馬に水を飲ませ、飼い葉を食わせ、自分たちも携帯食を口にした。
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「ここまでは順調ですね、陛下」

　ヴァルナール将軍がフェルトマー三世に声をかけてきた。

　ヴァルナールは少年時代から王と共に学んだ言わば学友で、王子時代からフェルトマー三世を支えてきた側近中の側近である。まだ二十代後半という若さだった。

　彼だけではなく、王の側近には若い者が多い。

　若いだけに、側近たちは皆、フェルトマー三世の過激な思想に共鳴したという側面があるのだろう。

　二人とも見栄えのいい軽装鎧に身を包んでいるが、兜かぶとは外していた。

　フェルトマー三世は不敵な面つら構がまえの偉い丈じよう夫ふだが、将軍ヴァルナールは細身の優やさ男おとこだった。

　どちらかというと武人より官僚というような印象を受ける。

　が、その実、彼は三世王が半クーデターで王位に即ついた後、各地に起った抵抗勢力を悉ことごとく討ち破り、三世王が国内を平へい定てい掌しよう握あくするのに大いに貢献した勇将だった。

「順調だな。この先も順調に行ってくれることを願っているよ」

「事が順調に進んでも、中部の要衝グレイムシュの街はカタリーナ側にくれてやる……のですか？」

「不満そうだな、ヴァルナール」

　三世王はにやりと笑った。

　カタリーナ女王国の代表と茶飲み話をしたとき、グレイムシュの街は早い者勝ちだと提案したのはフェルトマー三世だったが、今回の侵攻作戦を実行に移すとき、三世王は腹心たちに「グレイムシュは女王国にくれてやる」と言っていた。

「陛下の決められたことですから不満も不平もありませんが、どうして、という疑問はありますね」

「商人の言葉に『損して得取れ』というのがあるだろ。つまりは、そういうことだ」

「それなのに、我々は分割線まで急ぐのですか？」

「そうだ。急がないと手を抜いてるのがわかっちまうだろ。俺たちを出し抜いてグレイムシュを勝ち取ったと相手に思わせるのが肝要なんだよ」

「そう……なのですか。それのどこに我々の利益がありますか？」

「こちらの評価が高まるだろ」

「はぁ。評価……ですか」

　ヴァルナールの顔には、よくわからないという思いが色濃く滲にじんでいる。

「そうだ。意外と律儀に約束を守る奴らだな、と思ってくれる。同時に、俺たちと競争してグレイムシュを押さえた自分たちの手て際ぎわに満足してくれる。こちらを信用してくれ、なおかつ自己満足してくれる。それが吾らの得る大きな利益だ」

　三世王がそう言いきっても、ヴァルナールはまだ怪け訝げんそうな表情のままだった。

「納得できないって顔だな」

「納得できないわけではありませんが、陛下の真意が今一つ読み切れないという思いはございます」

「おいおい、全部おまえに読み切られたら、俺がいる意味がないだろうが」

　三世王がそう言って戯おどけると。

「仰おつしやるとおりですね。我々は陛下の遠大かつ緻ち密みつな構想を実現するための作戦を実行し、それを成功させるだけです」

「はっはっはっ、そんなに緻密なわけでも遠大なわけでもないよ。相手が油断してくれるなら、後々、こちらの有利に働くだろうっていう、割と大おお雑ざつ把ぱで杜ず撰さんな読みだ」

「大雑把で杜撰……でありますか」

　ヴァルナールが情けなさそうな顔になる。

　そんな将軍を、フェルトマー三世は笑い飛ばした。

「はっはは、大雑把でも杜撰でも、こういう布ふ石せきが後になって役に立つものさ。今はおとなしくグレイムシュをくれてやる」

　取れる物があるならとりあえず取っておくというのがヴァルナールの主義だった。

　けれどフェルトマー三世は、先々で大きな果実を得るために目先の小さな利益を捨てる場合もあると考えているわけだ。

（このお方がそう言うのなら、そうなんだろうな）

　目先の小利より将来の大利。

　そう考えられる男だからこそ、ヴァルナールはフェルトマー三世に賭かけたのだ。

　己の夢を、国の未来を託たくしたのだ。

（このお方なら、ビッツェフェルド王国をさらに大きく発展させられるはずだ。そのためにわたしも死ぬ気で働こう）

　ヴァルナール将軍は頼もしげな目つきでフェルトマー三世を見つめるのだった。
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　リノデア州を制圧したカタリーナ女王国軍だが、その先は各街や城塞を攻撃する手間を惜しんで進軍を続け、翌日には先遣隊がグレイムシュの街を望む地点にまで進出していた。

　先遣隊は騎兵三百だから、街を攻めることなどできない。

　先遣隊の任務は街の周辺を偵察し、ビッツェフェルド王国軍部隊がいるのかいないのかを確認することだった。

　先遣隊はグレイムシュの街が未いまだに健在であることを確認すると、そのままさらに西へと進んでいった。

　先に話し合って決められた分割線を越えることになるが、騎兵のみでの進軍なので、占拠を狙ったのではなく単なる偵察だという言い訳が立つ。

　ビッツェフェルド王国側から何か言われても、カタリーナ女王国の首脳はそれで押し通すつもりだった。

　後方を進んでいる第二軍団の軍団長ナイツゥオは、先遣隊が送って寄よ越こした伝令騎兵から「グレイムシュ近郊にビッツェフェルド王国軍の姿なし」という連絡を受けると、一気に軍団の移動速度を速め、その日の夕刻にグレイムシュ近郊まで進出した。

　その頃には、西へ進んだ先遣隊も戻ってきていた。

「ビッツェフェルド王国軍の先遣部隊は、騎馬で半日ほどのところにおります。その数、およそ五百。本隊はかなり遅れている模様です」

「そうか！」

　先遣隊のもたらした朗報に軍団長ナイツゥオは手を打った。

「グレイムシュは我らが奪とったな」

　ナイツゥオは矢継ぎ早に幕僚に指示を出す。




「三千で街を包囲しろ」

「二千は街の西方に展開させて陣を構築せよ。ビッツェフェルド先遣隊が街に接近してきた場合は、それを阻止するのだ」

「第三軍と第四軍に伝令。グレイムシュを第二軍が包囲したと伝えよ。第三軍には急ぎグレイムシュまで進出せよとも伝えよ」

「王おう太たい女じよ殿でん下かに伝令を。我が軍はグレイムシュまで進出、ビッツェフェルドに先着し、街の包囲作戦を進行中！　とな」

「新たな偵察部隊を送れ。ビッツェフェルド王国軍の動きは委細漏もらさず見張り、報告させるのだ」

「包囲が完了次第、街に使者を送る。書記官を呼べ」




　グレイムシュの街をカタリーナ女王国側が支配した場合、双方の境界線は、これから陣を構築する場所となるだろう。

　軍団長は、一リーガ（およそ四・八キロメートル）ほど西方にある小高い丘に堅陣を構築することでそこを境界線にしようと考えた。

　それ以上進めばビッツェフェルド王国の反発を買う。

　それよりも近ければ、グレイムシュの街の守りに不安が残る。

（その辺りが落としどころだろう）

　ナイツゥオはそう判断した。

　この数日後、グレイムシュを目指して進軍してきたビッツェフェルド王国軍本隊が、その姿を現した。

　カタリーナ女王国軍に緊張が走った瞬間だが、ビッツェフェルド王国軍は女王国側が野戦築城した小高い丘より東に進んではこなかった。

　ほどなくビッツェフェルド王国軍から使者が送られてきて、首脳同士の会談が催もよおされることが決まった。

　首脳会談はカタリーナ女王国軍が丘の上に築いた急造の砦で行われ、双方の話し合いにより、丘の上の砦を境界とすることが確認された。

　第二軍団長ナイツゥオはその機転を侵攻軍最高司令である王太女から賞賛され、大いに面目を施した。

　カタリーナ女王国軍の首脳は、自軍の迅速な作戦行動のおかげでグレイムシュの街を占領支配できたことに満足すると同時に、ビッツェフェルド王国が「早い者勝ち」という約束を守ったことに安あん堵どし、感心もした。

　そしてそれは、ビッツェフェルド王国の国王、フェルトマー三世の狙いどおりの展開だったのである。
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　こうして伝統あるフルミネンセ王国は、ビッツェフェルド王国とカタリーナ女王国によって分割占領され、その歴史の幕を閉じることになった。

　王都にいた王族はほぼ全員がビッツェフェルド王国軍の手によって虜りよ囚しゆうとなり、地方に配されていた王族の多くも、カタリーナ女王国軍かビッツェフェルド王国軍によって捕ほ縛ばくされていた。

　追っ手から逃れることができた王族は、ほんの一握り。

　では、アリエル王女とリリエル王女はどうなっただろうか。

　まんまと逃げ果おおせたのか、それとも捕縛されたのか。

　危急存亡の秋ときにこそ人の本質が現れると誰かが言ったが、そのときのアリエルとリリエルの行動には、まさに二人の王女の本質が現れていた。
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　フルミネンセ王国は周囲を山に囲まれた盆地の国で、西側を除けば、隣国へ行くには標高の高い峠道を越えていくことになる。

　主な産業は鉱業と林業、牧畜であり、農民の人口は他国に比べて少ない。

　大陸を東西に貫く主要な交易路が国内を通っているため商人の往来が多く、また鉱石の精錬場が数多くあり、そこで作られた鉄や銅を扱う鍛か冶じ職人の数も多かった。

　伐きり出された木材を加工する木工職人も多数いて、椅い子すや机、寝台などを作っていた。

　貴石を産する山もあり、そこで採取される貴石を加工、細工した宝飾類も王国の経済を支える代表的な製品だ。

　訪れる商人は生産される鉄器や銅器、木材、乳製品、宝飾類などを買い付けては国外へと運び、逆に国外からは小麦などの食糧、布製品や革製品、陶磁器、刀剣類や鎧よろいなどの武具を運び込んできていた。

　西側に大きな山地はなく、低山と丘きゆう陵りようが広がっているだけで、そのあいだを縫うように何本かの川が流れていた。

　西隣のビッツェフェルド王国へ行くには、基本的に丘陵地や低山帯を街道で進むことになるが、いずれにせよ平原が広がる国同士とは違って、隣国との行き来はそう簡単ではない。

　そんな地理的要因が、長きに亘わたってフルミネンセ王国の独立独歩を支えてきたと言えるだろう。

　だが近年になって各国の合がつ従しよう連れん衡こうが盛んになってくると、独立独歩などという贅ぜい沢たくは言っていられなくなり、十年ほど前、フルミネンセ王国は五ご公こう十じゆう六ろく王おう国こくの一つ、ビッツェフェルド王国と同盟を結んだのだった。

　同盟といっても双方の国力には大きな差があるから、実質、フルミネンセ王国はビッツェフェルド王国の庇ひ護ご国こく＝従属国だったが、同盟締結の効果は大きく、北や東、南の諸国からの手出しは質量とも大きく減じていた。

　フルミネンセの王国民は平和を謳おう歌かしていたし、それは王族も同じだった。
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　リリエル王女の別邸があるのは王国北東地域にあるリノデア州だ。

　王都からの主要街道を進んでいくと、およそ三日の道程で州都リノンに着く。

　王女の別邸は、そこからさらに馬車で半日ほど進んだところにあるリノ湖の湖畔西側の高台に建っていた。

　リリエルに伴ともなわれてアリエルが姉の別邸にやって来たのは七月の終わりで、夏が盛りを迎える頃だった。
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　リノ湖の東岸に出た一行は、湖上を吹き抜ける爽さわやかな風を感じながら、リリエルの別邸目指して湖岸を巡る道を進んでいた。

　先を行くのは三十名ほどのリリエルの警護兵。

　そのあとにリリエルの乗った豪華な馬車と彼女の従者が乗った馬車が続き。

　さらにアリエルの警護騎兵十名が進み。

　その後ろからアリエルの乗った馬車──姉王女の馬車に比べると、やや質素な作りだった──が続いた。

　アリエルの馬車の後ろに調理道具や食材を運ぶ料理人ハリウィックの馬車がいて。

　最後尾を行くのはスゼーデルが乗る馬と、彼に率いられた警護騎兵の十名だ。

　別邸が建つ高台の標高は二百七、八十ヤルド（ざっと七百五十メートル弱）といったところか。

　それほど標高は高くないが、湖畔にあるから夏でも涼しい。

　湖の水は透明度が高く、水温は高くもなく冷たくもなく一定で、夏に水遊びするにはもってこいだった。

　リノ湖には鱒ますが多く棲せい息そくしているし、鮒ふなや鯉こいも泳いでいて、釣りも楽しめる。

　州都から湖までの道もよく整備されているし、何より温泉も湧わいているから、避暑地としてだけでなく、春や秋の湯治場としても人気の高い場所だった。

　庶民相手の温泉宿は湖の東側から南側に点在している。

　一方、王侯貴族や大商人の別邸は西岸の高台に集まっていた。

　その中でも一ひと際きわ立派なのがリリエル王女の別邸だった。

　別邸は石造り三階建てで、大きな露台があって、眼下にリノ湖を望めた。

　敷地内には広大な庭があり、周ぐるりを石垣に囲まれていて、ちょっとした城じよう塞さいと言える、そんな趣おもむきだ。

　敷地内には温泉も湧いていて、庭園には露天風呂があった。

　リリエルご自慢の露天風呂で、アリエルもこれが目当てで来たといってもよかった。

　高台へと通じる取り付け道路を登った一行は、石垣に囲まれたリリエルの別荘の敷地内に入った。

　別邸を管理している家か宰さいや侍じ女じよたちに出迎えられ、アリエルたちは馬車から降りた。
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　到着後、少し休憩を取ったあと、アリエルとリリエルは露天風呂へと向かった。

　王女姉妹に従うのは、二人の侍女と一人の女性武官。

　アリエルが連れているのは侍女のミモーネで、リリエルが連れているのは侍女兼教導官のセイザリア・レイミル・スタージュンと、ユーリア・ユーラシア・ユーハイムという女性武官だった。

　リリエルの侍女兼教導官のセイザリアはスゼーデルの妹でもある。年齢は十八歳。

　王女の護衛役を務める武人ユーリアは二十歳。

　二人とも名門の家柄で年齢もはっきりしている。












　一方、アリエルが連れている侍女ミモーネは、前述したように雇やとい主ぬしである王女にも正確な年齢がわからない。

　それはハリウィックも、ここには来ていないがカオルゥも同じである。

　名門で出自が確かな者だけを召し抱えるリリエルと、出自がはっきりとしない者でも平気で雇うアリエル。姉妹でありながら、そんなところも対照的な二人だった。

　ちなみに、この世界では戸籍を整えている国などほとんどなく、従って正確な年齢は他人にはわかりづらい。それどころか、自分の正確な年齢を知らない者も大勢いる。

　ミモーネは自身の年齢を十九と言っていたが……。

（そんなわけない。どう見たって二十歳を超えているでしょう）

　というのがアリエルの見立てだった。

　ミモーネは侍女として有能というだけでなく、戦闘力も高い。

　実際に戦っているところをアリエルは見たことがなかったが、スゼーデルが言うのだから間違いない。

　もしかすると暗殺者かもしれないとまでスゼーデルが言うほど腕利きのミモーネが、どうして自分に侍女として雇われたのか、アリエルにも興味がないわけではない。

（でも、人には隠したい過去も忘れたい過去もあるわよね。それを詮せん索さくするのはわたしの趣味ではないわ。大事なのは、いま、どれだけ働いてくれるかよ。そういう意味ではカオルゥもミモーネもハリウィックも合格点をあげられるわ。スゼーは未いまだに渋い顔をしているけど）

　ハリウィックの、カオルゥの、そしてミモーネの働きに、アリエルは大いに満足しているのだ。今さら三人の過去を詮索しても意味はないと思う。

　どこの馬の骨ともわからない者たちを雇って側そばに置いているという事実は、アリエルに対する周囲からの評価を下げこそすれ、上げることはなかったが、彼女はそれでいいと割り切っていた。

　そんな三人が真価を発揮し、アリエルの未来を左右するほどの大きな働きをするのはもう少し先のことである。
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　リリエルご自慢の露天風呂は、別邸の広大な庭園の一角に石を積み、植樹をして造られていた。

　欅けやきや楓かえでなどの落葉樹と松や杉などの常緑針葉樹を周囲に植えて目隠しとし、石で組まれた湯船は泳げるほど広々としている。

　風呂に入るには大量の湯を沸かさないとならないから、ふつうはこれだけ広い湯船を造ったりしないが、ここでは裏山に温泉が湧いている。

　源泉から樋といで湯を引き、井戸水で薄めれば、ちょうどいい湯温になる。

　湯量も豊富で、どれだけ広大な湯船を造ろうと問題はなかった。

　洗い場と湯船の一部には屋根が付いていて、雨が降っても濡ぬれずに入浴できる。

　とはいえ今日は快晴、山の端はに沈んでいく太陽が眩まぶしい西日を投げかけているから、屋根があろうとなかろうと、雨の心配をする必要はまったくなかった。

　露天風呂の一角には、脱衣所として使われている木造の小さな建物が建っている。

　リリエルはこの露天風呂を女子にしか使わせないから、脱衣所も一部屋しかなかった。

　板敷きの床に板壁、天井はなく屋根が素通しという簡素な作りの脱衣所は、それほど広くない。

　派手好き、装飾好きのリリエルにしては地味な作りだが、さすがの彼女も脱衣所まで仰ぎよう々ぎようしく飾りつけようという気にはならなかったらしい。

　脱衣所には館で働いている侍女──お揃そろいの侍女服を着ている──が五人、板壁を背にして整列している。

　そこへ、リリエル、セイザリア、ユーリア、アリエル、ミモーネの五人が入ってきた。

　足を止めたアリエルは、

「ミモーネ、よろしくね」

　と言って両手を挙げる。

　つまり、服を脱がせてね、と言っているわけだ。

　服くらい自分で脱げばいいのに、なんてものぐさな、と思うかもしれないが、王族は侍女や侍臣に脱がせるのが普通で、特別アリエルが怠たい惰だというわけではなかった。

　馬車に乗っての長旅ということで、アリエルが着ているのは、優雅なドレスではなく短たん裳もだった。

「はて。よろしいのですか、わたくしがお脱がせしてしまっても」

「今さら何を言っているの。いつものことでしょう？」

「さようでごさいますか。いつものように、脱がされるついでにわたくしの細やかな指使いで気持ちよくなってしまいたいと、そう仰おつしやるのでございますね。今日はリリエル様たちの目もございますゆえ、いちおうお伺いしたのでございますが。さようでございますか。では」

　澄すました顔を崩さぬまま、指をわきわきと動かしながらミモーネが近づいてきた。












「ふううん」

「へえ」

「そうなんですか」

　リリエル、ユーリア、セイザリアが感心したような呆あきれたような声を上げる。

「アリエル、あなたってば、思ったよりも大人なのね」

「ちょおぉぉっ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げてアリエルが跳とび退のいた。

「出で鱈たら目めを言わないでちょうだい、ミモーネ！　わたしがいつあなたの指で気持ちよくなったと言うの!?」

「はて？　毎晩、褥しとねの中でわたくしに愛あい撫ぶされ、感かん涙るいを流し、快感に噎むせび泣いていらしたように思うでございますが」

　リリエル以下が、ジト目になって頭を引いた。

「ふううん」

「へえ」

「素敵ですね」

　三人の目にはそこはかとない軽侮の色が浮かんでいる。

　壁際に並ぶ侍女たちはアリエルと視線を合わせないようにと顔を背けていた。

「出鱈目を」

　いったん後ろに下がったアリエルだが、右手を高々と掲げ、ミモーネに向かって全力でダッシュした。

「言わないで──っっ！」

　ミモーネに走り寄ったアリエルは、衝突する寸前で大きく跳ちよう躍やくし、空中で右の手刀を振り下ろし、ミモーネの額に叩たたき込んだ。

「はう」

　ミモーネの頭部が、かく、と後ろに倒れた。

「申し訳ございません」

　平然と頭を戻したミモーネは、そのまま頭を前方へと倒した。

「こんな素敵な露天風呂に入れると思って浮かれてしまい、少しばかり調子に乗って、ささやかな冗じよう句くを申してしまったでございます」

「どこがささやかでどこが冗句なのよ！　あなた、さっきから大おお噓うそと出鱈目しか言っていないでしょう！」

「申し訳ございません。お詫わびにアリエル様の全身を隈くま無なく、優しく丁寧に、これでもかと言うほど執しつ拗ように、隅から隅まで、表から裏まで、全身全霊で以もつて洗って差し上げるでございます故ゆえ、どうかご寛かん恕じよのほどを」

「要いらないわ！　そんなことをされては、さっきのが本当みたいになってしまうでしょ。いいからあなたは、わたしの服を脱がせたら、あとは湯船の隅っこでおとなしくしてるように。わたしに近づいてきたら、お給金を半分に削りますけど？」

「そ、それだけはご勘弁を」

　ミモーネは膝ひざを落とし、アリエルに取り縋すがる。

「わたくしの実家にはお腹を空かせた十三人の弟てい妹まいがわたくしの仕送りを待っているのでございます」

　アリエルの足下に跪ひざまずいて主人を見上げ訴えるミモーネだが、けれどその表情は先ほどと少しも変わっていなかった。

「だから出鱈目を言わないように！」

　アリエルがもう一度、手刀をミモーネの額に打ち込んだ。

「はう」

「あなた、侍女の募集に応募してきたとき、天涯孤独と言っていたと思うのだけど？」

　ミモーネが右の握り拳こぶしで左の掌てのひらをぽんと打った。

「さようでしたさようでした、そういう設定でございました」

「設定とか言わないで！」

　アリエルがもう一度、手刀を叩き込むと、ミモーネは恨めしそうな表情になってぶつぶつと文句を言った。

「皆様、長旅でお疲れでございましょうから、ちょっと場を和なごませようとして軽い冗句を申しただけでございますのに」

「どこが軽い冗句なの。思いきり悪意に満ちていたわよ。むしろ誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようじゃないかしらね。というか、あなたのせいで余計に疲れたのだけど？」

「今日のアリエル様、とてつもなく容赦がないでございます」

　よよよよ、とミモーネが泣き崩れたが、アリエルは、

「噓泣きしないように！」

　とさらにツッコんだ。

　すると二人のやり取りを見ていたリリエル主従から、おざなりな拍手が湧いた。

「面白い笑しよう劇げきだったわね～」

　とリリエルが微笑ほほえみ。

「長旅の疲れが取れた気がしますね。あはははは」

　とセイザリアが大笑し。

　ユーリアは何も言わずに真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。

　控えている五人の侍女は顔を背けたまま必死で笑いを堪こらえようとしているが、全員の肩が小刻みに震えているのを見ると、試みはあまり成功したとは言い難がたかった。

「笑劇なんかではありません！　ミモーネがあることないこと言うからツッコんでいただけです！」

「それが端はたから見ていると笑劇に見えるんだけど？」

「ぐ……」

　リリエルの指摘は事実そのとおりだったので、アリエルが言葉に詰まる。

　脇からセイザリアが声をかけてきた。

「さて、リリエル様、存分に笑わせてもらったことですし、そろそろ入浴するといたしませんか」

「そうね。長旅の汗と埃ほこりを早く落としたいものね」

　そう応えてリリエルが両手を挙げると、セイザリアがてきぱきと王女の衣服を脱がせ始めた。

　リリエルが着ている服はアリエルの物より優雅な意匠で、襟えりや裳も裾すそにひらひらとした飾りが付いていて、赤を主体にした色使いも派手なものだった。

　セイザリアが王女の上着を脱がせ、裳を下ろし、中なか着ぎも脱がせ、胸覆いを外し、下帯を下ろした。

　繰り返すが、王族ともなると自分で服を着たり脱いだりしない。

　男女を問わず、近きん侍じの者に着替えを手伝わせるのが当たり前だから、アリエルもリリエルも当たり前のことをしているだけである。

　為なすがままされるがままに全裸になったリリエルは、体を隠そうともせず、その場に平然と突っ立っている。

　脱がした服を控えていた侍女に任せると、セイザリアはてきぱきと自分の侍女服を脱いでいく。

　侍女服といっても、彼女の場合、教導官も兼任しているので、その場の五人の侍女服よりも、ずっと無ぶ骨こつな作りの裳だった。

　セイザリアの傍かたわらでは、ユーリアも、もそもそと軍務服を脱いでいた。

　セイザリアのきびきびした動きに比べ、なんとなく脱ぎ方に切れ味がない。

　どちらが武人なのかわからない、といった感じだ。

　リリエルに続いて全裸になったセイザリアは、そそくさと歩を進め、露天風呂に通じる扉を開け放った。

「どうぞ、リリエル様」

「ご苦労様」

　リリエルは裸になっているとは思えないような優雅な所しよ作さで歩くと、開けられた扉を通って露天風呂へと歩を進めていった。

　すぐセイザリアが続き、そのあとからユーリアが脱衣所から出ていった。

「あぁ、後れを取ってしまったわ。わたしも脱ぎます。早く手伝って、ミモーネ」

　アリエルがもう一度、両手を真まっ直すぐ上方に向けて伸ばし、ミモーネを促した。

「では、失礼するでございます」

　腰を落としたまますすっと寄ってきたミモーネは、アリエルの裳裾を捲まくり上げる。

　ミモーネが腰を伸ばして裳を引っ張り上げると、上下一体の裳は、上に伸ばしたアリエルの両手をするりと抜けた。

　次にミモーネがアリエルの上半身を覆う中着を脱がせると、王女は胸覆いと下帯だけの恰かつ好こうになった。

「あまり意味のないことをされているでございますね」

　などと言いながら、ミモーネがアリエルの胸覆いを外す。

「意味がないとか言わないで！」

「さようでございますか？　ですが、押さえるべき物もないのに胸覆いをされても無駄ではございませんか？」

「だから。無駄とか言わないでと言ってるのに！　あなたはどうしていつも一ひと言ことも二ふた言ことも三み言ことも多いのかしら。見てくれだけはいいのですから、黙って働いていさえすれば、皆から嫌われなくても済むのに」

「わたくしのご主人様が容赦なさ過ぎるでございます」

　跪いたミモーネが、少し恨めしそうな目でアリエルを見上げながら王女の下帯を引きずり下ろすと、すかさず侍女たちが寄ってきて、アリエルの衣服や下着を丁寧に畳み、竹細工の籠かごに仕舞い込んだ。

　全裸になったアリエルは、腰に手を当て、睨にらむようにミモーネを見下ろす。

「あなたも早く脱ぐように」

「しばらくお待ちを」

　ミモーネが白黒二色だけで作られた地味めの侍女服を脱いで床に落とすと、ごとりという剣けん呑のんな音が脱衣所に響いた。

「ごとり？」

　脱いだ衣服を床に落としたときに聞こえる音とは思えないその響きに首を捻ひねりつつミモーネに目を向けた侍女たちは、目を見開き、ぎくりと頭を引いた。

　裳を脱いだミモーネは、全身に多数の暗あん器き──隠し武器を仕込んでいたのだ。

　中着や下着には小さなポケットが付いていて、大小の針や超薄型のナイフ、小さな鉄球、直角に曲がった細い鉄器などが収納されている。

　太ふと腿ももに巻かれた革帯には、やはり針や薄型ナイフが収められているし、他にも何に使うのかよくわからない先端が平べったくなった細長い鉄の棒や小さなピンセットなども見えた。

「え……えぇと？」

　五人の侍女は顔を見合わせたり引き攣つった笑みを浮かべたりしているが、ミモーネはかまわず中着と下着を脱いでいく。

「あぁミモーネの中身はあまり気にしなくてもいいわよ。というより、気にしては駄目です。ミモーネが全身凶器塗まみれなのは見なかったことにしておいてね」

　というアリエルの言葉に、五人はかくかくと首を縦に振るのだった。

　衣服を脱ぎ終えたミモーネが扉のほうを指し示す。

「お待たせいたしました、アリエル様。では、まいりましょうか」

　衣服は脱いでも、彼女は両の太腿に隠し武器やら用途不明の器具やらを収めた革帯を巻いたままだった。

「見ていません、見ていません」

「わたくしどもは何も見ていません」

　侍女たちは口の中で呪じゆ文もんを唱えるように呟つぶやくと、ミモーネが脱いだ衣服を拾い上げていく。

（重おもっ！）

（どんだけ武器を隠しているの、あの侍女!?）

　手にした衣服の重さに驚く侍女たちに向かって、振り返ったミモーネが声をかける。

「危のうございますから、取り扱いには注意なさってくださいませ」

「は……はい」

　侍女たちはおっかなびっくりの手つきでミモーネの衣服を畳み、籠に入れた。

「あなたが脱衣するときは、いつも一騒動よね」

　扉に向かって歩き出したアリエルが、呆れたような口調でそう言うと、ミモーネは、何を仰いますやら、と応えてきた。

「別段、騒動などは起きていないでございます。わたくしの出いで立たちを見た方は、はっとしてぎょっとして少し腰が引けてしまうようでございますが」

「どこが少しなの。あの侍女たち、完全にビビっていたでしょ」

「さようでございますね。あの者たちの口からわたくしの噂うわさが流れますと、わたくしに言い寄る殿との方がたが減ってしまうので困るでございます」

　などと言いながらミモーネが浴場に通じる扉を開けると、アリエルは足早にその中に踏み込んでいった。

「あなたに言い寄る殿方なんて、この世に存在しているのかしら？」

　湯気が立ち上る広い浴槽を見ながらアリエルがそんな皮肉を言うと。

「これは酷ひどい仰りようでございます。わたくし、こう見えても若い男子から素敵な中年紳士にまで、それはもうモテモテなのでございますよ？　言い寄る男は、それこそ星の数ほどいるのでございます」

「世の中には命知らずの男がたくさんいるのねぇ。あなたの剣呑さを知っても、彼らはまだ言い寄れるのかしら」

　と言いつつ綺き麗れいに磨みがかれた白しろ御み影かげ石いしの床をぺたぺたと歩いていったアリエルは、湯船の縁で歩みを止めた。

　湯船に満たされたお湯は乳白色で、仄ほのかな硫い黄おうの匂いも漂ただよってきて、いかにも温泉であるということを強く主張している。

　ミモーネもアリエルの背後で足を止め、彼女の耳元に口を寄せて囁ささやきかけた。

「男という生き物は、誰もが馬鹿とすけべぇから構成されているのでございます。アリエル様もご注意なさってくださいませ」

「そうね。でも、馬鹿な男が多ければ、女が彼らを手玉に取れるわけよね」

　背後に立つミモーネに向かってそう囁き返すと、アリエルは乳白色のお湯に向かって軽く跳躍した。

　すぐに水みず飛沫しぶき……というか、お湯飛沫が上がり、アリエルの体がお湯の中に沈む。

　いったんお湯に沈んだアリエルだが、湯船の底を強く蹴けり、全身を空中に飛翔させた。

「きゃっほ～～っ」

　大きく跳んだアリエルは背中から大の字になって着水する。

「気持ちいいわね～、温泉！」

「王ひ女め様」

　アリエルとは対照的にミモーネは、ひっそりとお湯に足を入れ、腰までお湯に浸つかりながら、しずしずと歩いていく。

「少しばかりお行儀が悪うございますよ」

　全裸大の字でお湯に浮かんだアリエルは、頭だけを擡もたげて抗議してきた。

「たまにはいいでしょう？　こんなところに来たときくらい羽目を外しても」

「リリエル様たちの目がございます」

　アリエルはくるりと体を回転させ、足を湯舟の底につけ、上体を立てると、右手を真まっ直すぐ伸ばした。

「その姉様が羽目を外しているのだから、気にする必要もないと思うのだけど？」

　なるほど、リリエルは湯船の真ん中でセイザリアと二人、競泳をしていた。

　ユーリアは湯船の片隅で一人静かにお湯に浸かっている。

「さようでございますねぇ。リリエル様がはしゃいでいらっしゃいますから、まぁよいでございますか」

「よぉし！　わたしも泳ぐ！　おっぱいお化けには負けないわよ！」

（姉上様に向かっておっぱいお化けとは、なんという言い草でございましょう。まぁ、アリエル様から見れば、どんな女性もおっぱいお化けの範はん疇ちゆうに入ってしまうのでございましょうが）

「はい？　いま何か言ったかしら、ミモーネ？」

「いいえ？　まったく何もこれっぽっちも言ってないでございますが」

　アリエルは疑念に満ちた視線をミモーネに向けていたが、やがて諦あきらめたように体を回してお湯に体を浮かべた。

　そのままアリエルは左右の腕を回し、ばた足でぐいぐいと進んでいった。

　リリエルの手前で止まると、アリエルは足をつき、顔を上げた。

「姉様、勝負しましょう！」

「来たわね、アリエル！」

　湯船の中央に立って姉妹は睨み合う。

　リリエルは大きな胸を見せつけるように上体を反らせた。

「もちろん挑まれた勝負から逃げたりしないわよ！」

　アリエルは眼前に盛り上がっているリリエルの双そう丘きゆうを睨みつけながら言った。

「勝負の方法は？」

「こちらの端はしからあちらの端まで泳いで行って戻っての往復勝負でどうかしら？」

「それでいいです、姉様。受けて立ちます」

「では、移動しましょうか。セイザリアも参加なさいな」

　リリエルにそう言われ、セイザリアが、はい王ひ女め様、と一礼した。

「わたし、泳ぎの腕を上げたから。もう姉様にだって負けないわ」

　お湯の中をざぶざぶと歩きながらアリエルがそう言うと、リリエルは余裕の笑みで応えてきた。

「そうよねぇ。胸とかお尻とか、いろいろと負けてるあなたからすれば、泳ぎくらい、わたしに勝ちたいわよね」

　アリエルのこめかみが、ぴき、と強こわばった。

「そうね。姉様は体型的に水の抵抗が大きそうだものね。それを負けたときの言い訳にしようってつもりなのかしら？」

　リリエルは歩みを止めると、その場で体の向きを変える。

「あら？　わたし、たしかに水の抵抗がとても大きな体型だけど」

　そう言うとリリエルは、またもや妹に見せつけるように大きく胸を張った。

「これを」

　彼女はなおも胸を反らせ、踵かかとを軽く上げ下げする。すると、リリエルの豊かな乳房が大きく揺れるのだった。

「これを言い訳になんかしないわよ？　あなたこそ、負けたとき、胸の浮力が足りなかったとか言わないでね？」

「言いません！」

　アリエルは憤然とした顔で湯船の縁に手をつくと、軽く跳躍した勢いで石の上に載り、立ち上がった。

　彼女の肌き理め細やかな白い肌を玉になったお湯が流れ落ちていく。

「姉様、早く位置についてください！」

　石組みの湯船の縁の一段高い場所に立ったまま、アリエルが姉王女を急せき立てた。
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　悠ゆう然ぜんとした態度で湯船から出たリリエルがアリエルの隣に立ち、その隣にセイザリアが立った。

　大柄で巨乳のリリエルと小柄で貧乳のアリエル。濡れた股こ間かんの茂しげみもリリエルは濃密でアリエルは淡く、何から何まで対照的な姉妹だった。

　のそのそと湯船から出てきたユーリアに対してリリエルが指示を出す。

「ユーリア、スタートの合図をしてちょうだいな」

「承知であります、王ひ女め様」

　アリエルもミモーネに指示を送る。

「ミモーネ、あなた、向こうで折り返しを確認なさい」

「畏かしこまったでございます、アリエル様」

　小走りに湯船の縁を移動していくミモーネの胸が大きく弾んでいるのを見て、アリエルは内心で呪のろいの言葉を吐はいた。

（どうしてみんな、わたしを挑発するような胸をしているのかしら。姉様もミモーネも胸の重みでバランスを崩して石の角に頭をぶつけて悶もん絶ぜつすればいいのに）

　ミモーネが反対側に陣取るのを待って、ユーリアが声をかけてきた。

「よろしいですか、リリエル様、アリエル様。セイザリアも」

　リリエルが、いいわよ、と答えると、ユーリアは右手を高々と掲げた。

「では、位置について」

　湯船の縁を進み出た三人は、石の端っこで歩みを止める。

「よーい」

　ユーリアの声に、リリエル、アリエル、セイザリアは、膝と腰を折った。後ろから見たらかなり危ない光景が拝おがめそうだが、他に誰もいないから三人は気にも留めない。

「始め」

　あまり迫力のない声でユーリアが開始を告げ、右手を振り下ろした。

「やぁっっ！」

　三人は鋭い気合いを発し、思いきり湯船の縁を蹴り。

　三人の体は水平になって宙に浮かぶ。

　すぐに三人の伸ばした両腕の先がお湯に触れ、次いで頭が、全身が、お湯に潜った。

　ほぼ同時にリリエルとセイザリアの頭が水中から浮かび上がった。

　アリエルの頭は二人から少し遅れて浮かんだが、浮かんだときには、すでにアリエルが頭一つ分リードしていた。

　三人は猛烈な勢いで両腕を回し、猛烈な勢いでばた足を始める。

　いちばん小柄なアリエルの体がぐいぐいと前に進んでいく。

　腕の回転が速い上、掌が上う手まく水を捕らえている。

　ばた足の推進力も、リリエルやセイザリアよりずっと効率がよかった。

　向こう端で方向転換するときには体半分ほど先行していたアリエルは、スタート地点に戻ってきたとき、一身長近くにまでリードを広げていた。

　勢いよく右手を湯船の縁にタッチしたアリエルが、勢いよく顔を上げた。

「勝った！」

　リリエルとセイザリアのタッチは、ほぼ同時だった。

「負けた!?」

　頭をお湯から出したリリエルが、悔しそうな顔で妹を見やった。

「アリエル、あなた、腕を上げたわね」

「ふふふ、思い知った？　わたしはもう一年前のわたしではないのよ」

　去年の夏にこの別邸に避暑に来たときにも、二人は今日と同様、はしたなくも熾し烈れつな全裸競泳温泉バトルを繰り広げていたのだった。

（いや、リリエル様もアリエル様もセイザリアも、団どん栗ぐりの背せい比くらべ。わたしなら十馬身は引き離して泳ぐけど）

　湯船の縁にぼ～っと立ったまま、ユーリアはそんなことを考えていた。どうして比較の単位が「馬身」なのかは謎なぞである。

　リリエルは小さなため息を吐ついて言った。

「そうね。たしかに一年前とは見違えたわ。かなり精進したようね、アリエル。胸とか腰とかお尻とかは一年前のままなのに」

「よっ、余計なお世話だわ！　そちらも、あと二、三年で姉様に追いつきます！」

「ふふ。楽しみに待っているわよ」

　姉王女を睨んでいたアリエルが、ふっと表情を和らげ、それより、と言った。

「せっかくの機会ですもの、姉様の背中を流してあげます」

　すると姉王女が、あら？　と目を瞠みはった。

「どういう風の吹き回しか知らないけれど、嬉うれしいことを言ってくれるわね。だったら、わたしはアリエルの胸を洗ってあげるわ。大きくなぁれとお呪まじないをかけながら」

「要りません！」

　眉を撥はね上げてツッコんだアリエルは、キツイまなざしのまま、姉王女を手招いた。

「ほら、姉様、こちらに来て」

「はいは～い」

　嬉しそうな顔でリリエルが洗い椅子に腰を下ろすと、リリエルは石せつ鹼けんをつけた洗い布で姉の背中を流し始めた。

　ユーリアやセイザリアが、

「殿下がそのようなことをなさらずとも」

　と言って止めにかかったが、アリエルもリリエルも二人にかまわず、お互いの背中を流し合い、久しぶりの姉妹のふれ合いを楽しんだ。
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　こうしてアリエルたちが夏の避暑地で温泉遊びを満喫しているまさにそのとき、フルミネンセ王国は未み曾ぞ有うの危機に襲われていたのだが、王都にいる国王や首脳たちでさえそのことを知らなかったのだから、避暑地に遊びに来ていたアリエルやリリエルが察知できなかったのも当然ではあった。
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　互いの体を洗ったり湯船で戯たわむれたりして、アリエルとリリエルは姉妹仲のよいところを演出した。

　いくら演出しても見物人はいないのだから意味がないような気もするが、居合わせた侍じ女じよたちの口から噂うわさ話が館やかた内に広まり、館で働く奉ほう公こう人にんの口から知人や家族に広まっていくかもしれない。

　だからアリエルは、この手の演出が無駄だとは思っていなかった。

　一方のリリエルがどう思っていたかはわからない。

　アリエルが背中を流すと申し出たのを、単純に喜んでいただけかもしれない。

　アリエルが姉の体を洗っている向こうではミモーネがセイザリアを襲って、無理やり彼女の全身を洗いまくっていたが、アリエルもリリエルもユーリアも、それは無視することにした。

　やがて楽しい入浴時間は終わり。

　着替えを済ませたアリエルたちが脱衣所の外に出てみると、そこには一人、スゼーデルがぽつねんと佇たたずんでいた。
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「あら、何しているの、スゼー？」

　と訊きくアリエルは、風呂上がりということで、ずいぶんと薄着である。

　アリエルだけでなく、リリエルもユーリアもセイザリアも同様だ。

　ミモーネだけがいつもの侍女服をしっかりと着込んでいた。

（まぁ、あいつの場合、薄着になると暗あん器きを仕込めないからな）

　瞬時、五人の出いで立たちに視線を向けたスゼーデルだが、すぐにアリエルに向き直った。

「何をしているとは酷ひどい言い草だな。万一に備えて見張っていたに決まってる」

「ご苦労様。でも、ここは姉様の館なのよ、万が一なんて事態は起こりえないと思うのだけれど？」

「起こりえないかもしれないことが起こるから、万が一なんだよ」

「そうね。兄様がお風呂を覗のぞこうとするかもしれないものね」

　とセイザリアが口を出してきた。

「覗くか！」

「なるほど、それは万が一の事態だわね」

　リリエルが大きく頷うなずくと、スゼーデルが情けない顔になった。

「リリエル様も納得しないでください」

「わからないわよ」

　とセイザリアは鼻で笑う。

「こう見えても兄様、意外とむっつりすけべだから。我を忘れて覗き行為に走るという可能性、捨てきれないわ」

「おまえは俺に喧けん嘩かを売ってるのか」

　スゼーデルは妹をキツい目で睨にらみつけるが、セイザリアのほうはそっぽを向いているだけで、兄のほうを見ようとしない。

「なるほど。意外とむっつりすけべなスゼーデルが、我を忘れ、理性をなくし、お風呂に忍び込んできて、わたしと姉様がきゃっきゃうふふと体を洗いっこしているところをこっそりと覗くわけね。う～～ん」

　腕組みしたアリエルが、低く唸うなりながら首を捻っている。

「いま一つ想像できないわね、スゼーが覗き見しているところが」

「おお」

　スゼーデルの顔が輝いた。

「さすがに殿でん下かはわかっているな。俺がそんな姑こ息そくで卑劣で破は廉れん恥ちな真ま似ねをするはずがないということを」

「そうよね。スゼーならこっそり覗くなんてまどろっこしいことなどしないで、ずかずかとお風呂場に踏み込んできて、無理やり犯おかすわよね？」

「ぶ──っっ!?」

　スゼーデルが思いきり噴いた。

「そうか！　そうだった！　兄様は嫌がる女子を無理やり犯す派だった！」

「そんな派閥には属してないわ！　適当なこと言ってるんじゃねえぞ！」

（というか。相変わらずこいつは俺を見ると突っかかってくるな。昔はもっと素直な子だったのに）

　スゼーデルは、「兄様、兄様、兄様」と言って自分にまとわりついてきたセイザリアの子供時代を懐かしく思い出した。

（あいつがリリエル様のところへご奉公にでるようになってからだよな、俺に対抗心を燃やすようになったのは）

　スゼーデルは、はぁ、と内心で一つため息を吐つく。

（リリエル様の侍女兼教導官として殿下に対抗心を燃やすのはわからないでもないが、その矛ほこ先さきを俺に向けるのは止やめてほしいな）

　アリエルがくすくすと笑いながら言った。

「まぁまぁ、セイザリア。わたしの言ったことは冗談だから。あまりスゼーデルを虐いじめないでやって」

「べつに虐めているわけではありません」

　アリエルに対してもそっぽを向いたまま、セイザリアがぶっきらぼうに応こたえた。

「それより早く部屋に戻って、晩ばん餐さん会かいに着ていく正装を選ばなくては。部屋に戻るわよ、ミモーネ」

「はい、アリエル様」

　それまで後方でひっそりと彫像のように控えていたミモーネが、一歩、二歩と、進み出てきた。

「では姉様、あとでね」

「ええ、あとで」
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　アリエルとリリエルは実の姉妹で、異母兄弟姉妹よりは交流があって仲もよいから、アリエルは姉の別邸の客間の一つを自分の部屋として使っていた。

　部屋の衣い装しよう簞だん笥すにはアリエルの服が置きっぱなしになっていたりする。

　ちょうど今、置いてあった服の中からめぼしい物を十点近く選び出し、今回持ち込んだ服と一緒に寝台の上に並べ、下着姿のアリエルが首を捻ひねっているところだった。

「アリエル様、お召し物は決まったでございますか？」

　控え室に通じる扉を開けてミモーネが入ってきた。彼女はいつもの黒白の侍女服姿である。

　それしか服を持っていないのではないかというくらい、いつでもどこでもそれを着ている。

　アリエルは彼女の私服姿というものを、終ついぞ見たことがなかった。

「それがねぇ」

　ちらっとミモーネに視線を向けたアリエルだが、すぐに寝台の上の衣装に目を戻し、小さなため息を吐ついた。

「なかなか決まらなくて困ってるわ。こういう状況って、槍やりに短し剣には長しと言うのだっけ？」

「そんな諺ことわざ初耳でございますが。ですが、アリエル様がお迷いになるのもわかるでございます。今夜の晩餐会、近くのお屋敷に滞在している貴族の方々もお見えになるでございますからね」

「そうなの。いい機会だから、とりあえず顔と名前を売っておこうと思うの」

「さようでございますね。王ひ女め様の場合、お顔とお名前を売るのはとても大事なことでございます。お体は売り物にならないでございますから」

　アリエルの眉まゆが撥はね上がる。

「それ、どういう意味かしら。わたしの体が貧弱だから、殿との方がたたちからは見向きもされないってこと!?」

「いえいえ、そんなことは申していないでございますが」

「さっき、思いきり言ってたように思うんだけど？」

「アリエル様のお気のせいでございます」

「この侍女は、まったくもう……」

　アリエルは見ただけで人が殺せそうなほど鋭く険けわしい視線をミモーネに照射したが、彼女はどこ吹く風だった。

「それよりも。早く衣装を決めてお召しにならないと、晩餐会に遅れてしまうでございますよ。もしも王ひ女め様が、顔と名前と体を売りたいから下着姿で晩餐会に出る、と仰おつしやるのでしたら、それはそれでアリかもしれないでございますが」

「ありません、そんなこと！」

　アリエルは、びし！　とミモーネを指さしてツッコんだが、やはり彼女はどこ吹く風だった。

「なんでしたら全裸で……」

「お黙りなさいったら！」

　ミモーネは口を閉じ、見えない針で唇くちびるを縫ぬいつけるような仕草をした。

「ミモーネときたら、主人を主人とも思わないから困ってしまうわね」

　空気の糸と空気の針で唇を縫い続けながら、ミモーネは腰を引いた体勢でふるふると首を横に振る。

「本気で口を縫いつけてあげたいわ」

　ミモーネは唇を縫う仕草を続けつつ、首を左右に振りつつ、へこへこと頭を下げた。

「いちいち馬鹿にされてるとしか思えないのだけどっっ!?」

　頭を上げたミモーネは、はぁ、とため息を吐ついた。

「アリエル様がどうしてそれほど怒ってらっしゃるのか、わたくしにはさっぱりわからないでございます。癇かん癪しやく持ちの女子は、それこそ殿方に嫌われるでございますよ？」

　ひくひくとこめかみを痙けい攣れんさせつつ、アリエルは思いきり深呼吸をして気分を落ちつけようと努めた。

「いいから」

　す～～。

「黙って」

　は～～。

「仕事をしなさい。でないと、本当に減俸するわよ!?」

「これは困りました。実家にはお腹を空かせた十六人の弟てい妹まいが……」

「弟妹が増えてるんだけどっっ！」

「おや？　数え間違えたようでございます」

「はい、減俸決定」

「そんなご無む体たいなっっ!?」

　と悲鳴のような声で叫んでも、ミモーネの表情が少しも変わらないのが凄すごかった。

「ちゃんと仕事をすれば昇給を考えてもいいのだけど？」

「承知いたしました。では、早速」

　ミモーネは澄ました顔を崩すことなく、寝台に並べてある衣装を指し示す。

「ささ、アリエル様、晩餐の衣装をお選びくださいませ。速攻で着付けさせていただくでございます」

「そう、それよ、わたしが求める仕事ぶりは。やればできるじゃないの」

「このミモーネ、やればできる侍女だという評価をいただいているでございます。まぁやらないときはさっぱりだという評価もいただいているでございますが」

「だから駄目なの。というより。あなた、やらないときのほうが多いじゃない。皮肉や嫌みを言うために口を動かす暇があったら、もっと手を動かしてほしいわね」

　ミモーネは、ぴしゃ、と右手で自分の額を打った。

「今日の王ひ女め様、殊ことの外ほか手厳しいのでございます」

　が、表情がまったく崩れていないので、見ていて違和感が半端なかった。

　アリエルは、また一つため息を吐つく。

「まぁいいわ。あなたに説教しても右の耳から左の耳へ抜けていくだけでしょうから。それよりも」

　アリエルは改めて寝台の上に並べた衣装に目をやり、低く小さく唸った。

「どうしようかな。こちらのはデザインは割と気に入ってるのだけど、色使いが少し地味かなとも思うし。こちらの色は素敵なんだけど、全体的に華やかさに欠けるというか。かといって、こちらのは派手なんだけど、なんとなく野暮ったいし。困ったわね」

「槍に短し剣には長し、でございますか。でしたら、これなど如何いかがでしょう？」

　ミモーネがどこからか衣装を取り出して広げてみせた。

　思いきり布面積が少ない衣装だった。使われている布地もとびきり薄くて、その衣装の向こうにミモーネの服が透けて見えるほどだった。

「……なんなの、その衣装？」

「知り合いの酒さか場ば娘むすめが着ているのと同じ意い匠しようの衣装でございます。これならアリエル様のご貧弱なお体でも、殿方の視線を釘付けにできるのではございませんか？」

「ご貧弱とか言わないように！」

　アリエルが憤ふん然ぜんとした顔をミモーネに向けた。

「というより。酒場娘の衣装をわたしに着せようとしないで！　そんなことをしたら、視線を釘付けどころか全員どん引きになるわよ。わたしは貞てい淑しゆくな奥方様を目指しているの。良りよう妻さい賢けん母ぼを目指しているの。淫いん乱らん魔性の女を目指しているわけではないの」

　ミモーネは、やれやれといったふうに首を軽く左右に振った。

「貞淑な奥方様とか良妻賢母とか、そのようなモノになってアリエル様は楽しゅうございますか？」

　アリエルの瞳ひとみに一瞬、炎が燃え上がった。

「楽しいわけないでしょ！」

　しかし、その炎はすぐに消えた。

「わたしたち王族はね、面白おかしく楽しく愉快に人生を送ることなんてできないの。臣民の上に立ち富ふう貴きを得られる代わりに、臣民と国と家に縛られているの。自分が生きたいように生きるなんて無理なの」

「さようでございますか。わたくしにはよくわからないでございますが」

「ええ、そうね。あなたにはわからない生き方だと思うわ。だからこの話はもうお終しまい。その酒場娘の衣装をしまいなさい。そして真ま面じ目めにドレス選びを手伝いなさい」

「割と真面目なご提案だったのでございますが」

　と口の中で呟つぶやいたミモーネは、すぐに、承知したでございます、と頭を下げた。

「ですが、こうしてお召し物を睨にらんでいるだけでは、なかなか決まらないと思うでございます。姿見の前に立っていただけませんか、王ひ女め様。わたくしが衣装を取っ替え引っ替え王ひ女め様のお体に当ててみるでございます」

「そうね。それが手っ取り早いかしらね」

　アリエルが大きな姿見の前に移動すると、寝台の上の衣装を抱えたミモーネも移動してきた。

　彼女は一着ずつドレスを手に取り、背後から横からアリエルの体に当てたり外したりする。

「やっぱり、これかしら」

　ようやくアリエルは一着のドレスを選んだ。

「虹色のドレスでございますね。少し派手な気もするでございますが、夜半、月げつ虹こうに祝福されてお生まれになったアリエル様にはよくお似合いかと思うでございます」

　そう言いつつ、ミモーネはもう一度、そのドレスをアリエルの体に当ててみる。

　アリエルは苦笑して応えた。

「そんな逸いつ話わ、母様が言ってるだけだから」

「さようでございますか？」

　アリエルは笑みを消し、真面目な顔になる。

「もし本当だとしたら、それはそれで不ま味ずいわよ。まるでわたしが特別な王女みたいになるじゃない。兄様や姉様の機嫌を損ねるわ」

（第五王女ともなると、上への気遣いが大変でございますねぇ）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、ミモーネは深々と頭を下げた。

「これは失礼いたしました。わたくし、浅せん慮りよの上にも短たん慮りよでございました。申し訳ございません」

「浅慮も短慮も同じ意味だと思うけど……まぁいいわ。とにかく、そういうことは軽々しく口にしないで」

「以後、気をつけるでございます」

「じゃ、これを着るから手伝って」

「承知したでございます」

　アリエルの着付けを手伝いながら、ミモーネは彼女が背負っているものの重さを想像して、内心でため息を吐つく。

（わたくしが見るところ、アリエル様は王家の兄弟姉妹の中でも王太子様に次ぐ出で来き物ぶつ……いえ、もしかすると王太子様を凌しのぐほどの傑けつ物ぶつ。それなのにお家に縛られ、自身の才能を発揮する機会さえないまま他家に嫁とついで良妻賢母に収まるなど、まことに以もつて宝の持ち腐れだと思うでございますが。そういう生き方しかできないのだとすれば、人も羨うらやむ恵まれた地位にある王族の、なんという不自由な存在でございましょう）

　自分の才能をひた隠しにしながら、自分を小さく見せながら、くだらなくも面白みのない生き方をしようと決意しているアリエルに対して、ミモーネはそこはかとない同情の念が湧わくのを禁じ得なかった。

（とはいえ、いくらわたくしが同情したところで、アリエル様が置かれた立場と周囲の状況が変わるわけでもなし。詮せん無なきことでございますが）

「さ、これでようございますか、アリエル様」

　ドレスの着付けが終わると、アリエルは改めて姿見の前に立った。

　姿見に映る自分に目を向けつつアリエルがくるりと体を回すと、薄手の生地でできた柔らかな襞ひだを持つ裳も裾すそがふんわりと翻ひるがえり、光沢のある生地が蠟ろう燭そくの炎の明かりを受け、きらりと煌きらめいた。

「うん、悪くないかもね」

　アリエルは満まん更ざらでもなさそうだ。

「はい、お世せ辞じ抜きに、とてもお似合いだと思うでございます」

　というミモーネの言葉に、アリエルは嬉うれしそうに笑った。

　そんなふうに彼女が年相応の無邪気な笑みを見せるのは珍しいと、少し驚くミモーネである。

「では、これに決めます」

　アリエルはもう一度、姿見の前に真まっ直すぐ立って正面を映してみる。

（ま、わたしが虹のように輝くドレスを着ても、晩餐会に出るのは姉様と地方貴族の数人だから問題ないでしょう）

　アリエルは顔を巡らせ、ミモーネに訊いた。

「ところで、スゼーとハリィは？」

「スゼーデル様は王ひ女め様のお着替えが終わるまで待機中、でございます。ハリウィック殿は当館の料理人や給仕人たちを指揮して、厨ちゆう房ぼうで獅し子し奮ふん迅じんの大車輪でご活躍中でございますよ」

「相変わらずくどい言い方ね」

　と嫌みを一つ言ってから、アリエルは、

「わかったわ。では、食堂に降りましょう。スゼーを呼んできて」

　と命じた。

「承知いたしました。少々お待ちください」
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　自室に招き入れたスゼーデルに対して、アリエルは、

「どう？　似合っているかしら？」

　と、着込んだドレスを見せつけた。

「よく似合っていると思うぞ」

「可か愛わいく見えるかな？」

「そうだな、可愛いと思う」

「そう。よかった」

　にっこりと笑うアリエルの笑顔が、スゼーデルには少しばかり眩まぶしかった。

「俺なんかに感想を聞いても、あまり参考にはならないと思うが」

　スゼーデルがぶっきらぼうな口調でそう言うと、アリエルは、

「馬鹿ね」

　と言って胸を張る。

「あなたみたいな朴ぼく念ねん仁じんが似合う、可愛いと思えば、招待客は確実にそう思ってくれるでしょう？　あなたの場合、少しばかり難易度の高い試薬なの。試薬が桃色に変われば、招待客たちは確実に真まっ赤かに染まるわ」

「試薬扱いされてもな」

　スゼーデルは苦笑するしかない。

「朴念仁スゼーのお墨付きをもらったから、このドレスで行けるわね」

（殿下、俺を評価しているんだか貶けなしているんだか……いや、評価してくれてはいるんだろうな）

「それよりも」

　自分のドレスからスゼーデルに視線を移したアリエルは、小さなため息を吐ついた。

「あなた、その衣装で晩餐会に出るつもりなの？」

　当然、スゼーデルはいつもの軍務服ではなく、地味な色合いの中なか着ぎにぱりっと糊のりを利かせた暗色の上着とズボンという正装だったのだが。

「うん？　おかしいか？」

「おかしくはないけど、全体的に地味すぎない？　どう、ミモーネ？」

「さようでございますね」

　果物か何かを品定めするような熱のない視線をミモーネが向けてきた。

「よろしいのではございませんか。元々、そこにいるのかいないのかわからないスゼーデル様でございます故、こういう地味で見栄えのしないお召し物が、とてもお似合いでございます」

「褒めているように聞こえるが、しっかり貶しているよな、おまえ」

「とんでもございません」

　ミモーネは、ぶるぶると首を左右に振った。

「わたくし、スゼーデル様を尊そん崇すうしているでございます。むしろ愛していると言っても過言ではございません」

「要いらないから」

「酷い！　わたくしの乙女心がずたずたに引き裂かれたでございます」

　そう言いながら、ミモーネはいつもの表情をまったく崩していない。

　スゼーデルがジト目になってミモーネを見やった。

「おまえにあるのは乙女心じゃなくて、貶おとしめ心だろ」

「スゼー、上う手まい！　ほどよく弾力の効いた敷物を五枚ほど上げてもいいわ」

「アリエル様がとても酷いことを仰っているでございます」

　ミモーネが手で顔を覆い、ぐすぐすと啜すすり泣く。

「はい、そういう噓うそ泣きはいいから。さ、行くわよ、ミモーネも」

　覆っていた手を放し、けろりとした顔でミモーネが頭を下げた。

「承知いたしました、王ひ女め様」
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　アリエルがスゼーデルとミモーネを従えて晩餐会の会場である大食堂へ降りていくと、先に来ていたリリエルが招待客たちと歓談していた。

　彼女の背後には、教導官兼侍女のセイザリアと警護役のユーリア──警護役であることを強調するかのように軽装鎧を着用していた──が、ぴたりと寄り添っていた。

　アリエルを認めた姉王女が手招きしてきた。

　アリエルが姉の下もとへ足を運ぶと、彼女は姉の招待客である地方領主とその奥方や子息、他の街から避暑に来ていた貴族や大商人などを紹介された。

　全員、リノ湖畔にある自分の別邸に避暑に来ていた者たちで、第四王女から晩餐会に招かれ、大喜びで招待に応じてきたのだった。

　アリエルもリリエルと共に彼らの相手をして歓談しているうちに、晩餐の準備が調ったという報しらせが厨房から来たので、招待客全員が着席した。

「ハリウィックが作るフルコースなんて、楽しみねぇ」

　にこにこ顔のリリエルが、隣に座るアリエルに語りかけてきた。

「ええ、まぁ、そうですね」

　顰しかめっ面つらになったアリエルがそう返すと、リリエルは笑みを消し、少し不思議そうな顔になる。

「あら。あまり乗り気じゃないみたいね」

「そんなことはありません。ただ、彼の料理は美お味いしすぎて、つい食べ過ぎてしまうという欠点があるのが困りものなの」

「食べ過ぎている割には発育していないのね？」

　アリエルは、む!?　と眉を顰ひそめたが。

「でも大丈夫」

　またリリエルが笑みを浮かべた。

「あなたはまだ発育途上なだけ。母様もわたしも、ばいんばいんのぼよんぼよんなんだから、あなたもあと二、三年もすれば背も伸びるし、体型だって、ばいんばいんのぼよんぼよんになるわよ」

（本気で慰めているのか、嫌みを言っているのか……わかり難にくいですね、姉様は）

　はぁ、とため息を吐ついたアリエルは、

「そう願いたいものです」

　と言って、この話題を打ち切ろうとする。

　ちょうどそのとき白い料理コートに身を包み白い料理帽を被かぶったハリウィックが現れたため、リリエルの注意はそちらに向いてくれた。

　アリエルの希望どおり、発育問題に関する話題は有う耶や無む耶やになった。

「では、ハリウィック、皆様にご挨あい拶さつを」

　リリエルに促されたハリウィックは、被っていた料理帽を取り、深々と一礼した。












　見た目はにこやかな青年料理人だが、彼が見た目に似合わぬ剣けん呑のんな過去を持っていることをアリエルやスゼーデルは知っている。

「どうして殿下は問題児ばかり雇やとおうとするんだ」

　ハリウィックを料理人として雇うとアリエルが決めたとき、スゼーデルは諦あきらめ半分でそう文句を言ったものだ。

　それに対してアリエルは、

（あなたも含めてね）

　と内心で応えるに止とどめたのだった。

　それはさておき。

　頭を上げたハリウィックは、淡々とした口調で挨拶を始めた。

　王女や貴族、豪族たちを前にしても、緊張したり畏かしこまったりしない。

「今回、リリエル様に料理の責任者として指名されたハリウィックと申します。皆様のお口に合うかどうか不安ですが、精一杯、腕を揮ふるわせていただきました。どうかご存分にお楽しみください」

「とても楽しみよ、ハリウィック。あなたの料理を食べられる日を、わたし、一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待っていたの」

　などとリリエルが少しはしゃいだ口調で言った。

（大げさな。姉様、春にわたしの屋敷を訪れたとき、ハリウィックの料理を食べていったと思いますけど）

　内心で呆あきれるアリエルだが、そんなことを指摘するような無ぶ粋すいな真ま似ねはしない。

　リリエルがハリウィックの料理を楽しみにしているのは本心だ。

「わたしも楽しみだわ、ハリウィック」

　と合いの手を入れておく。

　すると招待客のあいだからも、楽しみだ、という声が次々に上がった。

「ありがとうございます。では、前菜からお楽しみください」

　再び丁寧に頭を下げると、ハリウィックは踵きびすを返して厨房へ戻っていき、入れ替わるように数名の侍女が手押し車に前菜の皿を載せて食堂に入ってきた。

　とたんにリリエルの目が輝く。

　そのとき。

　館のどこかで誰かの怒号が上がったのが聞こえてきた。
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「侵入者だ──っ！」

「おい、そいつを捕まえるんだ！」

「リリエル様に近づけさせるなぎゃっ」

「うわぁっ」

　叫び声や悲鳴や怒号が館内で渦巻いている。

「こいつ強いぞっ！」

「なんとしても阻止するのだ！」

「斬きり捨ててもかまわんっ！」

　晩餐の末席に連なっていたスゼーデルとユーリアが同時に腰を浮かせた。

　立ち上がったスゼーデルがアリエルを見る。

「行って」

　アリエルが頷うなずくと、スゼーデルは館の侍女に預けてあった剣を受け取り、足早に食堂の出入り口に向かった。

「ユーリア、あなたも」

　リリエルに言われ、彼女の背後に控えていたユーリアも、侍女から剣を受けるとスゼーテルのあとを追って食堂から出ていった。

　先を急ぐスゼーデルの背中に、ユーリアが声をかけた。

「スゼー」

　スゼーデルは足を止めずに応える。

「なんだ、ユーリア？」

「槍でなくていいのか？」

「かまわんよ。屋内だから、むしろこれでいい」

「そうか。だが」

　前方から聞こえる怒声や悲鳴が大きくなる。

　ユーリアはいきなり廊下を走り始めた。

「ここはリリエル殿下のお館。わたしに任せておいてもらおう」

　一気に走る速度を上げたユーリアが廊下の角を曲がると、すぐ先に警備兵が集まっているのが見えた。

「どうした!?　何があった!?」

「ユーリア様！」

「曲くせ者ものが！」

「つ、捕まえられません！」

「ぐぁはっ」

　また大きな悲鳴が上がり、一人の兵が宙に舞って、どさりと廊下に落下した。

　腰を押さえて呻うめいているところを見ると、死んだわけではない。

（ほう。見事な腕だ）

　ユーリアは曲者の手際に感心する。

「退どけ。わたしが捕とる」

　剣を抜き放ったユーリアがそう呼びかけると、廊下にひしめいていた十名ほどの兵がさ──っと道を空けた。

「そこの賊、それまでにしてもらおうか。抵抗するなら斬り捨てる！」

　手にした細身の剣をユーリアが振ると、ひゅん！　という空気を切り裂く音が響いた。

　黒装束に身を包んだ──いかにも曲者という出で立ちだ──侵入者は、ん？　と首を傾かしげていたが。

「あ！」

　何かを見つけたらしく、いきなり手を振り始めた。

「スゼーはん、スゼーはん！　うちや、うち！　カオルゥや！」

「あ……あ～～」

　スゼーデルは天を仰ぎ、己の顔を右手で覆った。

（ユーリアは、まだカオルゥに会ったことがなかったか）

「すまん、ユーリア、斬り捨てるのは待ってくれ」

「は？」

　振り返ったユーリアが、怪け訝げんそうな顔で侵入者とスゼーデルを交互に見やっている。

「そいつ、王ひ女め様の手の者だ」

「なんだと!?」

　珍しく驚きを露あらわにしたユーリアだが、すぐに眉を顰ひそめ、顔を顰しかめた。

「アリエル様の手の者が、どうして館に押し入った!?」

「すまん。俺が事情を訊く」

　ユーリアに対して軽く頭を下げたスゼーデルが一歩、二歩と進み出ると、彼女は渋々といった様子で体を引いた。

「何があった、カオルゥ？　どうして館に押し入るような真似をした!?」

　進み出たスゼーデルがそう尋ねると、カオルゥと呼ばれた黒ずくめの少女は、恐るべき勢いでまくし立ててきた。

「いやいや、最初は玄関から入ろうとしたですやん。なのにアリエル様の配下の者です言うても信じてくれへんし。王ひ女め様かスゼーはんに伝えてもらえばわかる言うても取り合おうてくれへんし。終しまいには曲者呼ばわりされる始末やで。うちのどこが曲者やねん！　っちゅう話やで、ホンマ」

　スゼーデルは、カオルゥの全身に視線を走らせる。

　黒いニンジャ装束に黒い頭ず巾きん。装束は泥や草の切れっ端に塗まみれていて。足に履く草ぞう履りとかいう履き物も泥塗れだ。

「……その出で立ちでは、曲者にしか見えないな」

「スゼーはんまで、そんなこと言わんといて！」

　とツッコんでから、カオルゥは再び早口でまくし立てた。

「ずっと玄関で押し問答しとっても埒らちが明かへんやん。一刻の猶ゆう予よもあらへんし、こうなったら最後の手段やと思って、それで無理やり押し通って王ひ女め様のところへ……」

「待て！　一刻の猶予もならんとは、なんのことだ!?」

「それや、それ！」

　カオルゥは、びし、とスゼーデルを指さした。

「フルミネンセ王国が大変なことになっとるんや！」

　腕を振り回して、大変や、大変なんやで！　と喚わめくカオルゥの頭を、スゼーデルが、がし、と摑つかんだ。

「落ち着いて、順序立てて、わかり易く報告しろ」

「あ痛いたたた！　頭割れる！　砕ける！　腐った西瓜すいかみたいにうちの脳のう味み噌そ、ぐしゃっと飛び出す！」

　頭を摑まれ持ち上げられ、足が浮き加減になったカオルゥは、足をばたつかせつつ、必死になってスゼーデルの右手を叩たたいた。

「あ。あぁ。あぁぁ。なんかもう気持ちようなってきた。このままスゼーはんに頭握り潰つぶされたら死ぬほど気持ちいいかもって思えてきた。っていうか、死ぬわ！　握り潰されたら気持ちいいほど死ぬわ！」

　ユーリアは何か得体の知れない生き物を見るような目でカオルゥを見やり。

　兵たちは悪霊か何かを見ているような不安そうな顔で腰を引いた。

　疑念に満ちた顔でユーリアがスゼーデルの背中に声をかける。

「おい、スゼー。そいつ、本当にアリエル様の配下なのだな？　リリエル殿下を笑わせるために雇った旅芸人ではないのだな？」

「遺い憾かんながら」

「遺憾てなんや！　そんなこと言うたらいかん！　行かんっていうか、うちが行く！　逝いってまう！　手ぇ離して！」

　スゼーデルが手を離すと、カオルゥの体が、ぼた、と廊下に落ちた。

「あ痛いた～～。ほんまに頭割れるかと思ったわ」

　がしがしとカオルゥが自分の頭を摩さすっていると。

「それで？　何が大変なのかをまだおまえは話していないと思うんだが？」

「あ！　そやった！」

　廊下にしゃがみ込んでいたカオルゥが、不自然な感じで跳ね起きた。

「フルミネンセ王国が侵略されとる」

「！」

「!?」

　さすがのスゼーデルとユーリアも、カオルゥの言葉に顔色が変わる。

「貴様、我が殿下の大事な晩餐会の日に館に押し入って、そんなつまらない冗談を！　いくらアリエル様の家臣といえど、その無礼な振る舞い、承知しないぞ！」

「いや待て、ユーリア」

「どうして止める、スゼーデル!?　貴様、こんなお笑い芸人の肩を持つのか？」

　カオルゥの顔が嫌そうに歪ゆがむ。

「うち、そんな芸人とちゃうで～」

　ぶつぶつと文句を言うカオルゥを横目にスゼーデルが口を開いた。

「こいつはそんな冗談を言うような奴じゃない。こいつが侵略されてると言うのなら、王国は本当に侵略されているんだ」

　スゼーデルがそう言いきると、ユーリアは気け圧おされたように口を噤つぐみ、頭を引いた。

「さすがにスゼーの旦だん那な！　うちのこと、ようわかっとる。愛しとるで♡」

「それは要らん」

「酷ひど！　うちの乙女心はズタボロや」

（おまえもそんなモノは持ち合わせていないだろうが。殿下の配下にまともな乙女心の持ち主が一人くらい、いてほしいものだが）

「いいから。それより侵略の相手は!?」

「ああ。ビッツェフェルド王国や。それとカタリーナ女王国」

　カオルゥがあっさりそう答えると、ユーリアの眉が撥ね上がった。

「なんだと、貴様！　我が国の保護国であるビッツェフェルド王国が攻めてきたなど、妄言もいい加減にしろ！　冗談でしたでは済まされないぞ！」

「落ち着け、ユーリア」

「何を言うか、スゼーデル！」

「おまえは剣の腕も立つし、美人だし、忠義心も厚いし、いつも冷静沈着で、胸も大きいし、いい女だが」

　顔を真っ赤にしたユーリアがスゼーデルに向かって怒鳴った。

「なっなっなっ何を言い出すか！」

「ときどき頭に血が上って人の話を聞こうとしないことがあるのが欠点だ」

「きっきっきっ貴様！」

　右手を振り上げ、頭頂から怒りの噴気を上げているユーリアに、

「いいから少し待ってろ」

　と言うと、スゼーデルはカオルゥに向き直った。

　上げた拳こぶしの振り下ろしどころを失い、ユーリアはその体勢で固まってしまった。

「どこまで状況を把握している？」

「王都にいたビッツェフェルド王国の派遣部隊が増派部隊と一緒に王宮を襲って占拠したんや。それでうちは大急ぎで王都を脱出した。事件を知らせようとしてな。でもって王ひ女め様のいるこの館目指して走っているとき、カタリーナ女王国の部隊に出くわしたわけや。そっちはすでにリノデア州の州都を占領してましたで。おそらくもうリノデア州全体が奴らの手に落ちとるんちゃうかな？　うちが見ただけでも一個軍団おったけど、それだけとは思えへんし。他にも侵攻してきた部隊がおるはずや。もたもたしとったらリノ湖周辺にも奴らの手が伸びてくる。そやからうちは道なき道を駆け、山中を突破し、こうして駆けつけたんやで」

　そこまでを一気に話すと、カオルゥは、ふぅ、と一息入れた。

　彼女の話は実際に見てきた者だけが知りうる具体的で迫真のものだった。

　さすがに洒落しやれや冗談ではないことを察したようで、先ほどまで怒り心頭だったユーリアも、いつの間にか蒼白な顔に変わっていた。

「それなのにこの館の連中ときたら、うちのことを食事の余り物を強請ねだって押しかけた浮浪者みたいに言いくさって。あまつさえ押し込み強盗呼ばわりしくさって」

　ぶつぶつと文句を言い続けるカオルゥを抑えてスゼーデルが訊いた。

「リノ湖の近くに女王国軍の兵はいたか？」

「いんや、まだおらんかったな。でも下の村の近くにはおったで。いずれここまで……そやな、遅くても明日の朝までには上がってくるやろな」

（もはや一刻の猶予もならんな）

　スゼーデルが踵きびすを返した。

「来い、カオルゥ。殿下を逃がす」

「はいな！」

「お、おい、スゼーデル！」

　ユーリアは遠ざかっていくスゼーデルの背中に声をかけたが、彼は振り返ることも足を止めることもなく応えてきた。

「おまえもリリエル様を逃がす用意をしたほうがいいぞ」

　そう言うとスゼーデルは廊下を走り始めた。

　遅れずカオルゥも従ついていく。

　その場に置き去りにされたユーリアが、慌てて二人のあとを追いかけていった。
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「緊急事態だ！　退どけ！」

　廊下にいた警備の兵や館の使用人を押し退のけ、突き飛ばし、スゼーデルは食堂へ走り込んでいった。

　扉を荒々しく開け放ったスゼーデルが、

「殿下！」

　と叫ぶと、中にいた晩餐出席者の非難がましい目が彼に集中した。

「ちょっと、何事なの、スゼーデル!?　せっかくの晩餐が台無しじゃない！」

　リリエルは本気で怒っているらしく、険しい目でスゼーデルを睨みつけている。

「申し訳ありません、リリエル様。ですが、もはや晩餐どころではございません」

　頭を下げながらスゼーデルがそう言うと、リリエルはすぐに怒りの矛ほこ先さきを収めた。

（さすがに殿下の姉上だ。こういうところでの切り替えが早い。ユーリアにも見習ってほしいところだな）

　と内心で苦笑しつつ、スゼーデルは参列者の全員に聞こえるようにと声を大きくして話を続ける。

「カタリーナ女王国の軍が侵攻してきました」

　参列者のあいだから短い悲鳴や怒声が上がる。

　リリエルも息を呑のみ、その場に固まった。

「リリエル様！」

　ユーリアが駆け込んで来た。

「ユーリア！　今のスゼーデルの話は本当なの!?」

「あ、いえ、本当かどうかをわたしも確かめたいと思っているのですが……」

「我が手の者がその目で確認しております。間違いはないかと」

　スゼーデルは少し体の位置をずらし、自分の背後に隠れるように立っていたカオルゥを指し示すと、彼女に向かって頷いてみせた。

　話をするようにという指示だと理解したカオルゥは、一歩、二歩と進み出て、早口でまくし立てる。

「間違いないっす、リリエル様。いまリノデア州にはカタリーナ女王国の兵がひしめいてまっせ。いずれここにもやって来るんは確実やと思うっす」

　出席者たちは口をぱくぱくと動かしているが、上手く言葉が出てこないようだった。

「その上、王都はビッツェフェルド王国軍によって占拠されたっす」

　というカオルゥの言葉に、出席者の口から絶叫が漏もれた。

「なんだってぇえ!?」

「そっそんな馬鹿なぁぁ！」

　けれどリリエル王女は何も言わない。ただカオルゥの口元を見つめているだけだ。

　リリエルのそんな態度は、彼女に見た目以上の度胸があるためなのか、それとも単に茫ぼう然ぜん自失に陥っているだけなのか、端はたからではわかり難にくい。

「ビッツェフェルド王国軍は東へ、カタリーナ女王国軍は西へと向かってましたんで、たぶん両国でフルミネンセ王国を分割する話がついているんやないですかね？」

　この話はカタリーナ女王国軍の侵攻より、よほど出席者を驚かせたらしい。

　ある者は蒼白になって頭を抱え、ある者は我を忘れて怒鳴り始め、ある者は脱力して立ち尽くした。

　ようやくリリエルが口を開いた。

「どうして……どうしてビッツェフェルド王国が……」

　震えるような頼りない声だった。

「い、いえ、わたしにもさっぱり……」

　王女の問いに答えられないユーリアは助けを求めるようにセイザリアを見やったが、彼女も力なく首を横に振るだけだった。

「皆さん、落ち着いて！　姉様も！」

　混乱に陥った食堂に、アリエルの声が響き渡った。彼女の声は年相応に甲高いものだったが、その言葉には年に不似合いなほど意志の力が籠こもっていた。

　それで食堂の騒ぎはぴたりと収まった。

　茫然自失となっていた出席者も我に返った。

「カオルゥ」

「はい、王ひ女め様」

「カタリーナ軍の兵力は？」

「自分が見たんは一個軍団、ざっと五千っす。ただ、侵攻してきた以上、それだけとは思えまへん。おそらく、あと二個や三個は来てるんやないかと思いまっせ」

「王都のビッツェフェルド軍は？」

「王都にいた千と、増派されてきた千。王宮占拠の実行部隊はそれだけっすけど、そちらも二千だけで事を起こすはずがおまへん。ビッツェフェルド本国から数個軍団が押し寄せてきとるとみるんが妥当やおまへんか？」

「そうね。妥当ね」

　少し考える素そ振ぶりを見せたアリエルだが、すぐに顔を上げ、姉王女以下、食堂にいる者たちを見回した。

「ついあれこれと考えてしまったけれど、考えている場合ではないわね」

　アリエルはリリエルに視線を向けると、小さく肩をすくめてみせた。

「逃げましょう」

　リリエルは彼女の言葉になんの反応も見せなかったが、出席者たちからは、悲鳴や抗議やら呪詛の言葉やらが上がった。

「ああ、でも！」

　アリエルが声を張り上げたので、すぐに騒ぎは鎮まった。

「リノデア州の州都はカタリーナ軍に、王都はビッツェフェルド軍に制圧されているようですし、両軍は吾わが国を分割占領するつもりのようです。逃げるにしても、どこに、という問題はありますが、それは皆様の才覚にお任せします」

　いったん鎮まった出席者のざわめきが再び大きくなるが、アリエルは彼らを無視して顔を巡らせた。

「ユーリア、セイザリア。姉様を逃がす準備を急いで！」

　アリエルの言葉に、両名は、びくり、と体を震わせた。

「あ、はい、承知いたしました」

「スゼー、厨房からハリウィックを引っ張ってきて」

「それには及ばないよ、王ひ女め様」

　厨房に通じる扉を開けて白い料理コート姿のハリウィックが姿を現した。

「おおよその話は聞いていたから、事情は承知している」

「話が早くて助かるわね」

　ハリウィックに向かって頷いたアリエルは、すぐに顔を巡らせた。

「スゼー、ミモーネ、カオルゥ。大急ぎで逃げる支度をするわよ！」

「承知だ、殿下」

「承知でございます」

「合がつ点てん承知の助！」

　アリエルは食堂の出口を目指して歩きながら四人に指示を送る。

「ミモーネ、馬に乗れる服を用意して。靴は……そうね、靴は山歩きのできる物がいいわね。それからスゼー、連れてきた兵に招集をかけて。持っていく荷物は必要最小限に絞ること。カオルゥ、道案内を頼むわ。周辺の地図を忘れずに。ハリィ、水と三日分の食糧を用意して。携帯保存食でかまわないわ。かさばる物や重い物は置いていくこと」

　この危難に及んで、アリエルは少しも慌てず騒がず、あくまで冷静さを保っている。

　そのことにスゼーデルは安あん堵どする。

（殿下、いつもの仮面を脱ぎ捨てたな。それもそうか。こんな事態に出遭えば、もはや取り繕つくろっている場合ではないからな。これが殿下の本質だ）

　仮面をかなぐり捨てたアリエルが、果たしてこの危難に際してどんな行動を取るのか。この危地から脱出するため、何を考え、どんな判断を下すのか。

（そんなことを考えるのは不謹慎かもしれないが、少し楽しみではあるな）

　スゼーデルはつい期待に満ちた目をアリエルに注いでしまった。

　彼の視線に気づいているのかいないのか、食堂の出口で不意に足を止めたアリエルは勢いよく体を回した。

「では、皆様ご機嫌よう。運がよければ、いずれまたどこかでお目にかかれる日が来るでしょう。そのことを切に祈っています」

　そう言って出席者に会釈したアリエルは、回れ右をすると、後ろを振り返ることなく足早に廊下を進んでいった。
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　アリエルたちの出発の準備は四し半はん時ときで終わった。というより、その時間で終わらせるようにとアリエルが命じたのだ。

「それまでに片付かない物は捨てていきます。それまでに間に合わない者は置いていきます」

　アリエルから発はつ破ぱをかけられたスゼーデルたちは、命じられたとおり、四半時後には出しゆつ立たつの支度を終えたのである。

　アリエルは館の前庭に集まった警護兵二十名を前にして話を始めた。

「話はスゼーデルから聞いていると思います。わたしはこれから逃げますけど、その前にあなたたちの役目を解いておきます」

　兵のあいだからざわめきが湧いた。

　彼らはアリエルが個人的に召し抱えている者たちで王国軍兵士ではないから、雇うか解雇するかはアリエルの意向次第というわけだ。

「王国軍の反撃が功を奏して侵略者を撃退できれば万ばん々ばん歳ざいですけど、今のところ、その望みは薄そうです。つまり、このままだとわたしがお尋ね者になる可能性が高いということです。わたしに従ついてくれば、あなたたちもお尋ね者になってしまうわ。ですからここで解散。あとの行動は、あなたたち自身の判断に任せます。王都に戻って占領軍のところへ出頭するのもいいでしょう。縁えん者じやを頼って地方へ落ち延び、そこに潜んで事態の推移を見守る手もあるでしょう。いずれにしても慎重に行動してね」

　そう言ってアリエルが兵たちを見回すと、一人の兵が進み出た。

「我々の行動は、我々で決めていいのですよね、殿下？」

「ええ、いいわ」

「ならば、わたしは……アリエル様に従ついていきたいと思います！」

　何人かの兵が驚きの顔を彼に向け、別の何人かの兵は賛同の声を上げて前に出た。

「あなたの名は？」

「は。クレイグスと申します！」

「クレイグス、あなたの申し出は嬉うれしいけれど、先ほども言ったように、わたしと一緒に来れば、あなたもお尋ね者になってしまうのよ？」

「わたしは農家の三男坊ですから。家に帰っても穀ごく潰つぶし扱いされるだけです。それに、もし万が一フルミネンセ王国が滅んでしまったら、王ひ女め様直じき率そつのわたしなんかがいては家に迷惑がかかってしまいます。ですから、わたしには王ひ女め様に従ついていく以外の選択肢はないも同然なのです。どうかご一緒させてください！」

　そう言ってクレイグスが低頭すると、数人の兵から賛同の声が上がった。

「わたしもです」

「俺もだ」

「一緒に行かせてください！」

　アリエルが、ちらっとスゼーデルに視線を向けた。

「連れていってもらえないだろうか、殿下」

　とスゼーデルが応えてきたので、アリエルは小さなため息を吐つく。

「仕方がないわね」

「おお！」

　王女の前に居並んだ兵たちから歓喜の声が上がったが、アリエルは、ですが、と彼らに釘くぎを刺した。

「総領は駄目よ？　出身が農民か否いなかを問わず、次男以下で希望する者にだけ、同行を許します。残っても去っても、わたしは文句を言いません。みんな、どうかよく考えて決断、行動して」

　前列に並んだ兵たちから、

「次男だから問題ないな」

「俺は四男だ」

「俺なんか五男だぜ」

　などという声が次々に上がった。

　一方、後列の兵たちは、無言で俯うつむいたまま、唇を嚙かみしめている。

　改めてアリエルが目で数えたところ、前列の兵は九人、後列の兵が十一人だった。

「ではスゼー、後ろの十一人を解散させて」

　アリエルがそう言うと、彼らは涙に濡ぬれた目を向けてきた。

「殿下！」

「申し訳ありません」

「どうかお許しを」

「馬鹿ね。決断はあなたたちに任せると言ったのよ。許すも許さないもないわ。今までのあなたたちの奉公に感謝しています」

「殿下……」

　嗚お咽えつしている兵たちをスゼーデルが呼び集め、これまでの労苦を労ねぎらい、解散を告げ、同時に小金を渡した。

「実家に戻るための旅費にしてくれ」

「スゼーデル様……」

「アリエル殿下……」

　去り難がたい顔で二人を見つめる十一人に対して、スゼーデルは肩を叩き、背を押した。

「ほら、早く行け。もう時間がないぞ」

　彼らは涙を拭ぬぐい、泣き声を押し殺し、その場から立ち去っていった。

「では、わたしたちも出るとしましょうか。出るというか、逃げ出すのですけど」

　そう言ってアリエルは笑ったが、他に笑う者は誰もいなかった。

（大したものでございますね。危き急きゆう存そん亡ぼうの秋ときにこそ隠された本性が出るといいますが、まさに今のアリエル様がそうでございます。兵たちに対する冷静で沈着な態度も見事でございますが、対応の中身はもっと見事でございます。兵たちの心を鷲わし摑づかみではございませんか）

　とミモーネは大いに感心し。

（驚いたな。こんな場合、一兵でも多くを連れていきたいところだろうに、敢あえて篩ふるいにかけるとは。嫌いや々いや従ついてくる奴は役に立たない。それどころか足を引っ張ることになる。そのことがわかってるんだな）

　とハリウィックは驚嘆し。

（殿下を縛っていた枷かせが外れつつある？　もしこのまま上手く逃げ切れれば……殿下が思う存分その才能を発揮する局面がやってくるかもしれない？）

　とスゼーデルは夢想した。

　この先がどうなるかは、さっぱりわからないが、そんな局面に於おけるアリエルの活躍を見てみたいとスゼーデルは思った。

（そのためにも、なんとしてもここは逃げ切らなくては）

　スゼーデルは何がなんでもアリエルを逃がすと、改めて決意を固めていた。

「逃げる前に、姉様がどうしたかを確かめないと。スゼー、一緒に来てくれる？」

「承知した、殿下」

「ミモーネとハリウィックは馬の用意をしておいて」

「承知したでございます」

「承知しました」

「えぇと……クレイグス」

「は。なんでありましょう、殿下」

「二、三人を連れて、リノ湖から館に通じる道の様子を見てきてくれるかしら」

「承知いたしました」

「他の者はこの場で待機ね」

「は。承知であります、殿下」

（的確な指示だな。今のところ、俺の出る幕がないじゃないか）

　内心で苦笑したスゼーデルは、アリエルのあとを追いかけて館に戻っていった。
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「姉様、支し度たくは終わりました？」

　スゼーデルを引き連れたアリエルがリリエルの自室を覗くと、まだ荷造りをしている最中だった。

　衣装ケースが山のように積まれ、その横にも空のケースが置いてあって、何人もの侍女たちが必死の形ぎよう相そうで空のケースに服を詰め込んでいた。

　はぁ、と一つため息を吐つくと、アリエルはずかずかと部屋に踏み込んでいく。

「何をやっているのです、セイザリア。今はそんな場合ではないでしょう」

　アリエルに咎とがめられ、セイザリアがびくりと肩をすくめる。

「あ、あの、殿下がどうしても衣装は持っていくと仰いまして」

「荷造りに時間がかかっては敵の接近を許す。荷物満載の馬車の速度は上がらないから敵に追いつかれる。そう思わないのか、セイザリア！」

　そう言うスゼーデルの声には叱しつ責せきの色が濃く滲にじんでいる。

　セイザリアは苦悩に満ちた顔を兄に向けてきた。

「だけど……衣装を置いていくくらいならこの館に残ると殿下が仰ってまして」

　スゼーデルが目を見開いた。

「リリエル様はそんなことを仰っているのか!?」

「そうなのです」

　と応えるセイザリアは泣きそうな顔だった。

「その姉様は、今どこに？」

　とアリエルが割って入る。

「ユーリアと共に厨房で、持っていく食材選びをしております」

　アリエルは天を仰ぎ、額を手で覆った。

「ちょっと待て、リア！」

「リア」というのは、兄であるスゼーデルが個人的に妹を呼ぶときの呼び名だ。

　スゼーデルも焦っているのだろう、ついその呼び方が口をついて出てしまった。

「リリエル様は、何人ほど連れていくと？」

「あ、えぇと、お館にいる者全員を……」

　スゼーデルは思わず舌打ちしそうになるのを、なんとか我慢した。

（この期ごに及んで全員とか、リリエル様は何を考えておられるのだ!?）

　スゼーデルの顔の苛いら立だちの色が濃くなった。

「スゼー、厨房に行くわよ！」

「承知！」

　二人はリリエルの寝室を出て、廊下を飛ぶように走った。
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　アリエルとスゼーデルが厨房に顔を出すと、あれもこれもと、リリエルが種々雑多な食材を料理人や侍女に命じて箱に詰めさせているところだった。

　それらの中には、乾かん物ぶつだけでなく肉や魚といった生鮮食料品まで混じっている。

「姉様」

　とアリエルが呆れ声を発した。

「あら、アリエル。もう出かけたのかと思っていたわ」

「出かけるから姉様にご挨拶をと思って来てみれば……なんですか、これは!?」

　アリエルは食品が詰まっている箱を指さした。

「何って、持っていく物を詰めさせているのだけど」

「姉様、今の状況がわかっていますか!?」

「わかっているわ。カタリーナ女王国軍が吾が国に侵攻してきて、この辺りも制圧されそうなのよね」

「わかっているなら重ちよう畳じようです。でしたら、事は一刻を争うのだということもおわかりですよね？」

「わかっているわよ。だからみんなを急がせているのじゃない」

「そうではなくて。持っていく荷物を絞れば支度はすぐに終わるでしょう？　食料だけではありません。あんなにたくさんの衣装を持って逃げられると思っているのですか!?　姉様は自分の命と衣装や食べ物のどちらが大事なのです!?」

「そんなこと言うまでもないじゃない。もちろん衣装や食べ物のほうが大事よ」

　アリエルは絶句した。

「王女のわたしが着の身着のままで逃げるだなんて、あり得ないわ。そんなことをするくらいなら捕らえられたほうがマシよ。山野を転げ回った挙げ句、空腹に負けて野草を口にするくらいなら、処刑されたほうがマシよ。あなたは違うの、アリエル？」

（なるほど。姉様は姉様で信念に基づいて行動しているわけですね。ならば、これ以上言っても仕方ないのかもしれません）

　自分の価値観とはあまりにかけ離れているけれど、それでも自分の信念に殉じゆんじようとする姉を、アリエルは少し見直した。

　だからアリエルは胸を張って姉に答えた。

「わたしは違います、姉様。生き延びるためなら、着の身着のまま山野を転がり、野草で空腹を満たし、泥水で喉のどを潤し、逃げ続けます。逃げるために物もの乞ごいをすることすら厭いといません」

　アリエルとリリエル、二人の姉妹は、どこまでも真剣な顔で正面から見つめ合った。

　互いの信念を量り、互いの距離を測り、そして二人が相あい容いれないことを思い知った。

　不意にリリエルが表情を和やわらげた。

「わたしのことはもういいの、アリエル。わたしはわたしの責任で行動します。だからあなたも、あなたの責任で行動して。ね？」

　アリエルの表情が崩れた。

「姉様……」

「わたしたちは姉妹なのよ？　たとえどれほど離れたとしても二人は繋つながっているの。だから」

　つかつかと前に出たリリエルは、潤んだ目で自分を見ている妹をそっと抱き寄せた。

「あなたは逃げ延びて」

「姉様、ですが……」

　涙に濡れた目で自分を見上げるアリエルの頭を、リリエルがそっと撫なでた。

「それに、たとえ捕まったとしても、殺されるとは限らないわ。捕虜として本国へ連行されるかもしれないけれど、それでもわたしは虜りよ囚しゆうとしての生活のほうが、お腹を空かせて山野を逃げ回るよりマシだと思うもの。でも」

　アリエルの頭を撫でる手を止とめ、リリエルは妹の顔を正面から覗き込む。

「あなたは、そういうのが嫌なのでしょう？」

「ええ、姉様。わたしは虜囚の生活など、我慢できそうもありません」

「なら、もう行って。必ず逃げ延びて、あなたの未来を切り拓ひらいて。ええ、あなたにはその才能があるわ。だから、ね？」

　アリエルは濡れた目を右手の甲で拭った。

「はい、姉様」

「この子のこと、頼んだわよ、スゼーデル」

　スゼーデルは雷に打たれたように体を震わせ、姿勢を正した。

（そうか。誰よりも……乳ち兄きよう妹だいである俺よりもアリエル様のことを理解していたのは、もしかするとリリエル様だったのかもしれないな）

「承知しております、リリエル王女殿下。この命に替えましても」

　そう言って低頭するスゼーデルの目にも涙が浮いていた。

「ああ、そうだわ」

　何かを思い出したようにリリエルは顔を上げ、アリエルの体を放した。

「セイザリアには暇を出します」

「え？」

　スゼーデルの顔が驚きに歪む。

「ユーリア、あれを」

「はい、王ひ女め様」

　それまで後方に控えていたユーリアが、静かに進み出てきた。

　ユーリアが差し出した封筒を受け取ると、リリエルはそれをそのままアリエルに向かって差し出した。

「……それは？」

　怪訝そうな顔をアリエルが姉に向けると。

「セイザリアの解雇通知よ」

「え？　解雇……ですか？」

　封筒を受け取ったアリエルが、どう応えていいか迷っていると。

「セイザリアに非はありません。こちらの都合で一方的に解雇するのですから、一時金なり出すべきでしょうけど、場合が場合なので勘弁してもらうしかないわ。いいかしら、スゼーデル？」

　要するにリリエルは、自分に従ついていたらカタリーナ女王国軍に捕まるかもしれない、だからそうならないようにセイザリアを解雇すると言っているのである。

　リリエルの厚意を理解したスゼーデルは、深々と頭こうべを垂れた。

「殿下のご配慮、忝かたじけなく頂ちよう戴だいいたします」

「うん、そうして。あの娘こが何か言ったら、殴ってでも蹴り倒してでも連れていってね、スゼーデル。わたしの配慮を無駄にしないように」

　そう言って、リリエルはにっこりと笑った。

　スゼーデルは歯を食いしばり、もう一度、低頭した。

　リリエルはスゼーデルから目を転じ、再び妹に向き直る。

　何か言いたそうにするアリエルの機先を制してリリエルが言った。

「じゃ、これでお別れね、アリエル」

「……はい、姉様」

「無事に逃げてね」

「姉様こそ、どうか息災で」

「わたしが息災でいられるかどうかは、カタリーナ女王国の出方次第かしら」

　と言うリリエルの言葉にアリエルは、はっと息を呑のんだ。

（姉様、そもそも逃げるつもりがないのでは）

　王女殿下の巡行さながらに荷物を満載した馬車を連ね、大勢の家臣を引き連れ歩いていれば、どうしたってカタリーナ女王国軍の目に留まる。

　この館に居残っていると、押し入ってきた兵によって嬲なぶり者ものにされるかもしれない。何しろ王女様など、一般兵にとっては雲うん上じよう人びとだ。

　しかもリリエルは豊満な体つきのすこぶる美人。

　兵たちが我を忘れてという危険はある。

　最悪の場合、さんざん嬲られたあと、口封じのため殺されるかもしれない。

　けれど、賑にぎ々にぎしく練り歩いているところを止められたなら？

　周りの目があるから、その場で危害を加えられる虞おそれは低いだろう。

　どうしたって上層部のところへ連れていかざるを得ない。

（上層部の手に渡ったら渡ったで、なんらかの罪を着せられ、正式に死罪を言い渡される虞はあるけれど。どちらがより悪いかを考えれば、ちゃんと捕まったほうがまだマシという判断ね。姉様は姉様で考えているわ）

「ほら、どうしたの、アリエル」

　姉の声にアリエルは我に返る。

「事は一刻を争うのよ。早く行かなきゃ駄目じゃない」

　アリエルは大きく頷いた。

「では、失礼します、姉様。またどこかでお目にかかれることを願っています」

「わたしもよ、アリエル。再会できたら、また体を洗いっこしましょう。あなたがどれだけ嫌がっても無駄よ。全身を隅すみから隅まで、表から裏まで、ありとあらゆるところを懇切丁寧に洗いまくってあげるから覚悟しておいて」

　そう言ってリリエルが笑うと、アリエルも泣き笑いの顔になった。

「楽しみにしています、姉様」

　アリエルは万感の思いが籠もった表情で姉に向かって頭を下げる。

「では、さような……いえ、再会できる日まで、しばしのお別れです」

「うん、きっと再会できるわよ」

　もう一度、アリエルとリリエルは強い抱ほう擁ようを交わしてから別れた。
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　再会できると言った自分たちの言葉を二人がどこまで信じていたのかはわからない。

　おそらくもう二度と会えないかもしれないと、半なかば以上諦めていたのではないか。

　ところが。

　二人の姉妹は後に再会を果たしたのである。

　この場にいる誰もが予想できない立場と状況で。

　とはいえ、それはまだだいぶ先の話だった。
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　主君であるリリエル王女から解かい雇こを通知されたセイザリアは、ショックのあまり生ける屍しかばね状態に陥おちいってしまった。

　そんな彼女を引っ立てていったのは、もちろん兄であるスゼーデルだ。

　館を出るところで我を取り戻したセイザリアは、

「解雇を撤回し、館に残ることを認めてくださるようリリエル様に直じき訴そします。認められなければ、館の外でカタリーナ女王国軍がやって来るのを待って、敵に斬きり込んで、死にます」

　と喚わめいて抵抗したのだが、スゼーデルは妹を殴りつけて気絶させてしまう。

　スゼーデルは気を失ったセイザリアを背負ったまま悠ゆう然ぜんと歩を進め、不敵な笑みを浮かべてアリエルに声をかけてきた。

「さて、急いで出しゆつ立たつするとするか、殿でん下か」

　アリエルはジト目になって、スゼーデルと、気絶したまま彼に背負われているセイザリアを見やる。

「それでいいの？」

「かまわない。リリエル様のご許可もいただいている。こいつが」

　スゼーデルは背中の妹を指し示す。

「渋ったり拒絶したりしたら、殴ってでも連れていけと仰おつしやったんだ。俺はリリエル様のお言葉に従ったまでだぞ」

「……まぁ、あなたがいいと言うのならいいんですけど」

「ところで、殿下。俺たちはどこに向かって逃げればいいんだ？　王都に向かいつつ、国内の残存勢力を探すのか、それとも地方の有力者を頼って匿かくまってもらうのか、それとも……」

「まずは国から脱出しましょう。それからのことは、脱出してから考えればいいわ」

「な!?」

　スゼーデルは目を見開いて王女を見つめる。

　控えているミモーネ、カオルゥ、ハリウィックたちも怪け訝げんそうな顔だ。

「国を出る……のか？」

　アリエルは、当然でしょ、と言わんばかりに頷うなずいた。

「そうよ。カタリーナ女王国とビッツェフェルド王国によって分割占領されてしまったのなら、この国にもうわたしの居場所はないでしょう」

「それはそうかもしれないが……まだ国内すべてが押さえられたわけではないだろう。反ビッツェフェルド、反カタリーナの勢力だって残っているはずだ。まずはそいつらと合流して……」

　と熱弁を振るうスゼーデルを、アリエルはたった一言で黙らせた。

「無駄だと思うわね」

「む……無駄か？」

「無駄というか、無理だわね」

「無理とは、何がだ？」

「故国の解放が。あるいは故国の復興が」

　アリエルの淡々とした物言いに、スゼーデルは抗弁する言葉をなくしてしまう。

「侵攻してきたのがビッツェフェルド王国だけだったとしても難しいでしょう。それなのにカタリーナ女王国まで侵攻してきているのよ。五ご公こう十じゆう六ろく王おう国こくの中うちの二つを相手に、フルミネンセのような弱小国が戦えると思う？　しかもカオルゥの話によれば、すでに王都は占領され、王族のほとんどが捕らえられているそうじゃない。カタリーナ女王国に近いこの一帯もすでに占拠されているわ。そんな状況でどうやって戦うの？　思うにビッツェフェルドへ送られた援軍は、もう無力化されているに違いない。そんな状況でどうやったら戦えるの？　王国正規軍がすべて残っていたとしても無理な話なのに」

　アリエルが冷静な、いっそ冷酷な口調でそう言うと、スゼーデルはがっくりと肩を落とした。

「殿下の言うとおりだな。だが、そうすると……俺たちはどこへ行くんだ？　殿下にはどこか当てがあるのか？」

「この国に残っていても意味はないというだけで、当てがあるわけではないわ」

　スゼーデルの顔が情けなく歪ゆがんだ。

「ないのか」

「ええ、ないわよ」

「胸を張って言われてもな」

「わたしは投降するつもりなどないし、捕まるつもりもないわ。だったら、国外へ脱出するしかないでしょう？　という話ね」

　そこで言葉を切ったアリエルは、まずスゼーデルを見やり、それから向こうに控えているミモーネ、カオルゥ、ハリウィックのほうへ顔を向けた。

「どう？　みんな納得してくれたかしら？　納得できない、フルミネンセから出るのは嫌だ、と言う者がいれば、ここで立ち去るのを許します」

　すると、恭うやうやしく頭を下げたミモーネが口火を切った。

「わたくし、元々がフルミネンセの出身ではございません。わたくしにとって、ここも国外なのでございますから、フルミネンセを出ても、国外から国外へと渡るだけなのでございます。それを理由に王ひ女め様の基もとが猿さるなわけございません」

「そう、嬉うれしいことを言ってくれ……ちょっと待って！」

　アリエルは眉まゆを顰ひそめ、右手を額に当てて考え込んだ。

「……いま何か最後のほうが怪しかったような気がするのだけど？　何か単語の選択がとてつもなく間違っていたような気がするのだけど!?」

「これは失礼いたしました。力みすぎて間違えたでございます。正しくは、それを理由に王ひ女め様の下もとを去るわけがございません、でした」

　アリエルは俯うつむいたまま、握った拳こぶしをぷるぷると小刻みに震わせた。

「この嫌みメイドは本当にもう」

「はて？　わたくし、何か王ひ女め様を不快にさせるようなことをしてしまったでございましょうか？」

　ミモーネは真ま面じ目めな顔で首を捻ひねっている。

「あなたは、そこにいるというだけでわたしを不快にさせるわね！」

「今日のアリエル様、本当に容赦がないでございます」

　何を言ってもミモーネはどこ吹く風で、彼女にツッコめばツッコむほど、気力と体力を削がれる気がするアリエルだった。

　続いてカオルゥが手を挙げた。

「うちかてフルミネンセが故国いうわけやおまへんで。ここも外とつ国くに、あっちも外つ国、そっちも外つ国。だったら、どこへ行ったって同おんなじや。ご主人様の行くところへ従ついていくだけでっせ」

　アリエルはカオルゥに向かって微笑ほほえんだ。

「ありがとう、カオルゥ」

「おかしいでございますね。カオルゥ殿とわたくし、言っていることはほぼ同じでございますのに、王ひ女め様の対応が天と地ほど違うでございます」

　ミモーネがそう呟つぶやくと、懲こりずにアリエルがツッコんできた。

　というより、ツッコまずにはいられないことをミモーネが言っていると見るべきか。

「言っていることはほぼ同じでも、言い方が天と地ほど違うでしょ！」

「これは一本取られたでございますね」

　アリエルはキツい目でミモーネを睨にらみつける。

「そしてミモーネに反省の色なし！」

「これは心外な。こう見えてもわたくしの半はん生せいは反省の連続でございましたのに」

「はい、また減俸」

「そんな！　実家にはお腹を空かせた二十二人の弟てい妹まいが！」

「また増えてるんですけど！」

　などと二人が馬鹿なことを言い合っていると、今度はハリウィックが進み出てきた。

「まぁまぁ殿下もミモっちも抑えて抑えて」

「あ、ああ、そうね。ハリィ、あなたの意向はまだ聞いていなかったわね」

「僕も、そっちの二人と同じっすよ。僕の仕事は王ひ女め様の食事を用意すること。だから仕事の場所は王ひ女め様のいるところ。そこがフルミネンセ王国なのかそうじゃないのかは二の次、三の次です」

「ありがとう、ハリィ。あなたが来てくれると助かるわ。なんといっても、よくできた侍じ女じよであるところのミモーネも、料理の腕だけは並以下ですものね」

「ぐはぁ」

　ミモーネは胸を押さえてよろめいた。

「たしかにわたくし、ハリウィック殿と比較すれば料理の腕は劣るでございましょう。ですが『並以下』と言われるほど酷ひどくはないと自負するでございますが。卵料理など、人後に落ちないという評価をいただいているでございます」

「だからって、ハリウィックが王宮に出張っているあいだ中、食事の度たびに卵料理ばかり食卓に並べられたら堪たまったものじゃないわ、という話。野菜料理とか肉料理とか魚料理とか、少しは他の分野も練習なさい」

「今日の王ひ女め様、殊ことの外ほか手厳しいのでございます。なんだかもう、王ひ女め様の言葉責めが素敵すぎて、わたくし、得も言われぬ快感が体を駆け巡ってしまうでございます。あぁ、もっと激しく罵ののしってほしいでございます」

「止やめてよ、気持ち悪い」

「そう。それでございます。もっと激しく、もっと汚く、わたくしを面めん罵ばしてほしいでございます」

「もうやだ。なんとかして、スゼーデル」

　怖おぞ気けを震うような顔でアリエルはスゼーデルを見上げたが。

「いや、俺にはなんともできそうにないな。そもそも俺もそいつが苦手だからな。口でやり合ったら勝てる気がしない」

「素敵な評価、痛み入るでございます」

「褒めてないからな？」

「褒めも罵倒も、どっちも来いでございます。わたくし、両刀使いでございます故ゆえ」

（両刀使いという単語の使い方、明らかに間違ってるだろ！）

　と思うスゼーデルだが、なんとかツッコむのは我慢した。

　ミモーネ相手にツッコんでいると、永遠に泥沼から足を抜けなくなりそうだ。

　こういうときは無視するに限ると、スゼーデルはアリエルに向き直る。

「さて、殿下、いつまでも馬鹿話をしていても始まらない」

「そうね。時間に余裕はないわ。肝心な話を進めましょう」

　無視される形で置き去りにされたミモーネは、両手を胸の前で合わせ、うっとりとした顔になる。

「お二人の冷たい視線が素敵すぎて、わたくし、喜びに打ち震えるでございます」

　けれど、アリエルとスゼーデルは、ちらりともミモーネのほうに目を向けようとせず、どこへ逃げるかの算段を始めるのだった。
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「殿下の目もく論ろ見みは？」

「カタリーナ女王国のある東側に逃げるわけにもいかないものね。現実的なのは北側のオルリッツ公国との国境を越えることかな。問題はカラバル峠にもカタリーナ女王国の部隊が進出しているかどうかよね」

　スゼーデルは、そうか、そうだな、と頷いて顔を北に向ける。

　夜半のこととて、そちらに何が見えるわけでもないが、北の国境を越えた経験のあるスゼーデルは難しい顔になった。

「カラバル峠を越えるとなると、なかなか厳しい登り道になるが？」

「山だろうが川だろうが海だろうが、越えなくてはならないのなら、越えるだけよ」

「馬で行くことになるから途中で歩けなくなることはないだろうが。ま、いざとなったら俺が背負ってやるさ」

　またもやアリエルはジト目になって、スゼーデルの背中を見やった。

「あなた、もう大きな荷物を背負っているように思うけれど？」

「こいつは途中で下ろすよ。自分の足で歩かせる。というか、馬に乗せる」

「そう？　でも、馬を下りなくてはならなくなっても、わたしは自分の足で歩きます。これからは歩くことに慣れないと駄目だものね」

「いい覚悟だが、いきなり山歩きはキツいだろう」

「それも含めての覚悟だわ。いざとなったら頼むことになるでしょうけど」

「わかった。万一、馬を下りなくてはならないような場面が来れば、可能な限り歩いてもらうとするか」

　脇で二人の話を聞いていたカオルゥが口を挟んできた。

「まぁいざとなったら、スゼーはんが妹はん背負って、ミモはんが王ひ女め様背負えばいいんとちゃいますか？　うちは道案内と先行偵察をする必要があるさかい、誰だあれも背負えまへんけどな」

　アリエルは、ふふん、と鼻で笑った。

「ミモーネに背負われるくらいなら、逆立ちして歩きます」

「ああ、いいっ。今日の王ひ女め様、最高でございます、もっと詰なじってぇ！」

　ミモーネは顔を赤く染めて体をくねらせるが、その割に表情が変わっていないので、見ていて違和感が半はん端ぱない。

「ミモーネがどんどん気持ち悪くなっていくんですけど!?」

「ほらほら、そんなの相手にしてたら出発が遅れるだけだ。行くぞ、殿下」

「そんなの……スゼーデル様の言葉がわたくしの胸に突き刺さるでございます。か、い、か、ん♡」

「はい、行こう行こう」

　スゼーデルとアリエルは、そそくさと馬のほうに向かった。
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　兵のうち三人は、これから行く道の先に敵兵が迫っていないか確認するため、すでに館から出している。

　アリエルは残りの六人と、スゼーデル、セイザリア、ミモーネ、カオルゥ、ハリウィックを引き連れ、馬でリリエルの別邸を離れた。

　アリエルだけでなく、スゼーデル、ミモーネ、ハリウィックも馬に跨またがっている。

　アリエルとミモーネは乗馬に適したズボンを穿はいている。

　スゼーデルはセイザリアを背負ったまま空の馬の手た綱づなを引いているが、それは彼女が目覚めたときに乗せる馬だ。

　背負われたセイザリアは気絶していて着替えることができず、裳ものままだった。

　兵たちも馬に乗っていて、自分の足で歩いているのはカオルゥだけである。

　速度優先ということで、馬車は置いていくことにした。

　リノ湖北岸からの間かん道どうを使おうとすれば、道が狭い上に荒れているから、馬車で進もうとすると時間がかかる。

　持っていける荷物が減る──とくに食料──のは痛かったが、背に腹は替えられないということだ。

　先行していた三人の兵が乗った馬が駆け戻ってきた。

　三人は掲げていた松たい明まつを下ろし、アリエルとスゼーデルのところへ馬を寄せてきた。

「偵察から戻りました！」

　三人が敬礼を寄越すと、スゼーデルが、

「どうだったか」

　と訊いた。

「は。間道の入り口まで敵影はないようです。ですが湖の対岸に数多くの松明が動いているのが遠望できました。こちらへ向かっている部隊があるものと思われます」

「そうか。ご苦労」

　スゼーデルは隣にいる馬上のアリエルに顔を向け、

「急ごう、殿下」

　と呼びかけた。

　アリエルたちは馬の走る速度を上げ。

　カオルゥは馬を追って自分の足で走り。

　一行はリノ湖北岸から北の国境まで通じている間道へと入っていった。
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　北岸からの間道は途中どこの街に寄ることもなく山やま間あいを縫うように北へ延び、途中で二級街道に合流する。

　そのまま進めば国境のカラバル峠を越えてオルリッツ公国領内に入ることができる。

　カラバル峠の標高は五百五十ヤルドほど（千五百メートルくらい）で、リノ湖の標高が二百五十ヤルドほど（六百七十メートルと少し）だから、峠との標高差は三百ヤルドという計算になる。

　数字上の標高差はそれほど大きくはないが、道はいったん下って、そこから登り返すことになるので、実際の標高差はもっと大きくなる。

　リノ湖からしばらくは商人の行き来が少なく、地元の猟師や木き樵こりが歩く程度の道で、途中には馬に乗ってすれ違うのがやっと、というほどの幅ふく員いんしかない箇所が幾つもあり、整備状況もあまりよろしくない。

　どれだけ急ごうとしても、全速力で馬を駆けさせるのは無理な相談。

　カオルゥ一人が先行し、道の安全を確認、アリエル一行が到着するのを待って、またカオルゥが先行するということを繰り返した。

　そして深夜、日付が変わって少し経たった頃に、先行していたカオルゥが、一行の到着を待つことなく駆け戻ってきた。

「何があった、カオルゥ？」

　抑えた声でスゼーデルが訊くと。

「この先にどこぞの兵がおりますで。どこぞのというか、まぁカタリーナ女王国軍の、でっしゃろうけどな。うち、夜よ目めが利く言うても、かなり遠かったさかい、旌せい旗きの紋章まではわかりませんでしたわ」

　意外な情報に、スゼーデルとアリエルが顔を見合わせる。

「どういうことだ？　もう手が回ったのか？」

「手が回ったというより、この先、バゥツーエンの街から上がってきた部隊ではないかしら。この間道を押さえるために」

　バゥツーエンの街は間道の東、もっと標高の低い場所を走る正規街道沿いにある街で、そこからはカタリーナ女王国へと通じる道が延びている。

　アリエルの指摘に、スゼーデルが、なるほど、と頷いた。

「たしかに侵攻してきた女王国軍の一部がその道を使った可能性は高い。ということは、バゥツーエンの街はすでに奴らの手に落ちていることになるな。その場合、この間道を見張る兵を差し向けるのはおかしくはないか。殿下の存在を知って捕縛に来たわけではない……ことになるが」

　アリエルは馬上で肩をすくめてみせる。

「可能性の問題ですけどね。ただし。いずれ時間が経てば、わたしが姉様の別邸にいたことがカタリーナ女王国軍に知られてしまうでしょうけど」

「そうだな。間道を逸れて山中を迂う回かいしている余裕はなさそうだ。そもそも馬に乗ったまま山中を突破できるとも思えないし」

　そう応えたスゼーデルは、アリエルの馬の横に跪ひざまずいているカオルゥに訊いた。

「兵は何人くらいいたか？」

「そうでんな。ざっと二十名くらい……でっしゃろか」

「二十か」

　スゼーデルは思し案あん気げに宙を睨んだが、すぐに顔を戻し、アリエルに訊いてきた。

「どうする、殿下？　二十名だけなら蹴け散ちらすことはできるが、もし近くに別の部隊がいるとなると、騒ぎを聞きつけて集まってくるかもしれない」

「そうね。でも、この道を押さえるだけなら他の部隊はいないと思うわ。いても、小隊単位ね。それに賭かけましょうか」

「その賭け、分ぶはいいのか？　それとも悪いのか？」

　アリエルは、さてどうかしらね、と言って小さく笑った。

「でも、分がよくても悪くても、引き返すという選択肢はないわ。そして時間が経てば後ろからも兵がやって来るでしょう。となれば、もう強行突破の一択よね？」

　スゼーデルはため息を吐ついて頷いた。

「殿下の言うとおりだ」

　そのとき。

「お待ちください。アリエル殿下」

　という声が上がった。

　声の主はセイザリアだ。
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　途中で目を覚ましたセイザリアは、最初、帰る、戻せと喚いていたが、すでに自分が館を遠く離れ、北の国境に向かって進んでいる最中だという状況を認識すると、おとなしくなった。

「自分で馬に乗る。下ろして」

　ぶっきらぼうな口調でそう言うと、彼女はスゼーデルの背中から下りて空の馬に跨がった。

　そうして後ろから黙って従ついてきていたが、カオルゥの報告を聞きつけ、馬から下りてアリエルの前まで歩み寄ってきたのだった。

「なんですか、セイザリア。姉様のところに返すわけにはいきませんよ？」

「……いえ、それはもういいのです。わたしはリリエル様に捨てられた身、今さらわたしが戻っても、リリエル様にご迷惑をおかけするだけです」

「迷惑をかけることはないと思うけれど、せっかくの姉様の厚意を無駄にすることにはなるかもしれないわね」

　アリエルがそう指摘すると、セイザリアは唇くちびるを嚙んで俯いた。

「で？　なんだ、リア？」

　いつまでもここにいるわけにはいかないから、スゼーデルが妹に先を促した。

「あ、はい」

　覚悟を決めたという顔で、セイザリアはアリエルに進言した。

「アリエル殿下、わたしに王家の紋章を持つことをお許しくださいませんか」

「え？」

　アリエルが驚いた顔になる。

　一方、スゼーデルは僅わずかに目を見開いただけだった。

「リア、おまえ、殿下の身代わりになろうと言うのか」

　と訊くスゼーデルの声は、いつもと同じ抑制の利いたものだった。少なくとも驚いたり焦ったりしている様子はない。

「なろうと言うのよ、兄様」

「そうか……」

　スゼーデルは小さなため息を吐ついた。

（おまえなら言い出すのではないかと思っていたよ、リア）

　もし妹が言い出さなければ、自分からアリエルに進言しようかと思っていた。

（そのことに思い至ったのはリアの判断力が正常に働いていることを意味しているから、それは問題ないのだが）

「幸いと言いますか、殿下は乗馬ズボンを穿かれています。ですが、わたしは着替える暇がなかったため、裳のままです。どちらが王族に見えるかといえば、わたしのほうでしょう。さらに王家の紋章が入った道具でも持っていれば完璧です。兵は必ずわたしのほうを追いかけてきます。わたしを捕らえて紋章入りの道具を見つければ、王族を捕らえたと思うことでしょう。そうなれば、逃げた者を追いかけることまではしないかと。殿下が逃げられる可能性は増すはずです」

　アリエルは不思議そうな顔でまじまじとセイザリアを見つめる。

「どうしちゃったの？　さっきまで姉様のところへ帰せ戻せと子供みたいに泣き喚いていたあなたが」

「こっ、子供みたいに泣き喚いてはおりません。たしかに、少しばかり文句は言わせていただきましたが」

　アリエルは、ふふ、と微笑ほほえんだ。

「べつに嫌みや皮肉を言ったわけではないのよ？　ミモーネじゃないんだから」

「ぐはぁっ」

　ミモーネは胸を押さえ、血ち反へ吐どを吐はく真ま似ねをする。

「で？　どうしてわたしの身代わりなんかをしようと言い出したのかしら？」

「それは……リリエル様にアリエル様のことをよろしくと託たくされたからです。わたしはもうリリエル様のために働けません。ですから、せめてリリエル様のお言葉に従いアリエル様のために働きたいと思いました。よろしければ、身代わり役、お命じになってください」

　アリエルが迷った顔でスゼーデルを見やると、彼は真ま面じ目めな顔でアリエルに向かって大きく頷いた。

「こいつがやりたいと言っているんだ、俺に反対する理由はないよ、殿下」

「本当にいいの？　捕まったらどんな目に遭うかわからないわよ」

　アリエルは自分を見上げているセイザリアの顔を正面から見つめた。

「それも覚悟の上です、アリエル殿下」

　セイザリアの瞳ひとみには悲壮な覚悟の色が浮かんでいる。

「そう」

　アリエルは小さなため息を吐ついて頷いた。

「では、お願いします、セイザリア」

「はい、アリエル様が無事に脱出できるよう全力を尽くす所存でございます」

「では、王家に伝わる短剣を渡しておきましょう」

　そう言ってアリエルが馬の横っ腹に括くくりつけた小ぶりの荷袋に手を伸ばすと、

「ちょっと待ってくれ、殿下」

　とスゼーデルが割り込んできた。

「どうかした、スゼー？」

「馬も交換しないと駄目だ」

　スゼーデルの指摘に瞬時、首を捻ひねったアリエルだが。

「……ああ、そうか！」

　と、すぐに膝を打った。

「たしかに、わたしの馬のほうが立派ね」

　スゼーデルが、そうだ、と肯がえんじた。

「明らかに馬格が違う。馬だけじゃない。鞍くらや鐙あぶみの作りも段違いだ。見る者が見れば、一発で疑われる」

「そうね。王おう女じよ様よりいい馬に乗っている小こ姓しようは何者だっていう話よね」

（相変わらず、打てば響くように反応するな、殿下は）

　こんな危き急きゆう存そん亡ぼうの秋ときでも、いつもの判断力や思考力を失わないアリエルに、スゼーデルは安心し、また頼もしく思った。

「馬はあとで交換するとして、まずはこれね」

　アリエルは金銀貴石が象ぞう嵌がんされた短剣を荷袋から取り出した。

「王家に伝わる物です。これを持っていて」

「お預かりいたします」

　恭しく頭を下げ、セイザリアは馬上のアリエルに向かって両手を伸ばす。

　短剣を差し出したアリエルは、渡す直前で手の動きを止めた。

「逃げ延びたら返してもらいますからね」

「承知しております」

「あと、捕まりそうになったとき、その短剣で自害するとか、許しませんからね？」

　セイザリアが、ぎくりと身を震わせた。

「姉様から解雇されたからといって自や棄けにならないで」

　セイザリアは両手を下ろし、無言で俯くばかりだった。

「あなたが敵兵を引きつけてくれているあいだにわたしが逃げる。そこまでは認めます。でも、あなたの命を犠牲にしてまで逃げようとは思わないわ。あなたは姉様から預かっただけです。わたしのために命を懸けろなどと言えるはずがないでしょう？　あなたがそんな馬鹿なことを考えているなら、この短剣は渡せないし、馬の交換もしないわ」

　アリエルが右手を引っ込めると、セイザリアの目から涙が溢あふれ出した。

「ありがたきお言葉、セイザリア、感激いたしました」

「わかってくれればいいのよ」

「不肖、このセイザリア、命に替えましても殿下をお守りいたす所存で……」

「わかってな～い！」

　アリエルは柄つかを握って短剣を振り下ろし、鞘さやでセイザリアの額を強したたかに打った。

「あ痛つうっっ!?」

　端で見ていたスゼーデルは、思わず噴き出しそうになるのをなんとか我慢した。

　涙目になって自分を見上げるセイザリアをアリエルがキツい目で睨みつける。

「だから。命に替えては駄目ですってば」

　改めて短剣を差し出したアリエルは、

「約束して」

　とセイザリアに言った。

「逃げても逃げ切れなくなったときはおとなしく捕まること。捕まって尋問されたら、自分は身代わりだと白状すること。王女の逃げた方向を知っていると白状すること。それなら、あなたに危害が及ぶ可能性は低くなるわ。カタリーナ女王国軍にすれば道案内をさせたいし、わたしの顔を見知っている臣下は確保しておきたいものね」

「あ……はい……」

「だから約束よ？　自害はしない。抵抗もしない。おとなしく捕まる。捕まったら身分を明かす。いい？　わかった？」

「あ……ありがとうございます」

　セイザリアはアリエルの乗った馬の横に跪き、頭こうべを垂れた。

「不肖、このセイザリア、アリエル殿下のために命を懸けることなく命懸けで働く所存であります」

　駄目だこれは、とばかりにアリエルが天を仰いだ。

「あなたの妹、頭が固すぎ。というより、融通が利かなすぎね」

　アリエルの指摘に、まったくだ、とスゼーデルが頷いた。

「すまないな、殿下。こいつは子供の頃からこういう奴なんだ」

「姉様がセイザリアに学問を習うのを嫌がるはずだわ」

　少し呆れながらもアリエルが馬から下りると、スゼーデルにミモーネ、ハリウィックも次々と下馬した。

　周りを警戒する必要があるから、兵たちは馬から下りない。

　スゼーデルはすぐにセイザリアが乗っていた馬を引いてきた。

「ミモーネ、その荷袋をこちらの馬に移してちょうだい」

「承知でございます、王ひ女め様」

　恭しく低頭したミモーネは、アリエルの乗っていた馬に付けてあった荷袋を外して、新しい馬に付け直す。

　それを待ってアリエルが左足を鐙に乗せると、スゼーデルがすっと寄ってきて右手を差し出した。

　アリエルは鐙に載せた左足を踏ん張り、右足を持ち上げ、差し出されたスゼーデルの大きな右の掌てのひらに右足を載せる。

　スゼーデルが膝の前に置いた右手を軽々と己の腹の前まで持ち上げると、アリエルは自分の左足に全体重を乗せ、自由になった右足をスゼーデルの掌から浮かせ、そのまま馬の背中を跨いで反対側に下ろした。

　右足も鐙に載せれば、それで準備は完了だ。

　スゼーデル、ミモーネ、ハリウィック、セイザリアも、次々と馬に跨がった。

　アリエルは全員を集め、隊列の変更を告げる。

「ここからはセイザリアを中心に進みます。わたしはセイザリア扮ふんする王女様の小姓という役回りね。みんなもそのつもりでいてちょうだい」

　ミモーネ、カオルゥ、ハリウィック、そして兵たちから、

「承知いたしました！」

　という声が上がった。

「では、前方の敵を突破しましょう。もし他にも部隊がいて包囲されそうになった場合、皆はセイザリア扮する王女様を逃がすために行動してもらいます。わたしはその隙すきにカオルゥの先導で山に逃げ込みますから。ただし。逃げ切れなくなったと思ったら、それ以上の抵抗はしないこと。おとなしく捕まるように。いいですね？」

　アリエルが兵たちの顔を見回すと、

「それも承知であります」

　という返事が返ってきた。

「ミモーネとハリウィックに関しては、逃げられるようなら逃げてかまいません。判断は二人に任せます。合流場所は峠の先にあるオルリッツ公国の砦とりでとしておきましょうか。ただ王女様を一人にするわけにはいかないので、スゼーデルは一緒に捕まってもらわなくてはならないわね」

「いや、その役はミモーネに任せて、俺は逃げて殿下に合流……」

「駄目よ、スゼー。今の王女様は、あなたの妹でもあるのよ。ちゃんと守ってあげなくては駄目でしょ」

　スゼーデルが諦あきらめたような顔で嘆息した。

「わかったよ、殿下」

「ここからわたしは殿下ではなくなるわ。呼び方も考えておいたほうがいいかしら」

「あとにしよう、殿下。時間が惜しい。捕まる心配をするより、突破する可能性を増やす方向で考えよう」

「そう……ね。では、行きましょう」

　槍やりの穂先に付けた覆いを外すと、スゼーデルは一行の先頭に進み出た。

「みな、覚悟はいいか!?」

　兵たちから、おお！　という力強い声が上がった。

「ミモーネ、ハリウィック、妹殿下を頼んだ！」

「承知してございます」

「わかってますよ」

「カオルゥ、そちらも頼んだぞ！」

「任せとってや、スゼーはん！」

「行くぞ」

　スゼーデルは両足の踵かかとで少し強めに馬の横っ腹を蹴けった。
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　道が狭いため、カタリーナ女王国軍の二個小隊二十名は二列縦隊で歩いていた。

　そこへスゼーデルが乗った馬を先頭に、九人の兵が突進していった。

　突進といっても、夜のこと。掲げた松明の明かりで前方を照らしながらになるから、昼間に全力で駆けるときよりかなり遅い。

　とはいえ突進を受けるほうからすれば、夜で見通しが利かない分、昼間よりも脅威に感じられる。何より襲撃者の正確な数がわからないのが厄介だった。

　馬の蹄ひづめの音はかなり先から聞こえていたから、兵たちがその接近を察知できなかったわけではないが、まさか自分たちを攻撃しようとする者が突撃をかけてきたとは思っていない。

　カタリーナ女王国軍侵攻のとばっちりを避けようと必死で逃げてきた商人一行か何かだろうくらいにしか考えていなかった。

　念のため行軍を止とめて間道を塞ふさいだが、取った対応はそれだけだった。

　間道を見張り、通りかかった者がいれば、とりあえず身柄を押さえて、身分と目的や行き先を調べておくことと、怪しい者がいれば身柄を拘束すること。

　それが、彼らが命じられた任務だ。

　敵との交戦の可能性は考えなくてもいいと言われていた。

　それなのに。

　明らかに武装した兵が自分たちを目がけて突進してくるのに気づいた女王国軍兵士は大いに狼狽うろたえた。

　狼狽え、咄とつ嗟さの対応ができない兵たちは、手に松明を掲げたまま、暫しばしその場に立ち尽くしてしまう。

　手にした松明の炎に照らし出された兵たちは、突進してくるスゼーデルからは恰かつ好こうの目標となった。

　彼は右手に持った松明を投げ捨て、左手で手綱を操りつつ、馬の横っ腹に括りつけてある槍を空いた右手で引き抜いた。

　後続の兵たちも道の左右に松明を投げ捨てる。

　捨てても松明の炎は簡単に消えず、道を照らすささやかな照明にはなった。

　一部、道ばたの草に燃え移った物もあるが、スゼーデルも兵たちも気にせず突進した。

　もはや相手は目の前に迫っていた。
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　ここに至って、女王国軍兵はようやく反撃のための行動に移ろうとした。

　本来なら弓矢で攻撃し、敵の突進の勢いを削ぐべきなのだが、もはや相手が近すぎて弓矢攻撃は間に合わない。

　彼らも松明を捨て、槍を構える。

　が、構えるのを急ぐあまり、何人かは穂先の覆いを取り忘れていた。

　気づいた兵が慌てて穂先を下ろし、覆いを取り外す。

　そんなことをしているうちに、先頭を駆ける騎馬が躍り込んできた。

　最前にいる兵の直前で馬を急停止させたスゼーデルは、

「死にたくなくば道を開けろ！」

　と叫びながら右手の槍を右から左へ一いつ閃せんする。

　それで隊列の先頭左手にいた兵の首が飛んだ。

　左から右へと水平に槍を薙なぐと、横にいたもう一人の首が同様に飛ぶ。

　いちばん前の二人が倒れたことで先頭に立つことになった兵に向かってスゼーデルが槍を突き出すと、その穂先は軽々と軽装鎧よろいを貫き、兵の胸板までも貫いた。

「ぬうん！」

　兵を貫いたまま、スゼーデルは槍を両腕で持ち上げる。細身の体に似合わぬ恐るべき膂りよ力りよくだ。

　槍で兵を持ち上げたままスゼーデルが馬の横っ腹を両の踵で軽く蹴ると、すぐに馬は走り出した。

「退のけ退け退けぇ──っ！　死にたくなくば道を開けろ──っ！」

「うわわぁぁ──っ」

　縦列になって道を塞ふさいでいる兵たちが悲鳴を上げて左右に分かれた。

　スゼーデルが槍を大きく速く振ると、遠心力のせいで槍から外れた兵の体が勢いよく宙を飛んでいった。

「ひいぃぃ～～っ」

　飛んできた味方の遺い骸がいに驚き恐怖して、何人かの兵が転倒した。

　空いた道にすかさず後続の兵九人が入り込んで、別れた左右の兵を攻撃する。

　たちまち六人が倒れた。

　スゼーデルの三人と合わせて九人が倒れた。

　最初の一撃ですでに敵の戦力は半減だ。

　そして残りの女王国軍兵士は大混乱に陥っている。

　次に駆け込んで来たのはミモーネが乗る馬だ。

　道ばたに逃げた兵の何人かが必死の形ぎよう相そうで槍を突き出そうとしたが、彼らが槍を突くより早く、ミモーネが小さな鉄球を指で弾いて飛ばした。

　鉄球は恐るべき速さで飛んで、兵の顔面にめり込んだ。

「ぎゃっ！」

「あがっっ！」

　兵たちは悲鳴を上げて槍を放り出し、顔を押さえ、その場に倒れ込んだ。

　指で弾いただけなのに、恐るべき威力である。

　この特殊な武器を、彼女はよほど使い慣れているに違いない。

　そのあとをセイザリアとハリウィックの乗った馬が駆け抜けていく。

　ハリウィックは道の脇の暗がりで動いている残敵に向かって右手の包丁を投げつける。

　腰に差した包丁を抜いてもう一本。

　包丁は正確に飛んでいって、二本とも敵兵の喉元に突き刺さった。

　包丁の扱いはさすが料理人と言うべき見事なものだったが、包丁を投げて過あやまたず人の急所に刺すというのは、もはや料理人の仕事ぶりではなかった。

「あれ、けっこう高価な包丁だったんだけどなぁ」

　などとぼやきながら、ハリウィックが駆け抜けていく。

　最後にカオルゥとの二人乗りで、アリエルの馬が駆けていく。

　手綱はアリエルが握り、その後ろにカオルゥが乗っているのだが、なんとカオルゥは馬の鞍くらの上に立っていた。

　左手を軽くアリエルの肩に置いたカオルゥは、立ったまま器用にバランスを取りつつ周囲に目を配り、動いている敵に向かって手裏剣を投とう擲てきした。

　回転しながら飛んでいった十字型の武器が顔面に、喉元に刺さって、兵は堪らず悲鳴を上げてひっくり返る。

　軽かる業わざ師しのようなカオルゥの戦い方に驚き感心しながら、手綱を握ったアリエルは戦場となった狭い間道を一気に駆け抜けた。

　彼女の馬と入れ替わるように、先に突破していたスゼーデルが五人の兵を引き連れて戻ってきた。

　スゼーデルも兵も、すでに馬を下りている。

　草が生い茂る街道脇の林に踏み込んでいったスゼーデル以下は、まだ息がある敵兵を探して回る。

「すまんな。俺たちのことを報告されるわけにはいかないんだ」

　そう呼びかけつつ、スゼーデルは生き残りの兵に止とどめを刺した。

　生存兵はみな瀕ひん死しの重傷という状態だったので、止めを刺すのは口封じだけでなく、苦しみを長引かせないという意味もあった。

　こうして二十名いたカタリーナ女王国軍部隊は反撃することすらできないまま、あっという間に全滅した。
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　間道を少し進んだ先で馬を止めて待っていたアリエルたちの下もとへ、馬に跨がったスゼーデルと五人の兵が戻ってきた。

「作戦完了だ、殿下」

　スゼーデルの報告を聞いて、アリエルの後ろに乗っていた──まだ立ったままだ──カオルゥが、ひょいと馬から飛び降りた。

「全滅？」

　とアリエルが訊くと、スゼーデルは重々しく頷いた。

「数えたところ、ちょうど二十人だった。作戦に従事していたのが二個小隊だとすれば、全滅だな」

　というスゼーデルの報告にアリエルは、そう、と言って切なげな息を漏らした。

「可か哀わい相そうなことをしたわね。彼らも、たまたまここにいただけでしょうに」

「俺たちのことを上に報告されるわけにはいかなかったからな。仕方がなかったんだ。殿下が気にする必要はない」

　アリエルはスゼーデルの心配りに内心で感謝しつつ、少し強がってみせた。

「べつに気にしていないわよ。こちらにだってカタリーナ女王国軍の侵攻のせいで死傷した兵がいるはずだもの。どちらがいいか悪いかではなく、どちらもどちらという話でしょう。それより」

　アリエルは周囲を取り囲んでいる兵たちを見回してから言葉を継いだ。

「こちらに一人も犠牲が出なくてよかった。それは本当に嬉うれしく思っているの。みんなご苦労様」

「アリエル殿下こそ、ご無事で何よりです！」

「お気遣い、ありがとうございます！」

　兵たちは感激の面おも持もちでアリエルに向かって頭を下げた。

「この辺りにいるのが今の部隊だけとは限らない。先を急ごう、殿下」

「そうね。一気に国境まで駆け抜けたいところよね」

「あの、アリエル様」

　遠慮がちにセイザリアが声をかけてきた。

「馬をお返しいたします。それと、お預かりした王家の短剣は如何いかがいたしましょう？」

「そうね。とりあえず短剣も返してもらおうかしら」

「ですが……この先にも敵がいるやもしれません。わたしが身代わり役を続けたほうがいいのではありませんか？　少なくとも国境を越えるまでは」

　アリエルはスゼーデルに顔を向け、どう思う？　と目で訊いた。

「そうだな。もういいのではないか？　いざというときは元の馬のほうが走力があるし。もしも同じような場面に出くわしたら、そのときもう一度、馬を交換し、短剣を渡せばいいと思うが」

「うん、わたしもそう思う。ではセイザリア、やはり返してもらいます」

「承知いたしました」

　セイザリアが下馬すると、アリエル、スゼーデル、ミモーネ、ハリウィックも次々と馬から下りた。

　ミモーネが手際よく荷袋を付け替えているその横で、セイザリアは王家の短剣をスゼーデルに手渡した。

　受け取ったそれを、彼は慎重な手つきでアリエルに差し出す。

「大事な物だ。丁寧に扱ってくれよ、殿下。鞘で人の頭を殴ったりしたら、象ぞう嵌がんされた貴石がこぼれ落ちるかもしれないだろ」

「ああ、さっきのあれね」

　アリエルは、ふふふ、と笑った。

「ごめんなさいね、セイザリア。痛かった？」

　彼女は柄を握って、短剣を上下に振ってみせる。

「あ、いえ、あの……少しだけ」

「おい、殿下、言ってる側から、そんな無造作な扱いを」

　苦い顔になったスゼーデルがそう窘たしなめると、アリエルは真顔になって手にした短剣を彼のほうへ突きつけた。

「こんな物に、もう大した価値はないわよ。どこかで売り払えば、それなりのお金には換えられるでしょうけど、それは金銀細工や象嵌された貴石の価値でしかない。これがフルミネンセ王家の宝物だということには、もう意味も価値もないの」

　アリエルの過激な言い分に、スゼーデルは目を大きく見開いてしまう。

「しかしだな、殿下、それは殿下がフルミネンセ王家第五王女であることの証あかしとなる物ではないか」

　非難するような口調でそう言うスゼーデルに対して、アリエルは小さく肩をすくめてみせた。

「その第五王女という肩書きに、もう意味も価値もないでしょう？　という話よ」

　まだ何か言いたそうなスゼーデルの機先を制するように、アリエルは彼に向かって右手を挙げた。

「その話はまたにしましょう。今は少しでも早く国境まで駆けなくてはならないわ」

　スゼーデルは小さくため息を吐ついて、そうだな、と頷いた。

「今は一刻を争うときだ」

「では行きましょう。生きましょう。生きて、行きましょう。今はそれがいちばん大事なことなのよ」

　そう言って一同を見回したアリエルは、カオルゥに目を留めて言った。

「カオルゥ、この先も偵察をよろしくね」

「お任せください、王ひ女め様」

　駆け出したカオルゥの黒を基調としたニンジャ装束は、たちまち夜の闇やみの中に溶けて消えた。
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　強行突破したあとは大きなトラブルもなく、再びカタリーナ女王国軍部隊に遭遇することもなかった。

　夜通し駆け続けたアリエル一行は、次の日の昼頃、カラバル峠の登り口へ到着した。

　東側を走る一級街道がカタリーナ女王国軍に押さえられたせいで、ふだんはそれほど人通りの多くないこの峠道も、王国から逃げ出そうとする者たちで溢あふれていた。

　ここから先、カラバル峠からオルリッツ公国へ抜ける道の整備状況は、これまでより多少まともになる。

　峠道は大型の馬車でも通れるから、商人たちは挙こぞってこの道へ逃げてきたのだろう。

　それらの多くは、フルミネンセ王国へ商売に来ていた他国の商人だ。

　アリエルは、目についた隊商の中うちの一つから服や食料を購入することにして、ミモーネ、ハリウィック、セイザリアに買い付けを命じた。

　服はスゼーデルや兵士の着替えだ。

　すでに日が高く昇っている。

　夜ならまだしも、明るくなってからだと、返り血の着いたフルミネンセ王国軍の軍務服を着ているのは具合が悪い。

　応急措置として、スゼーデル以下は上半身を隠すマンテラを身に着けていたが、十人もの者がマンテラを羽織り、槍やりや剣を持っているというのもかなり悪目立ちする。

「だから、わたしたちも、フルミネンセから逃げ出す商人を装いましょう」

　というのがアリエルの主張だった。

　最近は軍務服以外ほとんど着たことがないスゼーデルが少し渋ったものの、

「軍務服だと目立つでしょ。無事に国境を越えてオルリッツへ入っても、フルミネンセから逃げてきた王侯貴族の一行では？　なんて疑われたら、身柄を拘束されるかもしれないでしょう？」

　とアリエルに諭さとされ、仕方なく受うけ容いれた。

「正装を着ろとは言わないわよ。スゼーと兵たちには商人の護衛役をしてもらうことにします。それなら剣や槍を持っていても、おかしくないものね。でも、総勢十名の護衛というのは多すぎるから、そうね、護衛役はスゼーと四人。残りは商家の手代といった役回りかしらね」

　堅苦しい衣装を着なくてもよく、槍も手放さなくてもいい。そのことにスゼーデルは安あん堵どの息を吐はいた。

　一方、カオルゥも黒いニンジャ装束から薄い黄おう土ど色いろの装束へ着替えていた。

　昼間に黒装束では却かえって目立ってしまう。

　時間や場所、天候によって着替えられるようにと、彼女は同じような装束を幾つも用意しているのだった。

　商人を装うなら荷物を積んだ馬車の一台くらいはほしいところだが、さすがにこんな場所で馬車を買い求めるのは無理があるから、それは諦あきらめた。

　アリエルたちは持参した宝飾類と買い込んだ食料や衣料を荷袋に詰め込み、それらを馬に括くくりつけると、峠を目指して九つ十づ九ら折おりの道を登り始めるのだった。
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　それまでよりマシになったとはいえ、カラバル峠までの登り道は混雑していて幅ふく員いんもあまり広くない。

　急ぎたくても馬を走らせるのは無理な相談だった。

　身分を隠している以上、道を開けろと触れて歩くわけにもいかないし、道にいる旅人や商人を蹴け散ちらすわけにもいかない。

　アリエル一行は、自分たちと同じようにオルリッツ公国を目指す人々に前後を挟まれる形で峠へと登っていった。

　ところが峠まであと少しというところでアリエルたちは大渋滞に巻き込まれ、完全に足が止まってしまった。

「どうしたのかしらね？」

　とアリエルが首を捻ひねる。

「前のほうにいる馬や馬車も止まっているわよね。何かあったのかしら」

　アリエルの背後からミモーネが声をかけてきた。

「事故でもあったでございましょうか、王ひ女め様」

「そうね。あるいは上で何か騒動が起きているのか……」

　少し考える素振りを見せたアリエルだが、すぐに顔を巡らせた。

「ちょっと調べてきてもらえる、カオルゥ？」

「承知しましたで、王ひ女め様」

　カオルゥだけなら混雑した山道でも人や馬をすり抜けて歩けるし、いざとなれば山の斜面を登ることもできる。アリエルに一礼したカオルゥは、くるりと方向転換すると、狭い道にひしめき合っている人や馬や荷馬車のあいだを縫うように駆けていった。

「これだけ混雑している道を、人や馬にぶつかることもなく走るでございますか。恐れ入ったでございますね」

　ミモーネが呆あきれたような顔で、遠ざかっていくカオルゥの背中を見やっている。

　やがて彼女の姿は人混みに紛れて見えなくなった。

　大渋滞している人馬の列は少し進んだかと思うとすぐ止まり、また少し進んではすぐ止まるということの繰り返しで、アリエルたちは一向に先ヘ進めない。

「まったくどうなっているでございますかね。崖がけ崩くずれが起きて道を塞ふさいだわけでもないでございましょうに」

　ミモーネが独ひとり言ごつようにそう言うと、ハリウィックが声をかけてきた。

「そう焦らなくてもいいんじゃない？　すぐにルゥちゃんが戻ってきて、何があったか教えてくれるさ」

　アリエルも同意の言葉を口にする。

「そうね。情報収集という面においては彼女は一流よ。信用していいわ。上で何が起きているのか、正確に見聞きしてきてくれるわよ。それまではおとなしく待っているしかないでしょう」

「何か厄介事が起きていないとよろしいのでございますが」

　そうミモーネが言うと、スゼーデルが内心で頷うなずいた。

（俺もそこが心配なんだ。すでにカタリーナ女王国軍の部隊が進出してきているんじゃないだろうな。もしそうなら、かなり厄介なことになるぞ）

　というスゼーデルの不安は見事に的中することになる。
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　カラバル峠の標高は五百五十ヤルドほど（およそ千五百メートル）で、フルミネンセ王国とオルリッツ公国の国境となっていた。

　といっても税関があるわけでもないし、立派な城じよう塞さいがあるわけでもない。

　行き交う旅人の安全を確保するための小さな砦とりでが、峠の手前に建っているだけだ。

　砦は周ぐるりを木もく柵さくに囲まれ、中には館と兵舎、厩きゆう舎しや、それに見張り台が建っている。

　砦の縄張りはさほど広くなく、建っている建物も木造の簡素な作りだ。

　いつもならこの砦に五十名ほどのフルミネンセ王国軍兵士が詰めているはずだが、今その姿は見当たらなかった。

　代わりにカタリーナ女王国軍の旌せい旗きを翻ひるがえした中隊規模の部隊がいた。

　部隊の一部は街道に出て往来を塞ぎ、峠を越えようとする商人たちを砦の中へと誘導していた。

　砦の中へと誘導された商人や隊商は兵による積み荷の臨検を受け、通行税を徴収されているのだ。

　もちろん正式な徴収権がカタリーナ女王国軍にあるはずがない。

　侵略者であるカタリーナ女王国軍が「旅人や商人を保護する」というお題目を唱え、逃げ出そうとする商人たちから通行税という名目で金品を巻き上げているだけである。

　本質的には「集たかり」に他ほかならない。

　税金の徴収システムがあまり厳格でなかった時代には、現場の裁量に任される部分も多く、徴収人が一部を懐ふところに入れるのも珍しくはなかった。

　今回は侵攻直後でフルミネンセ王国内が混乱しているのをいいことに、一部の幹部が私腹を肥やそうとして始めたことだった。

　現場で指揮を執っているのはゼンスマイヤという中隊長だが、もちろん彼の独断ではない。

　ゼンスマイヤは上官に当たる大隊長グレイブスニールから指示を受けていて、ゼンスマイヤは分ぶん捕どった金品の半分ほどを部下と山分けにし、残りをグレイブスニールに上納するのである。

　グレイブスニールはグレイブスニールで一部を自分の懐に入れ、残りを軍団長や軍団幹部に献上する。

　軍隊では、この手の上納金──賄わい賂ろと言ってもいい──の授受が横行していた。

　徴税システムだけでなく、軍隊の規律もまた、後の時代とは比べものにならないほど緩ゆるく適当なものだったのである。
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「よし、次！」

　並んで順番を待っている隊商を副長補佐が呼んだ。

　彼の背後には、軽装鎧よろいに身を包んだ中隊長のゼンスマイヤと中隊副長のランディエスが徴税の様子を見守っていた。

　周囲にいる兵士も皆、重武装ではなく軽装鎧姿だった。

　峠まで登らなくてはならないから、騎兵も歩兵も重武装ではなく、動き易やすくて移動に負担がかからない軽武装に止とどめていた。

　呼ばれて進み出てきたのは、荷馬車が二台と荷馬が六頭という、それなりの規模を持った隊商だった。

　周囲に控えていた兵士がわらわらと集まってきて荷馬車の積み荷の確認を始めるのを、隊商を率いる商人が不安そうな顔で見つめている。

　対照的に、ゼンスマイヤとランディエスの目は期待に輝いていた。

　やがて積み荷を調べていた兵士が、簡単な目録を持って副長補佐のところへ来た。

　目録を受け取った副長補佐は素早くそれに目を通すと、今度は目録を携えて中隊長と中隊副長の下もとへやって来た。

「この隊商の積み荷一覧であります」

　二人に向かって敬礼をした副長補佐は、敬礼を解くと目録を差し出した。

　受け取ったゼンスマイヤの目が妖あやしい光を放つ。

「ほほう。こちらの荷馬車の積み荷は、東方から移入した絹織物か」

　隣の副長が、それはそれは、と舌なめずりをする。

　もう一方の荷馬車の積み荷は大半が雑貨や木工品、革製品などで、高価な品は積んでいないようだ。

「よし。では、こちらの馬車を通行税として徴収せよ」

　隊長のゼンスマイヤは、「荷馬車その二／積み荷：絹織物（東方からの移入品）」と書かれた箇所を指で叩たたきながら、目録を副長補佐に返した。

「は。承知いたしました」

　目録を受け取り、もう一度敬礼を送った副長補佐が、待っている隊商を率いる商人のところへと戻っていった。

　馬車の一台を、しかも高価な絹織物を満載した馬車を通行税として押収すると宣告されたから大変だ。

　隊商を主宰する商人は半狂乱になって副長補佐に食い下がった。

「あの馬車を押収されては、わたしどもは大損害を蒙こうむってしまいます！　どうかそれだけはお許しください！」

「ああ？　だったらもうしばらくここに留まってもらうことになるな」

「も、もうしばらくとは、どのくらいでしょうか？」

「積み荷に怪しい物が混じっていないかどうか、徹底的に詳細に綿密に調査することになるから、そうだな、一箇月か二箇月か」

　商人は顔を歪ゆがめ悲鳴を上げる。

「そんな馬鹿な！」

「おい、おまえ」

　副長補佐が目を細めて顔を近づけてきた。

「な……なんでしょう？」

「何か挙動がおかしいな。もしかすると禁制品を運んでるんじゃないのか？　例えば、阿あ片へんやら白びやつ虎この毛皮やら白びやく檀だんの香こう木ぼくやらの貴重品をな？」

「め、滅めつ相そうもない」

「フルミネンセじゃどうだったか知らないが、我が国では、それらの品々は市販を禁じられている。もし運んでいるなら、おまえは禁制品の販売を目もく論ろんだ罪で捕らえられることになるが？」

「ですから、そんな品は運んでおりません」

「じゃあ、それを証明するためにも詳細な調査に応じてもらわないとな？　自分の無実を証明するためなんだ、喜んで協力してくれるだろ？」

「し、しかし……」

　副長補佐は凄すごみを利かせた声でさらに畳みかける。

「おまえの運んでるのは生鮮品じゃねえんだ。一箇月や二箇月ここに留め置かれたって、なんの問題もねえだろ？　なぁおい？」

　商人はガックリと肩を落とし、消え入るような声で言った。

「つ……通行税をお支払いすれば通していただけるのですか？」

　とたんに副長補佐の表情が和やわらいだ。

「もちろんだよ。進んで通行税を払う善良な商人が禁制品なんかを運んでいるわけないもんなぁ」

　商人は唾つばを呑のみ、絞り出すような声で応こたえた。

「わ……わかりました。通行税はお支払いいたします」

「そうかそうか。みんなおまえみたいに聞き分けがいい商人ばかりだと、こちらも手間が省けて助かるんだがなぁ」

　そう言って笑いかけた副長補佐は、すぐに笑みを消し、犬でも追い払うように商人に向かって手を振った。

「よし、通行税の馬車を置いていけば、通っていいぞ」

　商人はふらふらとした足取りで自分の隊商のほうへと戻っていく。

　それを見送ると、副長補佐は上官二人のところへ歩み寄った。

　敬礼を寄越した副長補佐に、中隊長と中隊副長が敬礼を返す。

「絹織物を積んだ馬車、通行税代わりに確保いたしました」

「ご苦労。引き続き、任務を遂行せよ」

「は！」

　副長補佐が引き返していくと、副長が隊長に顔を寄せてきた。

「予想していたよりも、ずっと儲もうけが大きくなりそうですな」

　顔を綻ばせたランディエスがそう囁ささやくように言うと、ゼンスマイヤはことさら渋じゆう面めんを作ってみせる。

「儲けとか言ってはいかんな。これはあくまで通行税であって、我らが個人的に徴収しているわけではないのだからな」

　あまりにも白々しい言い分だが、副長は、びし、と隊長に向かって敬礼してみせた。

「さようでありました。不適切な言葉を使ってしまい申し訳ありません」

「うむ。言葉には気をつけないといかんな」

　二人は顔を見合わせ、くっくっくっと嗚お咽えつするように笑う。

（なんやねん、あいつら。通行税とか言いながら、どう見たってあいつらが私腹を肥やそうとしているだけでんがな。ほんま、腹の立つ～～）

　馬車を取り上げられそうになっている商隊の隊員たちのあいだに黄土色の装束を着た小柄な女子がいた。

　カオルゥである。

　カオルゥは如い何かにも当然という顔で隊員たちに混じっているので、兵たちもほとんど気にしていない。

　商隊員は商隊員で、誰だっけ、この娘こ？　という顔でときどき彼女のほうを見やるのだが、カオルゥがあまりにも自然な態度でそこに立っているものだから、次の順番を待つ商人の手代か何かだと思うくらいで、問題視する者はいなかった。

（道が大渋滞してたんは、こういうことやったんか。人の迷惑も顧かえりみんと迷惑な奴らや……って、ここでうちが腹立ててても仕方あらへん。王ひ女め様んとこ戻って報告せな）

　カオルゥはそっとその場を離れると、大混雑している街道を足早に下りていく。

　狭い道には人や馬や馬車が溢れ返っているのに、誰かにぶつかることもなく小走りに走っていく様は、手品か何かを見ているようだ。

　やがてカオルゥはアリエル一行が待っている場所まで駆け下りてきた。
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　カオルゥから一通りの説明を聞くと、アリエルは、う～ん、と低く唸うなって考え込んでしまった。

　彼女に代わってスゼーデルが質問を続ける。

「カタリーナ女王国軍の兵士、どのくらいいた？」

「そうでんな、ざっと百といったところでっしゃろか」

「百か。中隊規模の部隊をもうカラバル峠まで送り込んでいるとはな。カタリーナ女王国軍、なかなか素早い」

　スゼーデルの馬にセイザリアが自分の馬を寄せてきて、小声で呼びかけた。

「兄様」

「なんだ、リア？」

「強行突破ですか？　だったら、また馬を交換して、王家の短剣をわたしが……」

　そう言いかけた妹を、スゼーデルが遮った。

「まずは殿下のお考えを聞こう。どうするかを俺たちが考えるのはそのあとでいい」

「……そうね。わかったわ」

　素直に引いたセイザリアは、スゼーデルと共にアリエルが口を開くのを待つ。

　少しして、アリエルが顔を上げた。

　じっと自分を見ているスゼーデルやセイザリア、ミモーネ、ハリウィックに気づくと、彼女は小さく肩をすくめてみせた。

「方針は決まったか、殿下？」

「考え方としては二つあるわよね」

　そう言ってアリエルは右手の人差し指と中指を立てた。

「その一。面倒事を避けるため山中に分け入る。その場合、持っていく荷物は最小限に絞って、馬と残りの荷は捨てていく」

「しかし、殿下……」

　と言いかけたスゼーデルをアリエルは右手を挙げて遮った。

「わかってるわよ、スゼー。この案には大きな問題がある。それは、このわたしが山を登れるかどうか大いに怪しいということね」

「わかってくれているなら重ちよう畳じようだ」

　横からセイザリアが呆れた声で割り込んてきた。

「重畳じゃないでしょ、兄様。それ、いちばん重要なことじゃない」

「まぁ、いざとなれば俺が背負っていけば大丈夫だろう」

「兄様が？　アリエル様を？」

　セイザリアは疑わしそうな顔で兄と王女を交互に見やった。

「端はたから見る限り、人さらいが王侯貴族のお嬢様を拐かどわかして逃げていく図ね」

　少し傷ついたという顔で、スゼーデルが呟つぶやくように言う。

「ミモーネならともかく、可か愛わいい妹からそういう言葉を聞くとは思わなかった」

「ぐはぁ！」

　ミモーネが右手で胸を押さえ、血ち反へ吐どを吐はく真似をする。

「他人からはスゼーが、人さらいに見えようが幼女趣味の変態に見えようが、どうでもいいのよ」

「殿下の言い方も酷ひどいな」

　スゼーデルが思いきり顔を歪めてぼやき。

　ミモーネが、おや？　と顔を上げた。

「それは、他人からはご自分が幼女に見えるとアリエル様自らがお認めになったという理解でよいでございますか？」

「……あ！」

　自分の失言に気づいたアリエルは、両手をわたわたと振り回す。

「ちっ違うわよ。わたしが幼女に見えるわけないでしょ！」

「さようでございますとも。アリエル様が幼女であるわけがございません。わたくしが保証いたします」

「あなたに保証されても少しも嬉うれしくないのだけど」

「何しろアリエル様、もう女性としてのつ……」

「それ以上言ったら無給にするわよ！」

「そんな！　わたくしの実家にはお腹を空かせた三十人の弟てい妹まいが！」

「どこまで弟妹を増やせば気が済むの！　大家族にもほどがあるでしょ！」

「いや、殿下、今はそういうことを話している場合じゃないと思うんだが」

　スゼーデルの指摘に、アリエルが我に返る。

「あ……そ、そうね。そうだったわね」

　すぅはぁと深呼吸して気を落ち着けたアリエルは、ミモーネから視線を外して、気を取り直すように話し始めた。

「考え方その二。正面突破」

　アリエルがそう言うと、ハリウィックが、

「もう包丁の残りが少ないんだよなぁ」

　と嘆いた。

「で？　殿下はどちらがいいと考えているんだ？」

「その前に」

　アリエルは自分の乗る馬の前で畏かしこまっているカオルゥに訊きいた。

「砦にいた女王国軍、かなり酷いことをしていたのね？」

「そうでんな。うちが見ていたときは絹織物を馬車ごと押収してましたしな。ほかにも砦の敷地内に馬車やら馬やらが仰ぎよう山さんおりましたし、荷箱やら荷袋やらが山積みになってましたし、かなりあくどいことやってるんは間違いあらしまへん」

「わかったわ」

　と言ったアリエルは、一同の顔を見回した。

「このまま放ほうっておくと、ここに並んでいる商人たちがみんな大迷惑を蒙るでしょう。それは嫌だなって思うのよ」

　スゼーデルがあまり熱のない声で訊いてきた。

「殿下は、ここにいる連中を助けてやろうと言うのか？」

「みんな、フルミネンセ王国が侵略されたおかげで大迷惑を蒙っているわけだし、迷惑料代わりに手助けしてあげたいなと思ったの。それに、わたしたちだって詳しく詮せん議ぎされたら、身元がばれるかもしれないのだし」

「考え方はわからないでもないが」

「どうかな、スゼー。相手は中隊らしいけど、あなたとミモーネやハリウィック、それに兵たちでなんとかならない？」

　アリエルが期待に満ちた目をスゼーデルに向けたが、彼はあっさりと首を横に振った。

「相手は百人からいるんだ。俺たちだけでは無理だな」

　アリエルの瞳ひとみの輝きが消え、彼女はガックリと肩を落とした。

「そうか。あなたが無理だと言うのなら無理なのよね。では、この案は諦めましょう。そうなると自動的に第一案になるのだけど」

「いや、殿下」

「なぁに？」

「俺たちだけでは無理だという判断だ」

　というスゼーデルの言葉に、アリエルはピンときたらしい。

「つまり、わたしたち以外の協力者がいればなんとかなるわけ？　でも、他の協力者なんてどこに……あ、そうか。ここにいる商人たちに協力を仰ごうと言うの？」

（相変わらず打てば響くな、殿下は）

「えぇと、武器を運んでいる隊商を見つけて、その武器を全員に配って、スゼーの指揮で突撃……」

（そして、ときどき先走りすぎる）

　スゼーデルは苦笑しながら、違う違うと手を振った。

「商人や手代に武器を配ったって戦力にはならないさ」

「そうなの？　では、どうするの？」

「協力を仰ぐというより、巻き込むといったほうが正解だな」

「巻き込む？」

　スゼーデルが馬から下りてアリエルの馬の横に進み出る。

「みんな、ちょっと集まってくれ」

　すぐにカオルゥが駆け寄ってきた。

　ミモーネ、ハリウィック、セイザリアも素早く下馬すると、スゼーデルの下もとへ集まってきた。

「俺が狙ねらうのはこういうことだ」

　寄ってきた三人と、馬に乗ったまま上体を乗り出しているアリエルに向かって、スゼーデルは自分の考えを説明するのだった。
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「……というわけで、カオルゥとミモーネ、ハリウィックの三人に、噂うわさを広める役目を頼みたい」

「おお、承知でっせ、スゼーはん」

「承知でございます」

「わかりましたよ」

　手を挙げて了解の意を示すと、三人はすぐにその場を離れ、前後に並んでいる隊商や商人たちのところへ散っていった。

「大丈夫かな？」

　と少し不安そうな顔になるアリエルを安心させるように、スゼーデルは言葉に力を込めて言った。

「大丈夫だよ。カタリーナ女王国軍部隊は、このどさくさに紛れて商人たちから金品を掠かすめ取ることに夢中のようだ。ここをフルミネンセの王族が通る可能性なんか、少しも考えちゃないだろ」

「うん、それはそうだと思う。そうではなくて、わたしが気にしているのは商人たちに危害が及ばないかなってことよ」

「それも大丈夫だろう。ここで商人たちに危害を加えたなんてことが上層部に知れたら、問責されることは間違いない。そうなれば、通行税と称して商人の荷を勝手に押収していたこともばれてしまう。連中にしたら、絶対に大おお事ごとにはしたくないんだ」

「その辺りの感覚はわたしにはわからないから、スゼーの言うことを信用するわ」

「ありがたきお言葉」

　などと言って、少し戯おどけてスゼーデルが頭を下げる。

「でも商人たちに、峠へ向かって走り出すきっかけがちゃんとわかるかしら」

「ま、あの三人なら上う手まく言ってくれるだろう。ミモーネとカオルゥは口から先に生まれてきたような奴らだしな」

　アリエルが、ぷ、と小さく噴いた。

「言い得て妙ね」

「ハリウィックはハリウィックで、貴き賤せんを問わず、いろいろな客を相手にしてきただけあって、しっかりと話ができる男だ。それに、こういうのには流れや勢いというものがある。前にいる隊商が動き出せば、後続の隊商も続いて動き出すものだ」

「そういうものなの？」

「そういうものだ。とりあえず三人の仕事に期待しよう」

　などとアリエルとスゼーデルが話をしているあいだに、三人は行列を作っている隊商や商人たちに、峠手前の砦で何が行われているかの「噂話」を話して回った。

　この場合、実際に見てきたと言ってしまうと却って信しん憑ぴよう性せいに疑問符がつく。

　あくまで噂話というのがミソだった。

　それに、商人は情報交換を密にしたがる人種だから、この手の話には確実に食いついてくる。

　すでに峠でカタリーナ女王国軍による積み荷検あらためが行われているという話は下のほうまで伝わっていたが、通行税として積み荷を押収されていることまでは伝わっていなかったから、三人から「噂話」を聞いた商人たちは一様に真っ青になった。




「このままやと、運んでる貴重な商品を通行税として押収されてしまうでっしゃろな。あぁでも心配せんでもええでっせ。うちの主人がちょっとした騒ぎを起こしますんで、あなた方はその隙すきに峠を駆け抜けてオルリッツ公国領へ逃げ込んだらよろしいですわ。どんな騒ぎかって？　あまり詳しいことは言えまへんが、そうでんな、砦のほうで煙が上がったら、それが合図でんな」




「このままですと、いちばん高価なお品が通行税として押収されてしまうでございます。ですが心配ご無用でございます。我が主人がちょっとした騒ぎを引き起こすでございます故ゆえ、あなた様方はその隙に峠を駆け抜けてオルリッツ公国領内へ入ってしまえばよろしいでございます。はい？　どんな騒ぎかとお尋ねになるでございますか？　さようでございますね、あまり詳しいことは言えないでございますが、砦のほうで煙が上がったのが見えましたら、とりあえず走るのがよろしいと思うでございます」




「このままだと運んでいる商品の中でもいちばん高価な品物を通行税として押収……というか強ごう奪だつされてしまうかもね。やぁでも、心配しなくても平気っすよ。僕のご主人が騒ぎを起こすから、あなたたちは兵士がその騒ぎに気を取られているあいだに峠を駆け抜けてオルリッツ公国領に逃げ込んでしまえばいいんだよ。さすがにカタリーナ女王国軍もオルリッツ領まで追いかけては来られないからね。どんな騒ぎが起きるのかって？　それは知らないほうがいいと思うよ。でも、そうだな、砦のほうから煙が上がったら、それが走る合図になるね」




　三人はスゼーデルに言われた内容をそれぞれの話し方で商人や隊商のあいだに広め、「噂話」が十分に浸透した頃を見計らってアリエルとスゼーデルの下へ戻ってきた。

　代表してカオルゥがスゼーデルに、

「少なくとも砦の手前からうちらの下十数組くらいまでは話が広まったはずでっせ」

　と報告すると、彼は、ご苦労だった、と三人を労ねぎらった。

「ご苦労ついでにもう一働きしてもらうぞ。とくに、カオルゥ。ハリウィックもな」

「お任せください」

「わかってま～す」

「ミモーネとリアは殿下を頼んだぞ」

「承知してございます」

「はい、兄様」

「では兵たちに作戦を説明してくる」

　そう言うと、スゼーデルはアリエルの前から離れていった。
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　槍を手に馬を引いたスゼーデルと、剣を構え馬を引いた九人の兵が歩いていく。

　その後ろに、やはり馬を下りたアリエルとミモーネ、セイザリアが徒歩で続いた。

　カオルゥとハリウィックは一足早く砦へ向かって出発している。

　峠道は大渋滞しているので、二人は九十九折りの道を短絡する形で山の斜面を登っていった。

「退どいてくれ。少し道を開けてくれ」

　大声で呼びかけながら、スゼーデルが道にひしめいている人や馬をかき分けていく。

　スゼーデル以下、十人の出いで立たちを見た商人や手代は、ぎょっとした顔で一歩、二歩と後ろに下がった。

「今からちょっとした騒ぎを起こす。大事な商品を奪われたくなかったら、騒ぎの隙に砦の横を駆け抜けてオルリッツ公国領まで走れ！」

　と触れながら、スゼーデルはぐいぐいと進んでいく。

　不安そうな顔で一行を見守る者もいれば、期待に満ちた目で見守る者もいる。中には拍手してきた者もいた。

　四し半はん時ときほど歩くと、峠手前にある砦が見えてきた。

（砦の近くに兵が立って街道を塞いでいるはずだな）

　スゼーデルは触れ回るのを止めた。

（そろそろ煙が上がってもいい頃だが）

　先に砦に忍び込んだカオルゥとハリウィックが砦に火を放つ手て筈はずになっている。

　その直後にスゼーデルと兵たちが街道の検問を破壊、突破して、後続の商人や隊商が走れるようにするのである。

（火事に気づいた兵たちは、何をおいても消火に走るはず。まごまごしていると大事な通行税が燃えて灰になってしまうからな）

　スゼーデルは皮肉の笑みを浮かべる。

（この手の無む体たいを見過ごすのは気分が悪い。殿下が強引に押し通ることを決断してくれてよかった）

　そんなことを考えながら歩く速度を落としたスゼーデルが砦のほうを注視していると、ほどなく白煙が上がったのが見てきた。

　煙はやがて黒煙へと変わり。

　煙の立ち上る高さが増していく。

「行くぞ！」

　スゼーデルは後続の兵たちに声をかけ、緩めていた足を再び速めた。
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「砦が燃えている!?」

　砦の建物から上がった煙に気づいた兵たちが騒ぎ出した。

　積み荷を検めている副長補佐や、その様子を見守っている中隊長、中隊副長も、すぐに騒ぎに気がついた。

「望楼にいた見張りは何をやっていたんだ!?」

　と副長が地団駄を踏む。

「おい、消せ！　早く消せ！」

　中隊長ゼンスマイヤが蒼そう白はくな顔で周りの部下に向かって怒鳴った。

　彼が慌てるのも無理はない。砦内には押収した物資が山積みされているのだ。

（もしもあれらに火が燃え移ったら大損害だ）

　じっさいは強奪したに等しいわけで損害などないのだが、一度自分の物にした以上、彼からすれば大損害という意識になるのも当然だった。

「手て空すきの兵をまとめて消火に当たらせるんだ！　臨検も中断だ！」

　というゼンスマイヤの命令に、傍かたわらにいた中隊副長のランディエスが走り出した。

　彼は副長補佐に荷物検めを中断させると、そこにいた兵を率いて、黒煙を上げている建物に向かって走った。

　走りつつ、ランディエスは砦内の各所に立っている見張りの兵も呼び集める。

　望楼に登っていた兵も飛ぶように下りてきた。

「手て桶おけを集めろ！　井戸から水を汲くんで持ってこい！」

　ランディエスが駆けつけてみると、砦の館は赤い炎に包まれていて、手桶で水をかけたくらいで鎮火するとは思えなかった。

「おい、中にいた兵はどうした!?」

「そ、それが……中から出てこない者が大勢います」

「なんだと!?」

　これほど早く火が燃え広がるのも不審なら、中にいた兵士が逃げ遅れたというのも、大いに不審だった。

　逃げられなかった兵は、カオルゥとハリウィックに襲われ火に巻かれてしまったというのが事の真相だが、ランディエスには己の疑念を追及している余裕などなかった。

　燃え盛っている館からひっきりなしに火の粉が飛んでくる。

（不ま味ずい！　押収品に燃え移ったら洒落しやれにならないぞ！）

　ランディエスは迷った。

　消火を諦あきらめて押収品を火事の現場から遠い場所へ移動させるか、それとも館を破壊して延焼を食い止めるか。

　だが、火の勢いが強すぎて破壊工作は難しそうだ。

（押収品を運ぶか）

　と思った次の瞬間。

「向こうでも火の手が！」

「兵舎だ！　兵舎が燃えている！」

　兵の叫び声にランディエスが顔を巡らせると、なるほど、兵舎の建物からも煙が上がり始めているのが見えた。

（燃え移ったのか!?　兵舎はかなり離れているのにどうして!?）

　ランディエスはまた迷った。

　このまま押収品を運ばせるか、それとも兵舎の消火に駆けつけるか。

　兵舎は燃え始めたばかりだから、いま消火活動を始めれば消し止めることができるかもしれない。

　しかし、押収品をこのままにしておくこともできない。

　結果、ランディエスはどっちつかずの対応を取ってしまう。

「半数は兵舎の消火に向かえ！　残りの半数は押収した品を火の粉の飛んでこない場所まで遠ざけるぞ！」

　それぞれの人数は二十五人から三十人くらいだろうか。

　二手に分かれた兵たちが活動を開始したその頃、砦の前を通る街道ではスゼーデルが暴れ回っていた。

　馬を砦手前に残したスゼーデルと九名の兵は、検問所のある場所へと殺到した。

　砦の火事に気を取られていた兵たちは、十名が直前に迫るまで気づけなかった。

「むん！」

　いちばん手前にいた兵の腹をスゼーデルが槍の柄えの後端で突くと、兵は悲鳴を上げる間もなくその場に頽くずおれる。

　彼はすかさず隣のもう一人を槍の柄で殴りつけた。

　殴られた兵は一ヤルドほど吹っ飛び、地面に叩きつけられる。

　呆あつ気けに取られている他の兵士目がけて、スゼーデルが疾はしった。

　さすがに突き殺すわけにもいかないので、攻撃は槍の柄で殴るか槍の後端で突くかのどちらかだ。

　それでも一撃の威力は大したもので、たいていの兵士は昏こん倒とうし、動かなくなった。

　スゼーデルは槍を回し、突き、引き、さながら舞を舞うように兵たちのあいだを動き回っている。

　彼の一撃を喰くらっても意識をなくさない兵には、後続の兵が襲いかかって、殴りつけ気絶させる。

　街道にカタリーナ女王国軍兵士の怒号や悲鳴が飛び交ったが、砦の中はもっと大騒ぎになっているから、どれだけ兵が叫んでも応援に駆けつける者は誰もいなかった。
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　街道に検問所を設置してそこを守っていた兵は十数人で、砦手前に並んで順番待ちをしている商人や隊商を見張っていた兵は十人ほど。

　すでにその過半がスゼーデルによって打ち伏せられ、地に転がっていた。

　スゼーデルの獅し子し奮ふん迅じんの働きを遠巻きにして見ている砦付近にいた商人や隊商たちのあいだにアリエルとミモーネ、セイザリアも混じっていた。

「それにしても、スゼーデル様の戦闘力、並外れているでございますね」

　つくづく感心したといった口調でミモーネがそう呟つぶやくと、アリエルが、まぁね、と胸を張った。

「スゼーは槍を持たせたら吾が国でも一、二を争う腕前という評判を取っているのよ」

「それはわかるでございますが、王ひ女め様が胸を張るところでございましょうか」

「いいじゃない、わたしの直じき臣しんなんだから。少しは自慢させてくれても」

「いけないとは申していないでございます」

「兄様、槍馬鹿ですから」

　とセイザリアが苦笑すると、そんなことはないわよ？　とアリエルが否定する。

「スゼーは頭もいいわ。しっかりとものを見る目と、しっかりと考えられる頭を持っています。だからわたしはスゼーを信頼しているのだもの」

　セイザリアは大きく頭を下げた。

「殿下の高い評価を兄が聞いたら感激することでしょう」

「いえ、いつも言ってることなんですけどね」

　とアリエルは肩をすくめた。

「本人は、買い被かぶりだなんて言って認めないのだけど、スゼーももう少し自己主張してもいいと思うのよね」

「王ひ女め様。街道にいた兵士、あらかた片付いてございます」

　ミモーネの呼ぶ声にアリエルが振り向くと、なるほど、たしかに兵士の姿が街道から消えていた。見ると、スゼーデルがこちらに向かって手を振っている。

「行きましょう、ミモーネ、セイザリア」

「はい、王ひ女め様」

「承知いたしましたアリエル様」

　アリエルは道に連なっている商隊の面々に向かって呼びかけつつ急ぎ足で進んだ。

「今のうちです、皆さん！　理不尽な通行税を取られたくなければ！　積み荷を奪われたくなければ！　この隙に峠まで走り抜けましょう！」

　アリエルの前方に並んでいる隊商の隊員や商人たちが、アリエルの言葉に振り返り、アリエルの動きに釣られるように前に進み出した。

「急いで、急いで！　通り抜けるなら今のうちですよ！　峠の向こう、オルリッツ公国の砦まで走れば安心です！」

　アリエルは叫びつつ、さらに足を速める。

　彼女の露つゆ払ばらいをするように、ミモーネが街道にいる人々をかき分ける。

　アリエルに続いて、セイザリアも声を限りに叫び続けた。

「さぁ走って！　今なら出で鱈たら目めな通行税を払うことなくここを通過できます！　オルリッツ公国領まで走り抜けるのです！」

　街道にいる人々の足が少しずつ速まり。

　とうとう全員が駆け出した。

　荷を背負っている者が多いし、馬や馬車も荷を満載しているからそれほど速度は出ていないが、砦周辺にいた一団が走り出すと、後方にいた商人や隊商も、遅れてなるものかと走り出した。

　その影響は波紋のように後方まで伝わっていき、峠直下の砦の前を、商人や隊商たちが奔流となって駆け抜けていった。

　アリエルとミモーネ、セイザリアも隊商や商人と共に走り、すぐに峠まで到達した。
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　峠には国境を示す石碑が建っており、その横にちょっとした空き地がある。

　アリエルたち三人は、そこでスゼーデルと九人の兵、カオルゥ、ハリウィックが来るのを待つことにした。

「オルリッツ公国領に入ってしまったほうが安心ではございませんか？」

「そうです、アリエル様。オルリッツ公国の砦まで行って、そこで待ったほうがよいかと思いますが」

　しかし、アリエルは取り合わない。

「平気、平気。石碑のこちら側は、もうオルリッツ公国領よ。あそこにいたのがカタリーナ女王国軍部隊である以上、峠を越えてまで追いかけてこられないわ。オルリッツの兵と揉もめたら、後々、厄介なことになるものね」

「それはそうかもしれないでございますが」

　ミモーネはまだ心配顔だ。

「それに、火事を消すのに手一杯で、追いかけるどころじゃないと思うわよ」

　と言ってアリエルは笑った。

　ミモーネは改めてアリエルの胆力に驚かされる。

（こんなときは一刻も早く安全なところまで逃げ延びたいものでございましょうに）

　アリエルは石碑の脇にある小さな空き地を指して、

「あそこで少し休憩しましょう。水場があるわ」

　と言った。

「距離は短かったけど、馬を引いて走ったから疲れてしまったわ。やっぱり自分の足で走るのは大変ね。これからは少し体を鍛えないと駄目よね」

　ひしめき合う商人や隊商と共に走るのだから、馬に乗っていては危険すぎる。

　アリエルたち三人は馬を引いたまま峠までの登り道を走ってきたのだ。

「では、わたしはここで兄たちが来るのを見張っています」

「お願いね、セイザリア」

　アリエルとミモーネは空き地の隅の水場まで馬を引いていって、馬に水をやったり、水筒に水を補給したり、持ってきた携帯食を口に放り込んだりした。

　そうしているうちにスゼーデルが九人の兵を引き連れて峠まで登ってきた。

　全員が徒歩だったから、砦前の混乱で馬は逃げ去ってしまったに違いない。

「こんなところにいたのか。どうしてオルリッツの砦まで行かなかった？」

　近づいてきたスゼーデルは眉まゆを顰ひそめてそう言ったが、アリエルは少しも悪びれない。

「スゼーたちを待っていたからに決まっているでしょう」

「だから。待つならオルリッツの砦で待てばいいだろう」

「あなたと兵たちをここで待ちたかったのだから、いいじゃない。どうせ火事騒ぎで、女王国軍の兵にはここまで来る余裕なんかなかったでしょう？」

「まぁそれはそうだが」

　やれやれと頭を振ったスゼーデルが、

「全員無事だよ」

　と言って兵たちを指し示す。

「そう。よかったわ」

「では砦まで下りるとするか」

　するとアリエルは、まだよ、と首を横に振る。

「まだカオルゥとハリウィックが来てないわ。二人は一緒ではないの？」

「いや。砦前で戦っているあいだ、一度も二人の姿を見かけなかった。たぶん、街道を使わずに登ってきているんじゃないか。あの二人に限っては、万が一ということは考えられないからな」

「そうかもしれないわね。だったら、もう少しここで待ってみる」

「わかった」

　水を飲み、水筒をしまったアリエルは、空き地の隅まで歩を進めると、眼下に広がるオルリッツ公国側の景色を眺めた。
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　峠の向こう、フルミネンセ側は木々の少ない赤茶けた山肌が見えるばかりだったが、対照的にオルリッツ側は見通しがよく、彼方かなたに広がる緑野を遠望することができる。

　下方に目をやれば、山の斜面に見え隠れしながら高度を下げていく九十九折りの街道が延々と続いているのが見えた。

（緑の大地って感じね。ここから見るだけでも、わたしの国よりずっと耕地が多そう）

　振り返ったアリエルは、ちょいちょいとスゼーデルを手招いた。

　スゼーデルは足早に歩き、アリエルの隣に立つ。

「どうした、殿下」

　けれど、自分で呼んだにも拘かかわらず、アリエルは返事もせずに峠の先に広がる風景にじっと見入っている。

　スゼーデルが我慢強くアリエルの言葉を待っていると、不意に彼女は顔を横に向けてきた。

「そろそろ殿下と呼ぶのは止やめたほうがよさそうね」

「……なんて呼べばいい？」

「アリエルと呼び捨てにすればいいわ」

「呼び捨てる……のか」

　スゼーデルは困惑顔だ。

「いえ、そうね、アリーとかエルとかの愛称のほうが、よりいいかもね」

「あ、愛称で!?」

「そうよ。わたしはあなたが仕えている商家の主人の娘というところね。ほら、試しに呼んでみて」

「う……わかった」

　スゼーデルは、えほん、と一つ空咳をすると、顰しかめっ面つらで声を発した。

「ア……アリー……お嬢様？」

「なんか声が裏返っていたんですけど」

「い、いや、緊張して」

　アリエルは、ぷっ、と小さく噴いた。

「敵兵を前にしても顔色一つ変えないくせに、愛称で呼ぶくらいのことで緊張しないでもらえる？」

「そう言うがな、俺にとって、殿下はあくまで殿下なんだ。それをアリーと呼ぶとか、障害物が高すぎるぞ」

「そうね、それはわかってるわ。でもね、スゼー」

　アリエルは上体を前に倒し、スゼーデルの顔を正面から見上げるように覗のぞき込む。

「この峠を越えれば、わたしは第五王女ではなくなるのよ。オルリッツ公国に逃げ込んできた以上、フルミネンセ王家の王女ではなくなるの。だからあなたにも、意識を切り替えてもらわなくてはね」

　スゼーデルは渋い顔になってため息を吐つく。

「それこそ障害物が高いな」

「わたしが気にしていないのだから、もっと気楽に構えればいいのよ。雇用主の商家の我わが儘まま娘むすめをお守もりしているんだ、くらいにね」

「アリーお嬢様は強いんだな」

　つくづく感心したという実感が籠こもった口調だった。

　アリエルは、そうかしら？　と首を捻ったが。

「強いというより、そうね、わたしは喜んでいるのよ」

「喜んでいる？　悲しく……はないのか？」

「だって、これからは自由に生きていいのだもの」

「自由に……生きる……」

「そうよ。もう父上にも母上にも、兄上にも姉上にも、臣民にも、誰にも遠慮しなくていいじゃない。わたしはわたしが生きたいように生きていい境遇を得たわ。フルミネンセ王国は滅んだのですもの。フルミネンセ王家は滅んだのですもの」

（そうだな。自由に生きること。それは殿下が切望して止まなかったことだ。切望して叶かなわなかったものだ。殿下はそれを、王国の滅亡と引き替えに手にしたんだ。しかし、本当にそれでよかったのか？　おめでとうございます殿下、と祝福していいのか……俺にはわからない）

「何しょぼついたような顔をしているの」

「その、なんだ、殿下……アリーお嬢様は本当に大丈夫なのか？　大丈夫とは、つまり、なんと言うか……」

　くす、と笑ったアリエルは、

「大丈夫よ」

　とスゼーデルの脇腹を小突いた。

「もちろん残念な気持ちがないわけではないのよ？　父上や母上に二度と会えないかもしれないと思うと残念だし悲しいし。今までみたいに贅ぜい沢たくで安楽で安あん穏のんな暮らしはもうできないというのも少し寂しいわね。でも、代わりに自由を手に入れた。思うとおりに生きる立場を手に入れた。ね、スゼー」

「な、なんだ？」

　かつてのフルミネンセ王国第五王女は、スゼーデルに極上の笑顔を向けてきた。

「わたし、そのことに今、とてもワクワクしているの」

　スゼーデルはアリエルの笑顔が眩まぶしくて、思わず視線を逸らせてしまう。

（そうか。殿下を拘束していた枷かせは外れてしまったんだな。殿下を縛りつけていた箍たがは外れてしまったんだな。ならば）

　スゼーデルはアリエルのほうを見ないまま、少しぶっきらぼうな口調で言った。

「手に入れた自由を、立場を、アリーお嬢様は精一杯楽しめばいいと思うぞ。俺は力の限り、お嬢様を支えてやるから」

「ふふ、ありがとう」

　アリエルは顔を背けているスゼーデルの正面にわざわざ回り込んだ。

「ねぇねぇ、スゼー」

「なんだ？」

「もしわたしが貧乏になって、あなたに俸給を払えなくなったとしても、わたしのことを支えてくれる？」

　スゼーデルの眉が撥はね上がった。

「馬鹿なことを訊くな！」

「え？　どうしてわたし怒られているの？」

「馬鹿なことを訊くからだ。そんなことは訊くまでもなく、答えるまでもない。俺はおまえが貧乏になろうが無一文になろうが野の垂たれ死のうが、いつでもどこでもおまえの側にいて、おまえを守ってやる」

　アリエルがジト目になって頭を引いた。

「野垂れ死んだら守られていないことになるんですけど～？」

「あ……ああ、そうか。そうだな。お嬢様が野垂れ死なないように努力するよ」

「頼んだわよ、スゼー」

　爽さわやかに笑ったアリエルが、笑みを収めて背後を振り返ると、自分のほうを見ているミモーネとセイザリアの姿が目に入った。

「ミモーネ、カオルゥ、ハリウィック。ねえ、スゼー。どこの馬の骨ともわからない腕利きを何人も雇っておいてよかったでしょう？」

「そうだな。認めるよ。アリーお嬢様には先せん見けんの明めいがあった」

「みんなもあなたと一緒に従ついてきてくれると嬉しいのだけど」

「従いてくるさ。それはもう必ずだ」

「みんながいてくれれば百人力よね」

「そうだな。で？　手始めにどこへ行って何をするつもりだ。リリエル様のお館を出るときは、まだ決めていないと言っていたが」

「答えは同じ。まだ決めてないわ」

「まだ決めていないのか」

　それでいいのか？　とスゼーデルが不安そうな顔になる。

「まぁよくはないのでしょうけど。でも、ここがスタートなの。わたしはここで生まれ変わるのよ。さぁ始めましょう。新しい生き方を。新しい人生を。新しい挑戦を」

（そうだな。殿下は……アリーは思う存分、挑戦すればいい。それが成功しようと失敗に終わろうと、俺はいつもおまえの側にいておまえを守ってやる。最悪、おまえを守り切れなくておまえが野垂れ死ぬときは、俺もおまえの隣で果ててやろう。だから思い切ってやれ）

　スゼーデルは慈しみの籠もった目をアリエルに向け、ああ、と言って微笑ほほえんだ。

　そのとき。

「王ひ女め様、カオルゥ殿とハリウィック殿がまいったでございます」

　とミモーネが呼ぶ声が聞こえた。

　アリエルが振り返ると、ミモーネの隣にカオルゥとハリウィックが立っていた。

　アリエルは足早に二人の下もとまで歩み寄ると、

「ご苦労様でした」

　と声をかけた。

「それほど大したことやおまへん。火ぃ点つけるだけですさかいな。なぁハリィはん」

「いやいや、一介の料理人には大したことだったよ、ルゥちゃん」

「なに言うてますんや。一介の料理人でもあるまいし」

「いやいやいや？　僕、ただの一介の料理人だよ？」

「またまたまた～。謙けん遜そんも大概にしぃや」

「だから。僕、とっくに足洗ってるんだからね？　今は料理人だからね？」

　などと言い合う二人を見て、アリエルが微笑を浮かべた。

「今がどうかということは置いておいて。とにかく二人とも、ご苦労様でした」

　二人は言い合いを止やめ、恐縮したように頭を下げた。

「あ、すんまへん」

「ありがとうございます」

「ところで、砦のカタリーナ女王国軍の様子はどうでした？」

　というアリエルの問いに、カオルゥは右の拳こぶしを握り、右腕にぐっと力を込めた。

「商人たちから奪うばった荷物は燃やしてやりましたで。これで連中も、骨折り損ぞんの草くた臥びれ儲けや。いや～、スカっとしましたわ～」

（燃やしちゃったのか。でもまぁ今さら元の持ち主に返すことはできないし。あの兵隊たちの懐に入るよりはよかったかな）

　アリエルがそんなことを考えていると、ハリウィックが、そうだねスカッとしたね、と頷いた。

「隊長格の三人が責任のなすり合いを始めていたしね。あれ、上層部からはこっぴどく怒られるんじゃないかな？」

　アリエルは小さく笑って言った。

「自業自得というところね。では全員が揃そろったことですし、そろそろ下りましょうか。あぁ、その前に」

　アリエルは全員を呼び集めた。

「この先、わたしはもうフルミネンセ王国の王女ではなくなります。ですからもう一度、確認しておきます。王女ではなくなるわたしに従ついてくる気がない者は、ここで引き返すことを許します。遠慮なく申し出てください」

　そう言うと、アリエルは全員の顔を見回した。

　スゼーデル。

　ミモーネ。

　カオルゥ。

　ハリウィック。

　九人の兵たち。

　そしてセイザリア。

（セイザリアはわたしの臣下ではないから、ちょっと特殊ですけど）

　誰も何も言わなかった。

「皆、わたしと一緒に来てくれるということでいいのかしら？」












　アリエルがそう訊くと、即座に全員から、応！　の声が上がった。

「ありがとう」

　アリエルは静かに頭を下げた。

　顔を上げたアリエルは、もう一度、全員を見渡して言った。

「ここから先、わたしはアリエルではなくなります。そうね、アリーエンとでも名乗りましょう。わたしのことはアリーエン、あるいはアリーと呼ぶようにね」

「承知しました、アリーお嬢様」

　スゼーデルがそう応えると、全員が、

「承知しました、お嬢様」

　と唱和した。

「では、行きましょうか。わたしと皆が新しく生きる場所を見つける旅に」

　国を失い、王女の地位を失ったアリエルは、それでも自分に従ついてくる十四人を引き連れ、カラバル峠から下っていくための一歩を踏み出した。

　それは彼女が新たな人生を踏み出す一歩でもあった。

　すべてを失ったというのに、アリエルの瞳は希望に輝いていた。
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「なに？　フルミネンセの第四王女の身み柄がらを確保したと申すか!?」

　臣下の報告に、カタリーナ女王国の女王カタリーナ五世は目を見開いた。

「さようでございます、女王陛下」

「でかした！　で、王女をどこで確保したのじゃ？」

「リノデア州にあるリノ湖の近くで確保したそうであります。たまたまリノ湖畔にある別邸へ避暑に来ていて逃げ遅れたようでして。すでに本人は王都近郊まで移送してきておりますが、お会いになりますか？」

「そうよな。会って話を聞いてみるのも一興じゃな」

「直ただちに謁えつ見けんの儀を調ととのえます」

「任せる。では、軍務長官を呼べ」

「は」

　臣下は深々と叩こう頭とうすると、女王の執務室から退出していった。




　その二日後、カタリーナ五世はリリエル王女を接見することとなった。
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　謁見の間まの一段高くなったところに置かれた大きくて立派な玉ぎよく座ざに仰ぎよう々ぎようしい礼装で座ったカタリーナ五世が、一段低いところで跪ひざまずくリリエルに声をかけた。

「そちがフルミネンセ王国第四王女、リリエル・リリエンタール・フルミネンセか」

「さようでございます、女王陛下」

　答えるリリエルのほうもフルミネンセ第四王女に相応ふさわしい豪ごう奢しやな裳もを着ていた。

　少なくとも虜りよ囚しゆうが着るような衣装ではない。

　リリエルがその姿で跪けば、どちらが上の立場か一目瞭然というのがミソだった。

　囚われの身にも拘かかわらず、リリエルが豪奢な衣装を着ているのは、居並ぶ臣下に二人の上下関係を印象づけようという女王の演出である。

「そちは吾わが手の内の哀れな小鳥となったわけだが、何か申したいことはあるか？」

「申し上げたいことといいますか、お願いしたいことはございます」

「ほほう？　何を願う？　言うてみい」

「ありがとうございます」

　跪いたまま頭こうべを垂れたリリエルは、徐おもむろに口を開いた。

「寛大で慈悲深い女王陛下が哀れな小鳥であるわたくしを生かしておいてやろうと思おぼし召しになるときは」

　そこで言葉を切ったリリエルは、さらに一段、頭を低くしてから言葉を継いだ。

「わたくしが虜囚の身としての生活を送るのだとしても、毎日の食事は専属の料理人に作らせてくださいませんか。それと、毎日着替えるだけの衣装を用意していただきたいと願います。もちろんお風呂は必須です」

　リリエルの図々しい願いに、カタリーナ五世は呆あきれ返ってしまう。

「おぬし、自分の立場がわかって言っておるのか？」












　女王が呆れた顔でそう言い放つと、いったん頭を上げたリリエルは、またもや大きく頭を下げた。

「もちろんわかっております。弁わきまえております」

「そうは思えんのだがな。少し我わが儘ままの度が過ぎるのではないのか？　少し調子に乗っているのではないか？　吾われが機嫌を損ねたら、そちの首を刎はねることくらい造ぞう作さもないのだぞ？」

「そのときは潔いさぎよく諦あきらめ、従しよう容ようとして死にます。おとなしく泣き喚わめいて、女王様に対する恨うらみ辛つらみを叫びながら処刑台の上に立ちます」

「ぜんぜん潔くもないし、従容としてもおらんがっ!?」

　思わずツッコんでしまい、女王は取り繕つくろうように咳せき払ばらいをした。

「死ぬ覚悟はできておると申すのか？」

「いいえ。死ぬのは恐いですし、覚悟もできておりません」

「にしては、ずいぶんと強気に出たものじゃのう」

「わたくし、王族としての暮らししかできない無能者なのです。今さら働くこともできませんし、牢ろう屋やに閉じ込められるのも我慢できません。毎日、朝から晩まで汗水を垂らして働くくらいなら。あるいは暗くて狭い牢屋に閉じ込められて本も読めないのなら。死んだほうがマシかも、とは思います」

「なら、死ぬか？」

　ぶるぶるぶる、と首を横に振ったリリエルは、がば、と平伏した。

「この無能で哀れな小鳥に、どうか御慈悲を」

　女王は皮肉の効いた笑みを浮かべて言った。

「吾の慈悲を期待するなら、裸踊りでもして吾を楽しませてみるか？」

　リリエルが勢いよく顔を上げた。

「え？　それで許していただけるのですか？　でしたら脱いで踊ってご覧に入れます。どんな踊りをご所望ですか？」

「阿あ呆ほうか！　今のはただの喩たとえじゃ。捕らえた王女に謁見の間で裸踊りなどさせたら、吾の評判、がた落ちじゃろうが」

（というか。此こ奴やつとこんな会話を交わしている時点ですでに家臣の評価が心配になってくるが……ふむ、おかしな奴じゃな）

「では、女王様の寝室で踊ればよいのでしょうか？」

「……それほど裸で踊りたいのか？」

「べつに裸で踊りたいわけではありません。わたくしは安楽な暮らししかできない女ですから、それが保証されるのでしたら裸で踊るのも厭いとわないという意味でございます」

（どうにも見た目よりずっと摑つかみ所がない奴じゃのう）

　女王は不思議な生き物を見るような視線をリリエルに注いでいたが、やがて玉座から身を乗り出すようにして尋ねた。

「おぬし、吾に恨みはないのか？　吾が国に恨みはないのか？」

「死罪を申し渡されれば女王様を恨むでしょう。牢獄に閉じ込められれば女王様を呪のろうでしょう。ですが、虜囚であっても平穏で安楽な毎日が送れるのであれば、わたくしはそれで十分でございますから、女王様に感謝の念を捧ささげるでしょう」

　女王はいきなり笑い出した。

「はっ。ははっ。なかなか面白い奴じゃのう、おぬし」

「え？　わたくし、面白いことを言った覚えはないのですが？」

　リリエルが真顔でそう呟つぶやくと、女王は大笑した。

「くっはははは。気に入った。気に入ったぞ、リリエル王女」

「あ、はい、ありがとうございます」

　と言って頭を下げたリリエルだが、きょとんとした顔だったのを見る限り、どうして自分が気に入られたのかわかっていないのは明らかだ。

　カタリーナ女王は満面に笑みを浮かべ、優しく語りかけてきた。

「おぬしは生かしておこうではないか。ただ生かしておくだけではなく、おぬしが望む安楽な暮らしを保証してやってもよい」

　リリエルは再び平伏する。

「ありがとうございます。慈悲深い女王陛下の御おんためなら全裸ダンスも厭いません」

「それは要いらん。その代わり」

　薄い笑みを浮かべたままアリエルを見つめるカタリーナ五世の目が妖あやしく光った。

「おぬしにはやってもらいたいことがあるのよ。おぬしの安楽な生活は、それとの引き替えじゃな」

　笑みを消した女王は、意味深な顔でリリエルを見つめる。

「吾の頼みを聞いてくれるか？」

　リリエルは、何を？　と訊きくこともせず、深々と頭を下げた。

「なんでも仰おつしやってください。無能なわたくしの手に余ることでなければ、なんでもやらせていただきます」

「吾が占領したフルミネンセ王国の東半分、おぬしはそこを治める女王になれ」

　リリエルが目を瞬しばたたいた。

「は……はい？」

「フルミネンセの東半分を治めるため、当座は傀かい儡らい政権を立てるつもりでな。そのほうが住民どもも吾の支配を受うけ容いれやすいだろうからの。おぬしはそこで吾の操り人形として女王位に即つけと、そういうことじゃ」

　カタリーナ五世は嗚お咽えつするように笑うと、リリエルの顔を覗のぞき込んだ。

「どうじゃ？　吾の操り人形役、やってくれるか？」












　峠から下る道には人の姿がほとんどなかった。

　商人や隊商のほとんどは、すでにオルリッツ公国の砦とりでまで下りてしまったのだろう。

　アリエルたちが少し足を速めて砦まで下りてくると、砦の周囲の空き地には十数組の隊商と二十人以上の商人がたむろしており、思い思いに休憩を取ったり馬に水や飼い葉をやったり積み荷の様子を確認したりしていた。

　オルリッツ公国の兵が彼らのあいだを回って騒ぎが起きないよう見張っている。

　一部は峠の様子を見に行ったようで、彼らとはアリエル一行も途中ですれ違っている。

　アリエルたちは兵に指示され、空き地の一隅に腰を落ち着けた。

「もう安心、もう安全ね。水をもらえるかしら、スゼー」

　スゼーデルから水筒を受け取ったアリエルが水を飲んでいると、周りにいた商人たちが彼女の下もとへ集まってきて、口々に礼を言い始めた。

「いやぁ、助かったぜ。あんたがこの隊商の主か？」

「あんたたちのおかげで積み荷を奪とられなくて済んだんだ」

「礼を言わせてくれ。ありがとう」

「若いのに機転が利くんだな、あんた」

「機転が利くだけじゃねえ。護衛たちも凄すご腕うでだ。感心したぜ」

「これはせめてもの気持ちだ。受け取ってくれ」

　と言って、一人が運んでいた商品の一つを差し出すと。

「おお、俺もだ」

「こっちもお礼の品を渡すぜ」

「いえ、いいのです。そんなふうに気を回さないで下さい」

　アリエルはそう言って出された品々の受け取りを拒否しようとしたのだが。

「遠慮するなよ」

「これは感謝の気持ちなんだ。拒否されたら俺たちが恩知らずになっちまうだろうが」

「カタリーナ女王国軍に奪とられたと思えば安いものさ」

「そうだとも。大損を免れたんだ、これをあんたたちに差し出しても、差し引きすれば大おお儲もうけしたも同然なんだから」

　アリエルは、わかりました、と頭を下げた。

「遠慮なく頂ちよう戴だいいたします」

「あんた、礼儀正しいし、可か愛わいいし、機転が利くし、いい娘こだな」

「まったくだ。うちの息子の嫁に欲しいくらいだ」

「おお、そうだ。これ、うちの店の所在地。その街に来たらぜひ寄ってくれ」

　商人の一人が店の在処ありかと自分の名前を書いたメモ書きを寄越すと、ほかの商人たちも同じように紙や羊よう皮ひ紙しを押しつけてきた。

　それらを受け取ると、アリエルはもう一度、丁寧に頭を下げた。

「ありがとうございます。街に寄った際は顔を出させてもらいます。その節はよろしくお願いします」

「待ってるぜ」

「何かあれば力になるからな」

「ぜひ顔出してくれ」

　などと口々に言いながら、商人たちはアリエルの下もとを離れていった。

　その場には、彼らが置いていった商品が山積みになっている。

　アリエルは自分が手にした紙の束を見て、ふふふ、と小さく笑った。

「ねえ、スゼー」

「なんだ、殿でん……アリーお嬢様」

「困っている人を助けるのって、いいものね。助けた人から感謝されるのって、とてもいいものね」

「あ？　ああ、そう……だな」

　アリエルは独ひとり言ごつように小声で言った。

「どこで何をすべきか、それはまだ見えてこないけど、わたしがやりたいことは見えてきた気がするわ」

「ほう？　お嬢様は何をやりたいんだ？」

「困っている人を救いたい。商人に限らず、一人でも多くの人を救いたい。助けたい。力になりたい。そう思ったの」

　スゼーデルは疑わしそうな顔になる。

「世直しの旅でもしようと言うのか？」

　アリエルは、くす、と笑った。

「違うわよ。そんなことをしても、助けられる人には限りがあるでしょ」

「では、どうすると言うんだ？」

「そうね。例えば……わたしがこのガレリア大陸を統一したら、大勢の困っている人を救えると思わない？」

　スゼーデルは僅わずかに目を見開き、少し揶や揄ゆするような口調で言った。

「……ずいぶんと壮大な目標だな。壮大にもほどがある目標だな」

（目標というか、妄想のレベルだと思うんだが）

　アリエルが、ぷっと頰ほおを膨らませる。

「いいじゃない。夢を見るのは無た料だなのだもの。夢を語るのも無た料だなのだもの」

「たしかにそうだが。しかし、壮大な夢を実現するためには莫ばく大だいなお金が要いるぞ？」

「それはわたしもわかってる。だから、まずは、お金儲もうけに精を出しましょう」

「アリーお嬢様にできるのか？　金儲けなんて」

「頑張って勉強すれば、きっとなんとかなるわよ。で、儲けた軍資金を元手に大陸統一事業に乗り出すの」

　スゼーデルは小さく肩をすくめてみせる。

「気の長い話だな。殿下……アリーお嬢様の孫の代くらいには実現するといいな」

「スゼーこそ悲観的ね。大丈夫よ。わたしまだ若いんだから、時間はたっぷりあるもの。それに、わたし、きっと長生きするわ」

　そう言ってアリエルは楽観的に笑う。

（そうだな。実現の可能性はさておいて、殿下はやりたいことをやりたいようにやればいい。そのために俺は俺のできることをして、精一杯、殿下を支えるさ。たとえ殿下が無一文になろうと、たとえ殿下が野に斃たおれようと、俺が殿下を見限ることはない。だから安心して思うとおりやればいいんだ。それを俺も楽しみにしているよ）

　慈いつくしみと期待の籠こもった目でスゼーデルはアリエルを見つめるのだった。









　　　あとがき






　ご無沙汰しました、舞まい阪さかです。いえ、ご無沙汰というほど間隔が空いたわけではありませんが、ファミ通文庫さんで半年以上も本を出さないと、久しぶりという感覚になりますね。さて新作は戦記モノです。これを初心に返ったと言うか、それしかできないと言うかは微妙なところですが（笑）、ともかく戦記モノなのです。内容に関しては白しら鳥とり士し郎ろうさんの解説をお読みいただくとして、ここではなぜ白鳥さんが解説を書いているのかということに触れておきましょう。今や飛ぶ鳥を落とした勢いで焼き鳥にして食べてしまうほどの人気作家である白鳥さんが、なぜ舞阪の解説なんかを？　と疑問に思う方もいらっしゃるでしょうから。

　じつはわたしと白鳥さんの接点は意外に古くて、白鳥さんは○学生の頃にわたしのデビュー作『プリンセス・ミネルバ』を読まれていたそうです。ずばり書いてしまうと自分が如い何かに年寄りかというのがバレてしまうので「○学生」にしておきますが、それにしても学生時代に、ですよ。伏せ字にしたところでわたしが年寄りであることは隠しようもありません（笑）。その後、白鳥さんがＧＡ文庫からデビューされたとき、偶然わたしもＧＡ文庫で書いていた関係もあって知り合うことができまして、そのあとも細々としたおつきあいをさせていただいていたのです。今回、「新シリーズの一巻目ですからどなたかに解説などお願いできませんかね」「いいですね、それ」などというやり取りがわたしと担当氏のあいだでありまして。その際「誰か心当たりあります？」と訊きかれ、わたしの頭に浮かんだのが白鳥さんのお名前だったのです。売れっ子の上、本業を持たれている白鳥さんですから断られても仕方がないとダメ元で打診してみると、嬉しいことに快諾をいただけました。そんな経緯で今回の「解説」が実現できたのです。ありがたや。

　というわけで本作の中身に関しては解説に譲ります。ここでは一言だけ。

　白鳥さんがＧＡ文庫で新シリーズを立ち上げています。それがなんと将棋ネタ。どこまでニッチなジャンルに挑戦するんだ!?　そんなニッチなジャンルをしっかりと面白いラノベにしてしまう氏の手腕は並大抵ではありません。将棋を知らない読者でも楽しめる作品になっていますから、是非一度、手に取ってみてください。

　というところで、紙幅もないから急いで今後の予定をば。次は来年早々に『ロムニア帝国興亡記Ⅶ』と『落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅸ』と本作の二巻でお目にかかりましょう。お目にかかれるといいな。





二〇一五年九月吉日　舞阪　洸こう

















　作品解説




　舞まい阪さか作品には、日本の歴史物語・戦記物語の様々なテクニックやエッセンスが凝縮されています。

　たとえば『平家物語』では、キャラクターが登場する際や合戦が開始される際、まずはそのキャラの「その日の装束」が慎重に描写されます。まずはキャラを立てる。そして読者がそのキャラに感情移入してはじめて、「どちらが強いのか」という命題が意味を持つのです。知らない人間の喧けん嘩かを見ても「ふーん」としか思えません。

　エンターテイメントの根幹がキャラクターにあるという事を知り尽くしておられる舞阪先生は、世界観、キャラクター、人間関係等を綿密に作り込み、慎重に語られる作風で知られる、戦記物の名手でいらっしゃいます。

　本作『月げつ虹こう戦記アリエル　──七に色じの瞳を持つ王女』では、その手法が極まった観があります。

　戦記物の定番としては、まず一巻の冒頭から主人公を巻き込んだ大きな戦争が起こる……のですが、本作では、主人公アリエルは戦争に巻き込まれはするものの、自ら剣を取って戦うわけでも、軍隊を指揮して外敵を打ち破るわけでもありません。むしろ彼女は無力であり、周囲の臣下達に守られているだけのように見えます。

　ですが、だからといって本作が戦記物として失敗しているわけではありません。むしろライトノベルとして成功しているのは、お読みになった読者の皆様であれば私が改めてご説明するまでもないでしょう。魅力的なキャラクター達が次々と登場し、楽しい掛け合いを繰り広げるのは、一時期主流であった学園ライトノベルではありふれた構成でした。舞阪先生はその要素を戦記物にも応用しつつ、プロローグから続く『戦いの気配』を重低音のように響かせることにより、楽しくも緊張感のあるストーリーを展開しておられます。キャラクター同士の掛け合いは『平家物語』における「その日の装束」と同じであり、前半の日常描写があるからこそ、豊富で魅力的なキャラクター描写があるからこそ、後半の逃走劇に感情移入ができるのです。そしてこの一巻があるからこそ、後の壮大なストーリーに対する期待が大きくなるのです。

　他レーベル作品ではありますが『ロムニア帝国興亡記』（富士見ファンタジア文庫）の一巻も、同様の趣向が凝らされていました。こちらも一巻の時点で、主人公を巻き込んだ大きな戦いは起こりません。戦記物としてはタブーともいえる物語構成ではありますが、舞阪先生はこの作品で既に大きな成功を収めておられます。

　とはいえ、『ロムニア』と本作とでは、決定的な違いがあります。

　それは、本作の主人公が女性という点です。

　私のように年季の入ったラノベファンであれば、ファミ通文庫における舞阪作品の主人公が『鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ』『ガブリエラ戦記』『夜よる姫ひめと亡国の六ろく姫き士し』『深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン』と、戦記物に関しては全て女性であることに気付かれるはずです。

　ライトノベル業界で「女性主人公は難しい」というのが定説になっていますが、舞阪先生の執筆傾向からは「だからこそ挑みたい」という志の高さを感じます。おそらく自分が女性主人公作品から離れてしまわれたら、ライトノベルからその系譜が絶えてしまうのでは……そういった危機感も持っておられるのではないでしょうか。

　では、なぜこのような厳しい状況であるにもかかわらず、女性主人公作品を成立させることが可能なのか？

　この点でも、舞阪先生はテクニックを駆使しておられます。

　クローズアップされるのはスゼーデルというキャラクター。アリエルの乳ち兄きよう妹だいであり、警護役の武人です。本作において、彼はたびたび視点人物として登場し、常に主人公であるアリエルの側にいます。この構成により、男性読者はアリエルではなくスゼーデルに感情移入することが可能となるのです。

　三人称文体で視点を散らすことは、簡単なようで非常に難しいテクニックです。ともすればストーリーが散漫になってしまい、読者も誰に感情移入すればよいのかわからなくなってしまいます。キャラに興味が持てなければストーリー全体に興味が持てないのは前述の通りで、要するに「どうでもいいや」となってしまうのです。

　戦記物のように登場人物が大量に発生するジャンルでは特にデリケートな判断が求められる部分であり、これを書きこなすには才能と経験を必要とします。私も『蒼海ガールズ！』（ＧＡ文庫）という作品で挑戦しましたが、納得のいく描写はできませんでした。ラノベ界を見渡しても、一人の人物に感情移入させる書き手は多いですが、複数のキャラに感情移入させることができる書き手は、それほど多くはないという印象です。学園モノと一人称文体が氾はん濫らんする中で、独自の作風を確立してこられた舞阪先生だからこそ、こういった手法を使いこなすことができるのでしょう。

　さらに舞阪先生は、最後の最後に大きな「時限爆弾」を仕掛けています。

　ここでクローズアップされるのは、主人公アリエルの姉であるリリエル。

　どうも彼女がもう一人の主人公として、アリエル達の前に立ち塞がりそうな感じがします。『エピローグ１』と『エピローグ２』の対置が、我々読者にそのような予感を抱かせるのです。

　このように次巻に対して強い「引き」を作るのは、海外ドラマでは「クリフハンガー」と呼ばれる手法です。これは舞阪先生が、編集者として少年漫画の仕事に関わっておられた経験から体得なさったものだそうで、『鋼鉄の白兎騎士団』の頃から名人芸と呼べるほどに見事な「引き」を作ってこられました。修業時代、私も随分と勉強させていただいたものです（実は私の投稿作の多くは戦記物でした）。

　物語はまだまだ始まったばかり。

　ですが既に、いずれ起こるであろう大きな戦いに向けて胸を躍らせる自分がいる事を、私以外の読者の皆様も感じておられるのではないでしょうか。
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